
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　０　プロローグ







　暗くら闇やみの中なか、数すう人にんの男だん女じょがうごめく。

　すうぅ、と冷つめたい風かぜが通とおりぬけ、男おとこの１人ひとりが、ぶるりと身体からだをふるわせる。

「……もう少すこしだな」

「ああ、やっとだ」

「これで、肩かたの荷にが下おりるわ」

　男だん女じょは、懐かい中ちゅう電でん灯とうであたりをてらしたあと、そこにある物ものを確かく認にんする。

「今こん回かいも、問もん題だいはなさそうだな」

　男だん女じょはうなずきあうと、暗くら闇やみから去さっていく。

　だれもいなくなった暗くら闇やみ、そこに静しずかにたたずむなにかが、さびしげに残のこされていた。







　　　　１　夏なつ休やすみの学がっ校こうで







　じりじりとした日ひ差ざしが、肌はだを焼やくように照てりつける。

　夏なつ休やすみ中ちゅうの学がっ校こう。

　わたしは、演えん劇げき部ぶの練れん習しゅうで、学がっ校こうにやってきていた。

　同おなじように、部ぶ活かつのためにきている生せい徒とは見みかけるけど、いつもに比くらべたら、すごく人ひとは少すくない。

　ろう下かからのぞく教きょう室しつの窓まどから風かぜがふきこみ、カーテンをゆらしている。

「アスカ。なにしてるの？」

　後うしろから声こえをかけられてふり返かえると、制せい服ふく姿すがたの実み咲さきが立たっていた。

　実み咲さきも、生せい徒と会かいの活かつ動どうで学がっ校こうにきている。

　ちょうどお昼ひるだから、部ぶ活かつや生せい徒と会かいがある実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつといっしょに、お昼ひるご飯はんを食たべる約やく束そくをしているんだ。

「夏なつだなーっと思おもってさ」

「それはそうだよ。もう７月がつの終おわりだよ」

　実み咲さきが笑わらって、わたしのとなりに立たって、いっしょに歩あるき出だす。

　待まち合あわせの教きょう室しつにつくと、先さきに優ゆ月づきと水み夏なつがきていた。

「おそーい！　なんでわたしより先さきに出でたアスカが、わたしよりおそいのよ」

　わたしたちの姿すがたを見みつけた水み夏なつが、くちびるをとがらせて文もん句くを言いう。

「ごめん、ごめん。夏なつ休やすみの学がっ校こうって、人ひと気けがなくて不ふ思し議ぎな感かんじがするから、ちょっと遠とお回まわりしてきたんだよ」

「アスカちゃんも、実み咲さきちゃんも、おつかれさま」

　優ゆ月づきが、やわらかくほほ笑えむ。

「うん、今日きょうも部ぶ活かつ楽たのしかったよ！」

　わたしは返へん事じをして、実み咲さきといっしょに、優ゆ月づきと水み夏なつの向むかいの席せきにすわる。

　机つくえは、しっかり４つ、くっつけてある。

　優ゆ月づきと水み夏なつが、準じゅん備びしておいてくれたらしい。

　さっそくわたしたちは、それぞれお弁べん当とうをとりだして、「いただきます」をして食たべ始はじめる。

　お腹なかペコペコだしね。

　それにしても、こういうふうに人ひとの少すくない学がっ校こうで、みんなでお弁べん当とうっていうのも悪わるくないんだけど……。

「みんなで、どっかに遊あそびにいきたいよー！」

　わたしは、お父とうさん特とく製せいの卵たまご焼やきをパクリと食たべると言いう。

　部ぶ活かつは楽たのしいけど、今いまは夏なつ休やすみ。

　やっぱり、遊あそびにいきたくなる。

「あいかわらず、アスカはいきなりね」

　水み夏なつが、あきれたように笑わらう。

「でも、水み夏なつだって行いきたいと思おもわない？」

「それは……まあ、そうだけど」

　水み夏なつがうなずく。

「生せい徒と会かいも部ぶ活かつも、活かつ動どうは７月がつ末まつまでのところが多おおいし、そのあとなら遊あそびにいけると思おもうよ。もちろん宿しゅく題だいもやらなくちゃいけないけど」

　実み咲さきが、みんなの予よ定ていを考かんがえながら言いう。

「だけど、この時じ期きは、どこも混こむのよね」

「ゆっくりできるところがいいなぁ」

　優ゆ月づきの言こと葉ばに、わたしたちはうなずく。

　人ひと混ごみの中なかを遊あそびにいくのも、それはそれで楽たのしめると思おもうけど、どうせならあんまり混こみあわないところで、ゆっくり遊あそびたい。

「あんまり混こまなくて、ゆっくりできるところかぁ。プールは混こむだろうし、テーマパークは行ぎょう列れつばかりで、いつ乗のり物ものに乗のれるかって感かんじになるだろうし」

　わたしは、腕うでを組くんで考かんがえる。

「映えい画がとかでもいいけど、せっかくみんなそろうのに、話はなしできない時じ間かんが、もったいない気きもするのよね」

　水み夏なつがなやむ顔かおで言いう。

　ふ～ん……。

　わたしと実み咲さきと優ゆ月づきは、そんな水み夏なつを笑えみをうかべてジーッと見みつめる。

「な、なによ？」

「水み夏なつも、アスカになじんできたわよね」

　実み咲さきが言いう。

「そうそう。今いまの考かんがえ方かたが、かなりアスカちゃんっぽかったよ」

「ちょっとやめてよ。このお気き楽らくものといっしょにしないで！」

　水み夏なつは、てれたように顔かおを赤あかくしている。

　お、お気き楽らくものって……。

「わたしも水み夏なつと同おなじ気き持もちだよ。やっぱり、みんなで話はなしができるところのほうがいいよね！」

　わたしが水み夏なつに、すすっと近ちかづく。

「ええい、近ちかよってこなくていいから！　ぜんぜん、話はなしがまとまらないじゃないの」

　水み夏なつが、わたしを押おしのけつつ、さけぶ。
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　そのあとも、お弁べん当とうを食たべながら、あれこれと夏なつ休やすみの予よ定ていについて話はなしをするけど、これといったものは決きまらない。

　……あ、みんなで宿しゅく題だいをする勉べん強きょう会かいの日にち時じは、実み咲さきがきっちり決きめたんだけど。

　それは決きまらなくてもよかったよ……。

　　　タッタッタッ

　ん？　そんなことを考かんがえていると、ろう下かを走はしる足あし音おとがきこえてくる。

　まさか奏かなで？　と思おもうけど、奏かなでは部ぶ活かつに入はいっていないから、夏なつ休やすみに登とう校こうはしてないはず。

　なにより、足あし音おとが、奏かなでとはちがう。

　実み咲さきたちも気きづいたらしく、教きょう室しつのドアのほうを注ちゅう目もくしている。

　　　タンッ！

　急きゅうブレーキをかけて、教きょう室しつのドアの前まえに立たち止どまったのは、意い外がいな人ひとだった。

「理り央お先せん輩ぱい!?」

　立たっていたのは、理り央お先せん輩ぱいだ。

　なんで、高こう等とう部ぶの理り央お先せん輩ぱいが、夏なつ休やすみの中ちゅう等とう部ぶにいるんだろう？

　疑ぎ問もんに思おもっていると、理り央お先せん輩ぱいが言いった。

「やっと、見みつけたぞ！」

　理り央お先せん輩ぱいは言いって、わたしたちのほうへ歩あるいてくる。

「理り央お先せん輩ぱい!?　どうしたんですか？」

　わたしはおどろきつつ、たずねる。

　連れん絡らくをとるだけなら、理り央お先せん輩ぱいはわたしのトークアプリでもメールでも連れん絡らく先さきは知しってるのに。

「今日きょうはアスカたちに用ようがあって、捜さがしていたんだ。生せい徒と会かいや部ぶ活かつで学がっ校こうにきてると思おもって」

「わたしたちに、ですか？」

「そう。みんなに用ようがあったんだよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしたちを捜さがしまわってまで、なんの用ようだろう、と全ぜん員いんで首くびをかしげる。

　思おもい当あたることが、ぜんぜんない。

　実み咲さきたちも同おなじみたい。

　それに答こたえるように、理り央お先せん輩ぱいが得とく意いげな笑えみで言いう。

「みんなで、旅りょ行こうに行いこう！」

　ええええええええっ!?







　　　　２　会あいたかった人ひと







「旅りょ行こうって……わたしたちだけでですか？」

「ほかにも何なん人にんかさそっているよ。さらに、スペシャルゲストもよぶ予よ定ていだ」

　す、すぺしゃるゲスト？

　旅りょ行こうなんだよね？

「あの……旅りょ行こう代だいとかは、さすがにおこづかいから、出だすのはむずかしいので……」

　実み咲さきが、ちょっと遠えん慮りょした様よう子すで、理り央お先せん輩ぱいに言いう。

　伝でん説せつの生せい徒と会かい長ちょうの理り央お先せん輩ぱいを、実み咲さきは尊そん敬けいしているから、少すこし緊きん張ちょうしているみたい。

「それならまったく心しん配ぱいいらない。旅りょ費ひはぼくが……というか、清きよ瀬せ家けが持もつよ。じつはね、ある場ば所しょに建たつ、清きよ瀬せ家けの遠とお縁えんが持もっていた民みん宿しゅくが、廃はい業ぎょうになって３年ねんほど経たつんだ。管かん理りは清きよ瀬せ家けでしていたんだけど、しばらくだれも泊とまっていないから、夏なつ休やすみ中ちゅうにだれかといっしょに泊とまってほしいっていう話はなしがあってね」

「また民みん宿しゅくを始はじめるんですか？」

　水み夏なつがたずねる。

「そういうわけじゃないんだけど……ほら！　家いえって人ひとが使つかわないと傷いたみが早はやいっていうだろう。それでさ」

　……ん？

　理り央お先せん輩ぱいが、今いまなにか、ごまかしたような気きもするけど……。

　タダで旅りょ行こうに行いけるなんて、すごくお得とくだし、おもしろそうな話はなしだ。

　しかも、理り央お先せん輩ぱいの誘さそいなら、みんなも説せっ得とくがしやすいと思おもう。

　なんといっても、理り央お先せん輩ぱいの清きよ瀬せ家けは、清きよ瀬せグループとして、スーパーやアパレルの親おや会がい社しゃとして知しられてるし、理り央お先せん輩ぱい自じ身しんも、生せい徒とだけじゃなくて、保ほ護ご者しゃの間あいだでもかなり有ゆう名めい人じんだから。

　春はるが丘おか学がく園えんを、以い前ぜんよりも自じ由ゆうな校こう風ふうに変かえた、伝でん説せつ的てきな中ちゅう等とう部ぶの生せい徒と会かい長ちょうっていうことで。

「ただ、日にっ程ていが指し定ていされていてね。７月がつ28日にちからの３日か間かんなんだけど」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつが顔かおを見み合あわせる。

「どうしたの、実み咲さき」

「うん。28日にちは、まだ生せい徒と会かいの活かつ動どうがあるんだよね。次つぎの日ひからは、お休やすみなんだけど」

「わたしも家か庭てい科か部ぶで作つくらなきゃいけない衣い装しょうが、そのころまでかかりそうなんだ……」

　実み咲さきと優ゆ月づきが言いう。

　そっか。７月がつ中ちゅうは、まだ活かつ動どうしてる部ぶ活かつも多おおいもんね。

　でも、演えん劇げき部ぶは大だい丈じょう夫ぶだよね？

　その前まえに、夏なつ休やすみの練れん習しゅうは終おわりになってるはずだし。

　そう思おもって、水み夏なつを見みると、

「演えん劇げき部ぶは練れん習しゅうはお休やすみだけど、副ふく部ぶ長ちょうの仕し事ごとが残のこってるの」

　水み夏なつが、わたしの視し線せんの意い味みを察さっしたらしく、肩かたをすくめて答こたえる。

　そうなんだ……。

　副ふく部ぶ長ちょうの水み夏なつが、部ぶ長ちょうといっしょにいそがしくしているのは、知しっている。

　わたしも手て伝つだえることだったらいいんだけど、公こう演えんの場ば所しょの交こう渉しょうだったり、脚きゃく本ほんのしぼりこみだったりと、人にん数ずうが多おおければ早はやく終おわるってことは、あまりないって、前まえに水み夏なつに教おしえてもらったことがある。

　そうか……せっかくの、理り央お先せん輩ぱいの誘さそいだけど、わたしだけ行いくっていうのもなぁ……。

「なら、キミたち３人にんは、１日にちおくれで合ごう流りゅうすればいいよ。付つきそいの清きよ瀬せ家けのものを手て配はいしておくから、安あん心しんしていい」

　今いまの会かい話わをきいていた理り央お先せん輩ぱいが、あっさりと言いう。

「えっ、いいんですか!?」

　わたしは、思おもわずイスから立たちあがる。

「もちろん。どうせなら、４人にんいっしょに旅りょ行こうに行いきたいだろう。どうかな？」

　理り央お先せん輩ぱいが、実み咲さきたち３人にんにたずねる。

「それだったら、行いけます！」

「わたしも大だい丈じょう夫ぶです」

「意い地じでも間まに合あわせます！」

　実み咲さき、優ゆ月づき、水み夏なつも、うれしそうな顔かおをしてる。

　これなら、旅りょ行こうの２日かめから合ごう流りゅうできるし、いっしょに帰かえれる！

　４人にんで旅りょ行こう、かあ……すっごくワクワクしてきた！

　……あ、そうだ！

「あの理り央お先せん輩ぱい。その旅りょ行こうに誘さそいたい人ひとがいるんですけど、いいですか？」

　わたしは、ふと思おもいついたことがあって、理り央お先せん輩ぱいにきいてみる。

「だれ？　あ、紅こう月づきくん？　もちろんかまわないよ」

　理り央お先せん輩ぱいが言いう。

「ちがいます。ケイも誘さそうつもりですけど、長ちょう距きょ離り移い動どうだから、くるかどうかわからないし。そうじゃなくて、最さい近きんなかよくしてる、３年ねん生せいの転てん校こう生せいなんですけど」

　アリー先せん輩ぱいをさそえないかな、って思おもったんだ。

　だって、夏なつ休やすみに入はいったから、アリー先せん輩ぱいと一いち度ども会あえてない。

　遊あそびにさそうにも、アリー先せん輩ぱいがどういう場ば所しょが好すきかとか、まだわからないし。

　わたしが好すきなところを連つれまわしちゃうのは、悪わるい気きがして。

　でも、こういう旅りょ行こうなら、かえってさそいやすいし、もし気きが乗のらなかったら、アリー先せん輩ぱいも断ことわりやすいと思おもうんだよね。

「もしかして、銀ぎん色いろの髪かみの転てん校こう生せいかな？」

　理り央お先せん輩ぱいから、アリー先せん輩ぱいのことがでてきて、おどろく。

「知しってるんですか？」

「まあ高こう等とう部ぶでも、ウワサにはなってたからね。騒さわがしくするのは悪わるいと思おもって、話はなしかけたりはしてないけど。ぼくもぜひ、なかよくなりたいね」

　理り央お先せん輩ぱいが、ニッと笑わらう。

　たしかに、理り央お先せん輩ぱいがアリー先せん輩ぱいのところに出で向むいたりしたら、大おお騒さわぎになりそうだもんね。

「それじゃあ、声こえをかけてみていいですか？」

「当とう然ぜん！」

　理り央お先せん輩ぱいは、二ふたつ返へん事じでオーケーしてくれる。

　そのあと、両りょう親しんから旅りょ行こうの許きょ可かをとることや、日にっ程ていや待まち合あわせ場ば所しょについては、あらためて連れん絡らくすること、行ゆき先さきの元もと民みん宿しゅくの場ば所しょは、当とう日じつまで秘ひ密みつだという説せつ明めいを受うけたあと、理り央お先せん輩ぱいは立たち去さっていった。

　それから、わたしたちも家いえに帰かえる。

　家いえにつくと、手て洗あらいうがいをすませて、まっすぐに部へ屋やに向むかう。

　部へ屋やでは、ケイがパソコンに向むかっていた。

　すばやい指ゆびの動うごきで、キーボードを打うちこんでいる。

「ケイ、ちょっと話はなしがあるんだけど、いい？」

　わたしは、いつものようにケイの背せ中なかに話はなしかける。

「…………ああ」

　間まがあってから、短みじかい答こたえが返かえってくる。

「今日きょう、学がっ校こうで理り央お先せん輩ぱいと会あってさ、旅りょ行こうに誘さそわれたんだ。ケイもいっしょにどうかなと思おもって」

　乗のり物ものに長ながく乗のることになるから、ケイは断ことわるだろうな、と思おもいつつ、話はなしをする。

「……場ば所しょは？」

「え～と……清きよ瀬せ家けの遠とお縁えんが民みん宿しゅくをしていて、今いまは清きよ瀬せ家けが管かん理りしている元もと民みん宿しゅく、だったかな？　細こまかい場ば所しょについては、当とう日じつまで秘ひ密みつなんだって」

　すぐに断ことわられなかったことに、ちょっとおどろきつつも、わたしは思おもいだしながら答こたえる。

　ケイのキーボードをたたいてた指ゆびが、ぴたりと止とまった。

　なにかを考かんがえているらしい。

「………………行いく」

　１分ぷんほどたってから、ケイから返へん事じがある。

「へ？」

「ぼくも、その旅りょ行こうに行いく」

　想そう像ぞうしてなかった返へん事じに、わたしはびっくりする。

「移い動どうに時じ間かんかかるんだよ。電でん車しゃもたくさん乗のるかもしれないし」

　わたしのほうが、逆ぎゃくに心しん配ぱいになる。

　そんなことは、ケイだってわかってるはずだけど、きかずにはいられない。

「……わかってる。でも、行いく」

　ケイの意い志しは固かたいみたいだ。

　どうしてなのかは、わからないけど……。

　うん！　でも、ケイと旅りょ行こうに行いけるなら、また楽たのしみが増ふえるからいっか！

　わたしは、パソコン作さ業ぎょうを再さい開かいしたケイを見みて、次つぎに声こえをかける相あい手てのことを考かんがえる。

　アリー先せん輩ぱいだ。

　アリー先せん輩ぱい、きてくれるかな……。

　考かんがえるだけで、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速はやくなってくる。

　アリー先せん輩ぱいとは、前まえのスカイタワーの事じ件けんのあとに、トークアプリの連れん絡らく先さきを交こう換かんした。

　ほんと、連れん絡らく先さきをきいておいてよかったよ。

　わたしは、スマホを手てに取とって、トークアプリの画が面めんを開ひらく。

　ううぅ……なんだか、すごく緊きん張ちょうしてきた。

　じつは、連れん絡らく先さきを教おしえてもらったのに、アリー先せん輩ぱいとはほとんどやりとりしてないんだよね……。

　今いままでは、学がっ校こうで会あってたし。

　夏なつ休やすみに入はいってからは、いずれ連れん絡らくをとろうとは思おもっていたけど、口こう実じつがないまま時じ間かんがたっちゃった。

　だから、ちょうどいい機き会かいなんだけど、思おもった以い上じょうに心しん臓ぞうが高たか鳴なる。

『アリー先せん輩ぱい、今いまいいですか？』

　　　ピコン

　は、はやっ！

　わたしがメッセージを送そう信しんすると、すぐに既き読どくマークがついた。

　そして、コメントがくる。

『なに？』

　アリー先せん輩ぱいらしい、かんたんな返へん事じだ。

　そのことに、なんだかほっとしながら、続つづけてメッセージを打うちこむ。

『じつは、高こう等とう部ぶの清きよ瀬せ理り央お先せん輩ぱいという人ひとから、旅りょ行こうにさそわれていて。

　アリー先せん輩ぱいもいっしょに行いかないかな、と思おもって連れん絡らくしました。

　どうですか？』

　緊きん張ちょうで、文ぶん章しょうを打うちこむ手てが、汗あせばむ。

　　　ピコン

　これにもすぐに既き読どくがついて、返へん事じがある。

　すごい速はやさだ。え～と……なになに。

『行いく』

　…………え？

　アリー先せん輩ぱい、そんなかんたんに、返へん事じしていいのかな。

　だって、旅りょ行こうだよ？

　まだ、なにも説せつ明めいしてないし、理り央お先せん輩ぱいのことをアリー先せん輩ぱいは知しらないだろうし。

『家か族ぞくの許きょ可かとか、とらないで大だい丈じょう夫ぶですか』

　　　ピコン

　もう、すぐに返へん事じがあっても、おどろかない。

『問もん題だいない』

　アリー先せん輩ぱいの答こたえは、わかりやすい。

　わたしは、そのあとアリー先せん輩ぱいに、今いまわかっている旅りょ行こうの日にっ程ていについてや、泊とまり先さきが元もと民みん宿しゅくという話はなしも伝つたえる。

　アリー先せん輩ぱいの答こたえは変かわらず、『行いく』『問もん題だいない』というもの。

　ちょっと不ふ安あんもあるけど、アリー先せん輩ぱいが言いい切きるんだし、大だい丈じょう夫ぶなんだと思おもうことにする。

　とにかく、アリー先せん輩ぱいも旅りょ行こうに参さん加か決けっ定ていだ！

『楽たのしみです！』

　わたしが打うちこむと、

　　　ピコン

『うん』

　アリー先せん輩ぱいの、わかる人ひとにしかわからない、ほほ笑えんだ顔かおが思おもいうかぶ。

　アリー先せん輩ぱいとのトークアプリでの会かい話わを終おえて、わたしはベッドに寝ね転ころぶ。

　わたしがさそうのは、このケイとアリー先せん輩ぱいの２人ふたりぐらいかな。

　理り央お先せん輩ぱいは、他ほかにも参さん加かメンバーがいるようなことを、言いってたもんね。

　スペシャルゲストも『当とう日じつまで秘ひ密みつ』って言いってたから、楽たのしみだなぁ。

　いったい、だれがくるんだろう？







　　　　３　旅たびのメンバー







　家いえの最も寄より駅えきから、30分ぷんほど電でん車しゃで移い動どうした駅えき構こう内ない。

　わたしとケイは、旅りょ行こうカバンを持もって歩あるいていた。

　今日きょうは、理り央お先せん輩ぱいが企き画かくした旅りょ行こう当とう日じつ。

　わたしとケイは、先せん輩ぱいに指し定ていされた待まち合あわせ場ば所しょ、この駅えきの改かい札さつ前まえに向むかっているところ。

　すでに、ここまでの移い動どうで、ケイは青あお白じろい顔かおになっている。

「ケイ、大だい丈じょう夫ぶ？」

「……大だい丈じょう夫ぶだ」

　か細ぼそい声こえで答こたえるけど、ぜんぜん大だい丈じょう夫ぶそうに見みえない。

　午ご前ぜん中ちゅうは毎まい日にちゾンビ状じょう態たいのケイが、乗のり物もの酔よいのせいで、目めを覚さましてるぐらいなんだから。

　ここから先さきも移い動どうがあるだろうけど……大だい丈じょう夫ぶなのかな？

「え～と……待まち合あわせ場ば所しょは、ここでいいはずだよね」

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいからの連れん絡らくで指し定ていされた、改かい札さつ前まえにたどりつく。

　時じ間かんは、約やく束そくの午ご前ぜん10時じの10分ぷん前まえ。

　ここには、理り央お先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいがくることになってる。

　２人ふたりとも、まだかな？

　そう思おもっていると、旅りょ行こうカバンを持もった理り央お先せん輩ぱいが、駅えき構こう内ないからこちらにくるのが見みえた。

「おまたせー」

　理り央お先せん輩ぱいが、わたしとケイたちに、右みぎ手てをあげる。

　……えっ？

　理り央お先せん輩ぱいのとなりにいるのって……。

「待またせちゃったかしら？」

　理り央お先せん輩ぱいのとなりに立たつ、詩し織おり先せん輩ぱいが、わたしにきいてくる。

「ぜんぜんです！　というか、詩し織おり先せん輩ぱいもいっしょだったんですね！」
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　詩し織おり先せん輩ぱいがくるなんて、理り央お先せん輩ぱいからきいてなかった。

　ゲストがくることは知しってたけど、ここで合ごう流りゅうするとは思おもわなかったよ。

「そうなの。紅こう月づきさんがくることも、わたしは聞きいてなかったわ。清きよ瀬せ先せん輩ぱいのことだから、声こえをかけてるだろうとは、思おもっていたけれど」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいを見みてため息いきをつく。

「でも、なんだかこうやって先せん輩ぱいと話はなせるのはひさしぶりで、うれしいです！」

　詩し織おり先せん輩ぱいは、高こう等とう部ぶに入はいってすぐに生せい徒と会かいに入はいったから、いそがしそうで、会あう機き会かいがほとんどなかったんだよね。

　わたしが１年ねん生せいのころ、先せん輩ぱいに毎まい日にちのように怒おこられてたのが、なつかしい。

「去きょ年ねんまでを思おもいだすわね。今いまは生せい徒と会かい長ちょうではないけど、先せん輩ぱいとして、ちゃんと見みているから、人ひとに迷めい惑わくをかけないようにね」

　詩し織おり先せん輩ぱいが言いう。

　詩し織おり先せん輩ぱいも、去きょ年ねんのことを思おもい出だしてくれてたみたい。

「ええー、しませんよー」

　それから、わたしと詩し織おり先せん輩ぱいは、思おもわずふきだして、クスクスと笑わらいあう。

　なつかしいやりとりが、なんだかおかしく感かんじるから不ふ思し議ぎだ。

「再さい会かいを喜よろこんでるところだけど、ここでの待まち合あわせする、最さい後ごのメンバーがきたよ」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしはふり返かえる。

　そこには、駅えき構こう内ないの人ひと混ごみでも目め立だつ銀ぎん色いろの髪かみをなびかせて、旅りょ行こうカバンを持もったアリー先せん輩ぱいがやってくる。

「……お待またせしました」

　アリー先せん輩ぱいは、ぺこりと頭あたまを下さげる。

「別べつに待まってないよ。待まち合あわせの時じ間かん前まえだしね！　ぼくは清きよ瀬せ理り央お。今こん回かいの旅りょ行こうの企き画かく者しゃだ。よろしくね」

　理り央お先せん輩ぱいは、きさくに話はなしかける。

　この２人ふたりは、初はじめて会あうはずだよね。

　なんだか、見みているほうがドキドキする。

「……よろしくお願ねがいします」

　アリー先せん輩ぱいは、無む口くちだから、誤ご解かいされやすいんだよね。

　クラスでも、それでうまくなじめていなかったし。大だい丈じょう夫ぶかな？

　ハラハラして２人ふたりのやりとりを見みていたけど、理り央お先せん輩ぱいはアリー先せん輩ぱいのそっけなさを、まったく気きにした様よう子すがない。

　考かんがえてみたら、理り央お先せん輩ぱいがそんなことを気きにするわけがないんだった……。

　わたしは、ほっとしてアリー先せん輩ぱいの横よこに行いく。

「おはようございます、アリー先せん輩ぱい」

「おはよう」

　アリー先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが、わずかにゆるんだように見みえる。

　アリー先せん輩ぱいも、今日きょうの旅りょ行こうを楽たのしみにしててくれたのかな。

「それじゃあ、ここでのメンバーもそろったし、出しゅっ発ぱつしようか」

　え？　でも……。

「大だい貴き先せん輩ぱいと健けん人と先せん輩ぱいは、いないんですか？」

　理り央お先せん輩ぱいが、高こう等とう部ぶでやっている部ぶ活かつ、怪かい盗とう部ぶのメンバーの２人ふたりの先せん輩ぱいの姿すがたがない。

　きいてなかったけど、てっきり、２人ふたりはいっしょだと思おもっていたんだけど。

「あの２人ふたりは予よ備び校こうなんだよ。大だい学がく受じゅ験けん対たい策さくとかいってさ」

　理り央お先せん輩ぱいは、ちょっといじけたように言いう。

「それは普ふ通つうです。理り央お先せん輩ぱいが大だい学がく受じゅ験けんのある年としの夏なつに、遊あそびを企き画かくしてるほうが変へんなんです」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、あきれたように言いう。

　言いわれてみれば、高こう等とう部ぶ３年ねん生せいの理り央お先せん輩ぱいたちは、来らい年ねんは大だい学がく受じゅ験けんだ。

　受じゅ験けん勉べん強きょうを、夏なつから始はじめているのは、ふつうなのかもしれない。

「理り央お先せん輩ぱいは予よ備び校こう？　に行いかなくていいんですか？」

　理り央お先せん輩ぱいだって、大だい学がくに行いくはずだよね。

「志し望ぼう大だい学がくのＡ判はん定ていはもらってるし。普ふ通つうに勉べん強きょうしてれば問もん題だいなし！」

　理り央お先せん輩ぱいが、自じ信しんを持もって言いい切きる。

　Ａ判はん定ていというのはわからないけど、合ごう格かく確かく実じつってことなのかな？

　そういえば、理り央お先せん輩ぱいは成せい績せきもよかったんだよね。

「それで、わたしが誘さそわれたのよ。佐さ伯えき会かい長ちょうが文もん句くを言いってましたよ。清きよ瀬せ先せん輩ぱいに、わたしを引ひき抜ぬかれたって。夏なつ休やすみ中ちゅうも、生せい徒と会かいはやることがたくさんあるのにって」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、つかれたような顔かおをしている。

　どうやら、詩し織おり先せん輩ぱいが旅りょ行こうに参さん加かするまで、なにかいろいろなことがあったらしい。

「朱あか里りとはちゃんと交こう渉しょうして、詩し織おりを引ひきぬいてるからね。朱あか里りにも損そんはさせてないよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、気きにした様よう子すがない。

　詩し織おり先せん輩ぱいを連つれてくるために、色いろ々いろと高こう等とう部ぶ生せい徒と会かいに根ね回まわししたみたいだ。

　旅りょ行こう１つにそこまでするのは、理り央お先せん輩ぱいらしい。

「さあ、というわけで出しゅっ発ぱつだ！　またあとで、驚おどろきのゲストが合ごう流りゅうするから、お楽たのしみに！」

　理り央お先せん輩ぱいは、ホームに向むかって歩あるきだす。

　ほかに、だれが参さん加かするんだろう？　想そう像ぞうもつかないよ。

　ふと後うしろをふり返かえると、

　ずんずんと進すすんでいく理り央お先せん輩ぱいに、それについていくわたし。

　青あお白じろい顔かおをしたケイに、無む表ひょう情じょうのアリー先せん輩ぱい。

　詩し織おり先せん輩ぱいが、同おなじようにメンバーを見みまわし、

「……なんだか、わたしが苦く労ろうしそうだわ……」

　と、ぽつりとつぶやいたのがきこえた。







　　　　４　新しん幹かん線せんがむすぶ友ゆう情じょう







　新しん幹かん線せんの窓まどから見みる景け色しきは、あっという間まに移うつり変かわっていく。

　わたしたちは、さっそく新しん幹かん線せんの乗のりこんでいた。

　車しゃ内ないは、家か族ぞく連づれや、わたしたちみたいな学がく生せいのグループとかで、満まん席せきになってる。

　行ゆき先さきをくわしく知しっているのは、理り央お先せん輩ぱいだけ。

　この新しん幹かん線せんの乗じょう車しゃ券けんと指し定てい席せきも、理り央お先せん輩ぱいが用よう意いしたものだ。

　いったいどこに向むかっているのか、ワクワクするよ。

　わたしとアリー先せん輩ぱい、理り央お先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが横よこならびで、ケイは２人ふたり席せきを１人ひとりで使つかっている。

　ケイが乗のり物ものに酔ようことがわかっているから、理り央お先せん輩ぱいが少すこしでも楽らくに乗のっていられるように、あらかじめ２席せき分ぶんをとってくれてたんだ。

　こういうところにも気きが回まわるのが、理り央お先せん輩ぱいなんだよね。

　そのおかげもあって、ケイも電でん車しゃに乗のっているわりには、顔かおに少すこし赤あかみがもどってきている。

「アリー先せん輩ぱい。楽たのしんでますか？」

　わたしは、となりの窓まどぎわにすわる、アリー先せん輩ぱいに声こえをかける。

「……楽たのしんでる。旅りょ行こう、ひさしぶり」

　アリー先せん輩ぱいは、こちらを向むいて、わずかに表ひょう情じょうを変かえる。

　今いまのは、うれしいときの表ひょう情じょうだ。

「そうなんですね！　もしかして旅りょ行こう好ずきとか？　今こん回かいのさそいもすぐに乗のってくれましたし」

　即そく答とうだったのは、びっくりしたけど。

「知しらない場ば所しょに行いくのは好すき。見みたことのない景け色しきがある。でも、このさそいを受うけたのは……」

　アリー先せん輩ぱいは、ジーッとわたしの顔かおを見みる。

　え？　それってもしかして……。

「えっと……わたし、が理り由ゆうですか？」

　アリー先せん輩ぱいが、コクリとうなずく。

「そうなんですね。えへへ……なんだかてれるなぁ」

　そんなふうにおしゃべりをしているうちに、窓まどの外そとが田でん園えん風ふう景けいに変かわる。

「うわぁ……すごい！」

　思おもわず声こえを上あげると、アリー先せん輩ぱいも、窓まどの外そとをじっと見みつめている。

「きれい」

　アリー先せん輩ぱいが、ぽつりと言いう。

「そうですね！」

　わたしは、大おおきくうなずく。

　本ほん当とうは断ことわられるかもと思おもってたけど、旅りょ行こうにアリー先せん輩ぱいをさそってよかったよ。




　１時じ間かんほど新しん幹かん線せんに乗のってから、今こん度どは普ふ通つう列れっ車しゃに乗のりかえる。

「ケイ、肩かた貸かそうか？」

　わたしは、ホームを歩あるきながら、ケイに話はなしかける。

　長ちょう時じ間かんの移い動どうで、かなり具ぐ合あいの悪わるそうなケイは、足あし元もとがおぼつかない。

「……だ、だいじょうぶだ」

　どう見みたって大だい丈じょう夫ぶそうに見みえないのは、最さい初しょから変かわらない。

「紅こう月づきくん。無む理りしないでいいからね。きつかったら途と中ちゅう下げ車しゃして次つぎを待まてばいいんだからさ」

　先せん頭とうをゆっくり歩あるく理り央お先せん輩ぱいが、ふり返かえってケイに声こえをかける。

「……ありがとう、ございます」

　それからケイの休きゅう憩けいのために、２度どほど途と中ちゅう下げ車しゃしたものの、目もく的てきの駅えきに無ぶ事じ到とう着ちゃくしたみたい。

「電でん車しゃはここまでだ」

　理り央お先せん輩ぱいが言いって、先せん頭とうに立たって改かい札さつを出でる。

　駅えき前まえに出でたけど、あまり電でん車しゃから下おりる人ひとのいない、ちょっとさびしい雰ふん囲い気きの街まちだ。

　駅えき前まえのロータリーにくると、理り央お先せん輩ぱいが立たち止どまって、みんなをふり返かえる。

「少すこし休きゅう憩けいしようか。スペシャルゲストの１人ひとりも、そろそろくるころだろう」

　そうだった！　スペシャルゲストがいるっていう、話はなしだったよね。

　この５人にんで、長ながく電でん車しゃに乗のってきたから、すっかり忘わすれてたよ。

　そう思おもっていると、黒くろ塗ぬりの大おお型がた高こう級きゅう車しゃが、わたしたちの前まえに止とまる。

　え、なに？　よけたほうがいいのかな？

　それとも、もしかして……。

　急きゅうなことにおどろいていると、黒くろ塗ぬりの高こう級きゅう車しゃのドアが重おもそうな音おとをたてて開ひらく。

「待まったわよ。早はやく乗のりなさい……あら。そちらの方かたは顔かお色いろが悪わるいけど、大だい丈じょう夫ぶなの？」

　高こう級きゅう車しゃから下おりてきたのは……

　髪かみを後うしろで２つの三みつ編あみにして、ツンとしたお嬢じょう様さまっぽい雰ふん囲い気きをまとった、背せの低ひくい少しょう女じょ。

　わたしもよく知しる──宝ほう条じょう有あり栖すだ。

　え、ええええっ!?

　声こえを上あげそうになるのを、青あおい顔かおのケイに腕うでをひっぱられて、なんとか飲のみこむ。

　ケイを見みると、青あお白じろい顔かおを、小ちいさく横よこにふっている。

　あ、そうか！

　今いまのわたし──紅こう月づき飛鳥あすかは、有あり栖すちゃんとは知しり合あいじゃない。

　知しり合あいなのは、怪かい盗とうレッドのときのわたしだ。気きをつけないと。

　で、でも、有あり栖すちゃんがどうして？







　　　　５　「はじめまして」のフリ







「あなたは、宝ほう条じょう有あり栖すさん……よね？　どうしてここに……？」

　詩し織おり先せん輩ぱいも、おどろいた表ひょう情じょうで有あり栖すちゃんを見みてる。

　そういえば、詩し織おり先せん輩ぱいは以い前ぜん、有あり栖すちゃんとパーティーで知しり合あってるんだっけ。

　おどろく詩し織おり先せん輩ぱいに、理り央お先せん輩ぱいは、いたずらが成せい功こうした、という顔かおで、にんまりとしている。

　詩し織おり先せん輩ぱいとは逆ぎゃくに、わたしは有あり栖すちゃんと、表おもて向むきは知しり合あいじゃない。

　本ほん当とうは、つい５日か前まえに、ラドロの『いつもの場ば所しょ』で、顔かおを合あわせたばかりだけど。

「初はじめまして。画が家かの宝ほう条じょう有あり栖すよ。よろしくお願ねがいするわ」

　有あり栖すちゃんは、スカートのすそをつまみ、優ゆう雅がにあいさつをする。

　……完かん全ぜんにネコかぶってるよ。

　まあ、お嬢じょう様さまなのはたしかだから、これも有あり栖すちゃんの一いち面めんなんだろうけど。

　それよりも！

「は、はじめまして！　わたしは紅こう月づきアスカ！　有あり栖すちゃんって呼よんでいいかな？」

　わたしはボロが出でる前まえに、積せっ極きょく的てきに有あり栖すちゃんにむかって自じ己こ紹しょう介かいをする。

　早はやめに言いっておかないと、どこかで「有あり栖すちゃん」って呼よびかけちゃいそうで、こわい。

　理り央お先せん輩ぱいたちが、わたしの積せっ極きょく的てきなあいさつに、おどろいた顔かおをしていたけど、それは今いまは後あとまわしだ。

「さあ、どうしようかしら……」

　有あり栖すちゃんが、右みぎ手てをほおに当あてて、なやむ顔かおをする。

　ううぅ…………これ、絶ぜっ対たいにわたしをからかってるでしょ！

　わたしが恨うらめしい目めで有あり栖すちゃんを見みそうになるのを我が慢まんしていると、

「……なんてね。もちろん、いいわよ。よろしくお願ねがいします、アスカさん」

　有あり栖すちゃんが、クスクス笑わらいながら返へん事じをする。

　……ふう。

　これで、まわりにはわたしと有あり栖すちゃんが初しょ対たい面めんだったけど親したしくなった、というふうに見みえるはず。

　でも、まさかスペシャルゲストが、有あり栖すちゃんなんて。

　理り央お先せん輩ぱいが、有あり栖すちゃんと知しり合あいなのも、びっくりなんだけど。

「清きよ瀬せ先せん輩ぱいは、どこで宝ほう条じょうさんと知しり合あいになったんですか？」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、わたしの思おもっていた疑ぎ問もんをきいてくれる。

「うちの父ちちが、有あり栖すの絵かい画がのファンでね。何なん枚まいか所しょ有ゆうさせてもらっているんだ。家いえに大だい事じに飾かざってあるよ。しかも、有あり栖すにきいたら、詩し織おりと顔かお見み知しりだっていうじゃないか。だから、今こん回かいのスペシャルゲストとして招しょう待たいしたというわけさ」

　なるほど。そういうつながりがあったんだ。

　有あり栖すちゃんの絵かい画がは、かなり高こう価かなはずだけど、清きよ瀬せ家けぐらいのお金かね持もちなら、所しょ有ゆうしていてもおかしくない。

「先さきに伝つたえておいてほしかったです、先せん輩ぱい」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、不ふ満まんげな顔かおをする。

「それじゃあ、サプライズにならないだろう」

　理り央お先せん輩ぱいは、悪わるびれる様よう子すもない。

　つづくケイが、青あお白じろい顔かおながら、まるで初しょ対たい面めんだという様よう子すで、あいさつした。

　なんだかずるい。

　そして、アリー先せん輩ぱいは、いつも通どおり短みじかいあいさつ。有あり栖すちゃんも、普ふ通つうに返かえしていた。

　アリー先せん輩ぱいの人ひと見み知しりは、大だい丈じょう夫ぶそう。

　でも、有あり栖すちゃんは、先せん輩ぱいのことを、妙みょうにジーッと見みてたような気きもしたけど。

　なんかアリー先せん輩ぱいに、気きになることでもあったのかな？




　そこからは、有あり栖すちゃんが乗のってきた車くるまと、同おなじタイプの車くるまの２台だいに分わかれて、山やま奥おくへと向むかう。

　どちらも、清きよ瀬せ家けで用よう意いしたものなんだそうだ。

　駅えき前まえでもだいぶ、山やまに近ちかい場ば所しょだと思おもったけど、そこからさらに１時じ間かんほど走はしらせて、ようやく車くるまが止とまる。

　何なん度どか、車くるま酔よいのケイのために、休きゅう憩けいをはさんだけどね。

　車くるまが止とまったのは、小ちいさな集しゅう落らくのような村むら。

　山やまを切きり開ひらいて作つくられた村むらなのか、すぐ近ちかくに林はやしや森もりがあり、その手て前まえには畑はたけが広ひろがっている。

　畑はたけ仕し事ごとをしている村むらの人ひとたちが、こちらに視し線せんを向むけていた。

　いきなり、静しずかな村むらに、たくさんの人ひとがやってきたら、おどろくよね。

　それでも、目もく的てき地ちは元もと・民みん宿しゅくらしいから、外そとからのお客きゃくさんになれてないはずは、ないけど。

　わたしたちは、車くるまを下おりる。

「理り央おお嬢じょう様さま。なにかありましたら、ご連れん絡らくくださいませ」

　運うん転てん手しゅをしていた、スーツ姿すがたの男おとこの人ひとがうやうやしく、頭あたまを下さげる。

「ありがとう。帰かえりもよろしく頼たのむよ」

「かしこまりました。では、失しつ礼れいいたします」

　車くるまが走はしり去さっていく。

「さあ、行いこうか」

　理り央お先せん輩ぱいに言いわれて、わたしたちは村むらの中なかを歩あるきだす。

「ここって、スマホの電でん波ぱが届とどかないんですね」

　わたしは、自じ分ぶんのスマホを見みて気きづく。

　圏けん外がいマークがついてる。

「山やま間あいなこともあってスマホは通つうじないんだ。不ふ便べんかもしれないけど、それもおもしろいだろ？」

　理り央お先せん輩ぱいが笑わらう。

　たしかに、こんな自し然ぜんが豊ゆたかなところで、スマホを見みつめてるのもつまらないもんね。

　少すこし歩あるくと、ひときわ古ふるそうな、だけど歴れき史しと風ふう格かくを感かんじさせる２階かい建だての館やかたが現あらわれる。

　ずいぶんと立りっ派ぱな館やかただ。

　村そん長ちょうさんの家いえとかだろうか。

「あの館やかたが、今日きょうの宿しゅく泊はく場ば所しょだよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、さらりと言いう。

　……へ？

「えええええっ!?　でも、すごい立りっ派ぱですよ。民みん宿しゅくっていうから、もっとこぢんまりしたものだとばかり思おもっていたのに……」

　わたしは、村そん長ちょうさんの家いえだと思おもった建たて物ものが、宿しゅく泊はく場ば所しょだときいて、びっくりする。

「民みん宿しゅく」っていうから、もっとふつうの家いえっぽいものをイメージしてたよ……。

　でも、清きよ瀬せ家けの遠とお縁えんがやっていたそうだし、ふつうじゃない可か能のう性せいもあったんだよね。

　おどろいているのは、わたしと詩し織おり先せん輩ぱいだけだし。

　ケイは気き分ぶんが悪わるくてそれどころじゃなさそうだし、アリー先せん輩ぱいはなにも気きにしてないっぽい。

　有あり栖すちゃんは、建たて物ものを、なぜかうれしそうな顔かおでじっと見みている。

「……あれ？」

　ふと、館やかたの前まえに人ひと影かげを見みつける。

「さすが、アスカは気きづいたね。さあ、ここで最さい後ごのメンバーが合ごう流りゅうだ。清きよ瀬せ家けのものを案あん内ないに出だして、先さきにきてもらっていたんだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、ニヤリと笑わらう。

　最さい後ごのメンバー？

　スペシャルゲストは、有あり栖すちゃんで終おわりじゃなかったの!?

「あっ、やっときたみたいね」

「みなさん、お待まちしていました」

　館やかたの前まえに立たっていたのは、男だん女じょ２人ふたり。

　１人ひとりは白しろいジャケットを着きこんだ、白しら里さと響ひびき。

　そしてもう１人ひとりは……、響ひびきが警けい察さつに追おわれたときに、レッドと協きょう力りょくをした、「探たん偵てい」を名な乗のる女おんなの子こ……深ふか沢ざわ七な音お。

　も、もしかして、この２人ふたりが、最さい後ごのメンバー!?







　　　　６　最さい後ごのスペシャルゲスト!?







　響ひびきと七な音おの目めの前まえまで、わたしたちはやってくる。

　ど、どうしてこの２人ふたりが、ここにいるの!?

　理り央お先せん輩ぱいがよんだのだとはわかっているけど、どうしても頭あたまが追おいつかない。

「この２人ふたりが、最さい後ごのスペシャルゲストだ。１人ひとりは紹しょう介かいは必ひつ要ようないかな。高こう校こう生せい探たん偵ていとして有ゆう名めいな、白しら里さと響ひびきくん。詩し織おりやアスカは顔かお見み知しりだったね？　そして、となりにいるのが……」

　理り央お先せん輩ぱいが、響ひびきと七な音おの紹しょう介かいを始はじめる。

「深ふか沢ざわ七な音おです。響ひびきとは同おない年どしで、ついこの間あいだまで、探たん偵ていの修しゅ業ぎょうのために、ドイツに留りゅう学がくしてました。わかりやすく言いうと、響ひびきの幼おさななじみです。よろしくお願ねがいします」

　七な音おはそう言いって、笑えみをうかべてあいさつする。

　身しん長ちょうは響ひびきより低ひくいけれど、すらりとした体たい型けいはモデルみたい。

　それでも、しっかりと鍛きたえられてるのは、見みるだけでもわかる。

　やっぱり、あの七な音おだよね……。

「彼かの女じょも、ドイツで大だい活かつ躍やくした経けい歴れきをもつ、高こう校こう生せい探たん偵ていなんだよ。この２人ふたりがスペシャルゲストその２、というわけさ」

　理り央お先せん輩ぱいが、得とく意いげに言いう。

「スペシャルすぎませんか……」

「清きよ瀬せ先せん輩ぱいのやることを、甘あまく見みていたわ……」

　わたしと詩し織おり先せん輩ぱいが、ぼうぜんとしてつぶやく。
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　それにしても、まさか響ひびきだけじゃなく、七な音おまでくるなんて……。

　七な音おも響ひびきも、わたしが怪かい盗とうレッドだってことは、気きづいてないはずだけど、探たん偵ていとしての勘かんがするどいことは、たしか。

　……わたし、ちゃんとバレないように行こう動どうできるかなぁ。

　絶ぜっ対たいに、この２人ふたり相あい手てには、疑うたがわれるようなことはしちゃいけない。

　響ひびき１人ひとりでも緊きん張ちょうするのに、七な音おもいるなんて、どうしよう……。

　そう考かんがえるだけで、楽たのしみだったはずのこの３日か間かんが、ゆううつに……。

　ううんでも、理り央お先せん輩ぱいには悪わる気ぎはないだろうし……ふつうに旅りょ行こうを楽たのしむのが、一いち番ばんばれにくい行こう動どうかもしれない。

　うん、きっとそうだ！

　わたしは、不ふ安あんな気き持もちをふりはらうように、そう思おもうことにする。

　……かなり強ごう引いんだけど。

「というわけで、あとから、アスカの同どう級きゅう生せい３人にんが合ごう流りゅうする予よ定ていだけれど、今日きょうはこのメンバーで宿しゅく泊はくするから、みんななかよくね！」

　理り央お先せん輩ぱいが言いって、館やかたのほうに歩あるいていく。

　理り央お先せん輩ぱいらしい、投なげっぱなしだけど、このメンバーだから、ケンカするようなことはなさそうだよね。

　理り央お先せん輩ぱいは、そこまで考かんがえて、このメンバーを選えらんだのかな？

　そんなことを考かんがえつつ、わたしも理り央お先せん輩ぱいについて行いこうとすると、

「──紅こう月づきさん」

　後うしろから、声こえをかけられた。ふり返かえると、響ひびきが立たっている。

「は、はいっ!?」

　思おもわず、声こえが裏うらがえりそうになる。

「ああ、おどろかせてしまいましたね。すみません。紅こう月づきさん、奏かなでが行方ゆくえ不ふ明めいになったときには、夜よる遅おそくに電でん話わをしたりして、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　響ひびきがそう言いって、頭あたまを下さげてくる。

　……あ、ああ。そういうことか。

「いえ！　もう電でん話わでも同おなじことを言いってもらってますし、奏かなでも無ぶ事じに帰かえってきたし、ぜんぜん気きにしないでください」

　わたしは、あわてて言いう。

　響ひびきに頭あたまを下さげられるとか、調ちょう子しがくるってしょうがない。

「学がっ校こうでは、奏かなでによくしてもらっているようで、ありがとうございます。奏かなでからいつも紅こう月づきさんの話はなしをききますよ。おかげで楽たのしい学がっ校こう生せい活かつを送おくれているようです」

　そう言いう響ひびきの顔かおは、いつも見みる探たん偵ていの顔かおではなくて、妹いもうとのことが心しん配ぱいな、ふつうのお兄にいちゃんに見みえる。

　奏かなでも、響ひびきのことが大だい好すきみたいだし、いい兄妹きょうだいなんだと思おもう。

　……奏かなでが響ひびきに、わたしのことを、なんて言いっているのかは、すごく気きになるけど。

　館やかたの前まえにつくと、わたしはそれとなく響ひびきから距きょ離りをおく。

　これ以い上じょう、会かい話わをつづけると、ボロを出だしそうで、こわいし。

　理り央お先せん輩ぱいが、館やかたの木もく製せいの大おおきなドアの前まえで、鍵かぎを使つかってドアを開あける。

「さあ、入はいって入はいって！」

　理り央お先せん輩ぱいはドアを左さ右ゆうにめいっぱい開あけると、みんなを中なかに案あん内ないする。

　だいぶ古ふるそうに見みえたけれど、中なかは思おもった以い上じょうに、きれいだ。

　手て入いれが行いきとどいているのは、さすが清きよ瀬せ家けが管かん理りしているだけある。

　洋よう風ふう建けん築ちくの館やかたらしく、真まん中なかにカーブした階かい段だんがあり、２階かいと吹ふき抜ぬけになったりしていて、ふつうの家いえとは、やっぱりちがう。

　１階かいも、かなりの奥おく行ゆきがあって、館やかたそのものが広ひろそう。

「へえ～、やっぱりいいわね」

　有あり栖すちゃんが、館やかたの中なかを見みまわして、うれしそうに声こえをはずませてる。

　芸げい術じゅつ家かを刺し激げきするものでも、あったのかな？

「なんだか落おちつく感かんじ」

　アリー先せん輩ぱいも、気きに入いったみたいだ。

「怪かい奇き現げん象しょうとかは、起おきそうにないわね」

　七な音おが、ぶっそうなことを言いってる。

「残ざん念ねんそうにするな、七な音お」

　響ひびきがすかさず、注ちゅう意いする。

　響ひびきって、七な音おが相あい手てだと、だいぶラフな話はなし方かたになるみたい。

　幼おさななじみという話はなしだったけど、あんな話はなし方かたをする響ひびきって、ちょっと新しん鮮せんかも。

「１階かいが、キッチンやお風ふ呂ろとかの共きょう有ゆうスペースになっていて、２階かいに４つの客きゃく室しつがある。部へ屋や割わりは、こっちで決きめさせてもらったよ。この紙かみに書かいてあるとおりだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、部へ屋や割わりを書かいてある紙かみを配くばる。




　１０１に、理り央お先せん輩ぱい、詩し織おり先せん輩ぱい。

　１０２に、響ひびき、ケイ。

　１０３に、わたし、アリー先せん輩ぱい。

　１０４に、七な音お、有あり栖すちゃん。




　ひ、響ひびきとケイが、同どう室しつっ!?

　……大だい丈じょう夫ぶなのかな？

　心しん配ぱいになってケイをちらりと見みるけど、別べつに気きにしている様よう子すもない。

　というか、まだ具ぐ合あいが悪わるそうで、早はやく休やすみたそうだ。

「紅こう月づきくん……だったよね。顔かお色いろが悪わるいけど、その様よう子すは乗のり物もの酔よいだろう。部へ屋やで休やすんだほうがいいんじゃないか？」

　響ひびきが、ケイに気きをつかっている。

　２人ふたりは、なにか話はなしをしてから、響ひびきがケイにつきそうように、部へ屋やに向むかっていった。

　あれなら大だい丈じょう夫ぶそう……なのかな。

　響ひびきも、ケイを疑うたがっている様よう子すはなかったし。

　意い外がいとうまくやれるのかも。

　それに男だん子しは２人ふたりしかいないし、あの２人ふたりを同おなじ部へ屋やにする以い外がい、部へ屋や割わりを変かえようがないんだよね。

　ほかのみんなも、それぞれの部へ屋やに、荷に物もつをおきにいくことになった。

「わたしたちも行いきましょうか、アリー先せん輩ぱい」

　わたしは頭あたまを切きりかえて、うなずいたアリー先せん輩ぱいといっしょに階かい段だんをのぼる。

　どんな部へ屋やかな。

　今いまから楽たのしみだよ！







　　　　７　あなたをもっと知しりたくて







　部へ屋やは、階かい段だんをのぼって、左ひだり奥おくの１０１から、番ばん号ごうがふられているらしい。

　ドアには、部へ屋や番ばん号ごうのプレートがかけてあって、わたしとアリー先せん輩ぱいは、迷まようことなく１０３の部へ屋やの前まえに立たつ。

　左ひだりどなりの部へ屋やが、先さきに部へ屋やに行いったケイと響ひびきで、右みぎどなりの部へ屋やが七な音おと有あり栖すちゃんだ。

　　　ガチャ

　１０３の部へ屋やのドアを開あける。

　目めの前まえに広ひろがる光こう景けいに、おおっ！　と心こころの中なかで思おもう。

　部へ屋やの中なかが、予よ想そうより、ずっと広ひろい。

　２人ふたりでふり分わけられているけど、４人にん部べ屋やでも大だい丈じょう夫ぶそうだ。

　ベッドは、３つおいてあるし。

　あのサイズのベッドなら、２人ふたりで使つかってもぜんぜん広ひろそう。

　部へ屋やにある物ものは、あとから用よう意いしたらしく、古ふるめかしいものはない。

　ただ、こまかい部へ屋やのつくりとかが今いまの時じ代だいのものとちがって、いい意い味みでムダなものがない。

　トイレや洗せん面めん台だいもないし……家いえの部へ屋やに近ちかい感かんじかも。

　それでもここが館やかたなのだと感かんじさせるのは、窓まどぎわにならぶアンティークのテーブルとイスだ。

　アンティークの価か値ちとかわからないけど、時じ代だいを感かんじる館やかたに、とても調ちょう和わしている。

　あのイスにすわって、窓まどの外そとを眺ながめながら、ゆったりできそう。

　腰こし上うえあたりから天てん井じょう近ちかくまでの大おおきな窓まどは、日ひの光ひかりが部へ屋やによく入はいるようになってる。

　部へ屋やの中なかにはないトイレや洗せん面めん所じょは、たぶん男だん女じょ別べつのものが、１階かいにちらりと見みえたから、そこを使つかうんだと思おもう。

　ホテルみたいに１室しつですませられない不ふ便べんさはあるけど、その分ぶん、部へ屋やはゆったりとしているし、気き持もちよく部へ屋やで過すごすことを、目もく的てきとしているのかな。

　イメージとしては、歴れき史しあるお屋や敷しきの１室しつみたいな感かんじ。

　わたしは、今いままで忍しのびこんだことのある屋や敷しきを、思おもい出だして考かんがえてみる。

　とにかく、一ひと目めですっごく気きにいっちゃった！

「アリー先せん輩ぱいは、ベッドはどれがいいですか？」

　わたしは、窓まどぎわに立たつアリー先せん輩ぱいに声こえをかける。

　ベッドは、部へ屋やの手て前まえから窓まどぎわに向むかって、３つならんでいる。

「アスカは？」

　アリー先せん輩ぱいが、逆ぎゃくにきいてくる。

「わたしはどこでもいいですよ。寝ねつきもいいですし」

　眠ねむれない、という経けい験けんがほとんどないから、ベッドの場ば所しょは気きにしないんだよね。

　わたしの答こたえをきいたアリー先せん輩ぱいは、窓まどぎわのベッドにとことこと歩あるいていき、

「これがいい」

　と指ゆびをさす。

「窓まどぎわですね。じゃあ、わたしは真まん中なかのベッドにします」

　ベッドを決きめて、荷に物もつを選えらんだベッドの近ちかくに、おいておく。

「アリー先せん輩ぱいが旅りょ行こうの誘さそいを受うけてくれてよかったです。迷めい惑わくかな、とも思おもったんですけど」

「迷めい惑わくじゃない。わたしが誘さそいを受うけたのは、アスカのことを、もっと知しりたいと思おもったから」

「よかったです！　わたしもアリー先せん輩ぱいのこと、知しりたいです」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいの言こと葉ばにうれしくなる。

　アリー先せん輩ぱいが、そこまでわたしに興きょう味みをもってくれてるなんて、思おもってなかったから。

　この旅りょ行こうで、アリー先せん輩ぱいと、もっと近ちかづけたらいいな！
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「あの……アリー先せん輩ぱい、館やかたのほかのところを、見みに行いってみませんか？」

　わたしはそわそわした気き分ぶんで、アリー先せん輩ぱいを見みる。

　この館やかたがどうなっているのか、気きになってたんだよね。

「……わたしは、もう少すこしここから外そとを見みてる」

　アリー先せん輩ぱいは、窓まどぎわのイスにすわる。

　どうやら、そこから見みえる景け色しきが気きに入いったみたい。

　マイペースな、アリー先せん輩ぱいらしい。それなら無む理りにさそうのも悪わるいよね。

　アリー先せん輩ぱいみたいにじっとしてられそうにないし、わたし１人ひとりで行いくことにしよう。

「じゃあ、ちょっと行いってきますね」

「……うん。いってらっしゃい」

「はい！　いってきます！」

　わたしは、ドアの前まえでブンブンと手てをふって、笑え顔がおで部へ屋やを出でた。







　　　　８　探たん偵ていと、探たん検けんへ！







　部へ屋やを出でると、ちょうど、右みぎどなりの部へ屋やのドアが、ガチャリと開ひらいたところだった。

　思おもわず、ドキリと心しん臓ぞうがはねあがる。

　中なかから出でてきたのは、有あり栖すちゃんだった。

「なんだ、有あり栖すちゃんかぁ」

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　七な音おだったら、どうしようかと思おもったよ。

「あら、イノシシさん……じゃなくて、アスカさんじゃないですか」

　有あり栖すちゃんが、よそいきの表ひょう情じょうで言いってくる。

　って、イノシシじゃないから！　よそいきになってないし。

　それにしても……。

「有あり栖すちゃんがいるから、びっくりしたよ。どうしてここにいるの？」

「だって、うちのおじいちゃんに、旅りょ行こうのこと話はなしていたじゃない。今こん度ど、清きよ瀬せ家けのご令れい嬢じょうの誘さそいで旅りょ行こうに行いくって。それをきいておもしろそうだと思おもって、うまく話はなしをもっていっただけよ」

　有あり栖すちゃんは、そう言いって、いたずらっぽく笑わらう。

　有あり栖すちゃんの言いう「おじいちゃん」は、有あり栖すちゃんの祖そ父ふではなく、ラドロのボスのことだ。

　そういえば、この間あいだラドロと定てい期き情じょう報ほう交こう換かんをしていたついでに、そんな話はなしをしたっけ。

　それで、すぐに旅りょ行こうメンバーに入はいりこんでくるあたり、さすが有あり栖すちゃん、としかいいようがない。

「そっちの部へ屋やは、うまくやれそう？」

　有あり栖すちゃんと同どう室しつなのは、七な音おだ。

　わたしも、レッドとして共きょう同どう戦せん線せんを張はったことがあるくらいで、七な音おのことをくわしく知しっているわけじゃない。

　悪わるい人にん間げんじゃないのはまちがいないけど、同どう時じに響ひびきなみの鋭するどさもある。

　わたしなら、絶ぜっ対たいに気きが抜ぬけなくて、同どう室しつなんて気き疲づかれしそうな相あい手てだよ……。

「心しん配ぱいなら、いらないわよ。あの人ひと、お姉ねえちゃんっぽく、色いろ々いろと世せ話わを焼やいてくれるし、学がくもあるから、楽たのしくお話はなしできそうよ」

　……ん？　なんとなく遠とお回まわしに、わたしに学がくがないって言いわれてる気きがするんだけど。

　ジト目めで有あり栖すちゃんを見みていると、その七な音おが、部へ屋やから出でてくる。

　あれ？　という顔かおで、わたしと目めが合あう。

　ひゃっ！　と思おもわず声こえが出でそうになるのを、なんとかこらえる。

　だ、大だい丈じょう夫ぶ。

　今いまの有あり栖すちゃんとの会かい話わは、小こ声ごえでしていたから、ドア越ごしにはきこえないはず……。

「なんだ。２人ふたりともいっしょだったの？」

　七な音おは、明あかるい笑え顔がおで話はなしかけてくる。

「は、はい！　部へ屋やを出でたら、たまたまいっしょになって」

　わたしは、ドキドキしながら、なんとか答こたえる。

　有あり栖すちゃんは、ニヤニヤとわたしのことを、おもしろそうに笑わらってるし！

「じゃあ、いっしょに、この館やかたの探たん検けんしてみない？」

　七な音おが、好こう奇き心しんたっぷりの顔かおで提てい案あんしてくる。

　どうやら、目もく的てきはわたしといっしょだったみたい。

　親しん近きん感かんがわくけど、七な音おは探たん偵ていだし気きをゆるすわけには……でも！

「探たん検けんします！」

　わたしは好こう奇き心しんに負まけて、さそいを受うける。

「興きょう味みはあるわね」

　有あり栖すちゃんも、ついてくるみたいで、ちょっと、ほっとする。

　七な音おと２人ふたりきりだったら、ボロを出ださないように気きをつかいすぎて、かえって怪あやしまれそうな気きがするし。

「じゃあ決けっ定ていね！　まずは１階かいから見みてまわりましょう」

　七な音おがはりきって言いって、リズミカルな足あし音おとをたてて、階かい段だんを下おりていく。

「……七な音おさんって、すごく話はなしやすい人ひとだね」

　わたしは、小こ声ごえで有あり栖すちゃんに話はなしかける。

　前まえにレッドとして会あったときも思おもったけど、人ひととの壁かべをとりはらうのが、うまいっていうか。

　こちらが壁かべをつくっても、するすると入はいりこんでくる感かんじ。

　それでいて、嫌いやな感かんじじゃないから、不ふ思し議ぎだ。

「でしょう。懐ふところに飛とびこむのがうまいのは、探たん偵ていの特とく技ぎなのかしら？　でも、もう１人ひとりの探たん偵ていは、得とく意いそうではないけれど」

　有あり栖すちゃんはそう言いって、響ひびきとケイのいる、１０２の部へ屋やのドアをちらりと見みる。

　たしかに、響ひびきにはあまり、そういうイメージはないかも。

　いっしょの部へ屋やにいるケイは……大だい丈じょう夫ぶかな？

　長ちょう距きょ離り移い動どうでかなり消しょう耗もうして、具ぐ合あいが悪わるそうだったし、本ほん当とうは部へ屋やに様よう子すを見みにいきたい。

　だけど、そうなると、響ひびきとも会あうことになるわけで……。

　響ひびきと面めんと向むかって会あうのには、ためらいがある。

　アスカとして、何なん度ども話はなしたこともあるし、響ひびきからしたら、ただの「紅こう月づき飛鳥あすか」っていう中ちゅう学がく生せいで、妹いもうとの先せん輩ぱい……としか思おもってないはずだよね。

　だから、普ふ通つうにできるとは思おもうんだけど、万まんが一いちボロを出だしたりして、レッドの正しょう体たいだと疑うたがわれたりしたら、怖こわい。

　お見み舞まいのつもりが、かえってケイに迷めい惑わくをかけるかも。

　だから……ケイ、ごめんね。

　心こころの中なかでケイにあやまりつつ、わたしは有あり栖すちゃんといっしょに、七な音おのあとを追おった。







　　　　９　やってきた村そん長ちょう







　１階かいにおりると、先さきに行いっていた七な音おが待まっていた。

「１階かいも、けっこう広ひろいね」

　七な音おは、キョロキョロと見みまわしている。

　わたしも、１階かいをあらためて見みてみる。

　ここに到とう着ちゃくしたときに、ちらっと見みただけだったしね。

　１階かいは、奥おくと玄げん関かん側がわでパーティションで区く切ぎられていて、奥おくには大おおきなダイニングテーブルがあり、さらに奥おくにキッチンが見みえる。

　玄げん関かん側がわには、ソファがある、リビングスペースと、男だん女じょ別べつのトイレと大だい浴よく場じょうがある。

　昔むかしに建たてたからなのか、土と地ちがたくさん使つかえたのか、１階かいは玄げん関かんからキッチンまでの奥おく行ゆきを考かんがえると、ちょっとした豪ごう邸ていって感かんじにも見みえる。

　民みん宿しゅくというには、かなり豪ごう華かなつくりだよね。

「こっちのドアは、物もの置おきとかかな？」

　七な音おが、１階かいのソファの近ちかくにあるドアの前まえに立たっている。

〈関かん係けい者しゃ以い外がい立たち入いり禁きん止し〉という札ふだがかかってるから、たぶん七な音おの言いうとおり、物もの置おきかスタッフさん用ようのスペースみたいなところなんだと思おもう。

「上うえに、おもしろいものがあるわね」

　有あり栖すちゃんに言いわれて、わたしも視し線せんを向むけると、ドアの上うえの壁かべに、満まん月げつの形かたちをしたレリーフがはめこまれている。

　全ぜん体たい的てきに装そう飾しょくがあまりない館やかただから、ここに、こんなレリーフがあるのは、ちょっと意い外がいな気きがする。

「同おなじようなレリーフは、館やかたの中なかに、いくつかあるみたいね」

　七な音おが、１階かいをぐるりとまわってきて言いう。

　その七な音おの表ひょう情じょうが、なにかを考かんがえるような顔かおになってる。

　へえ～、なんか意い味みがあるのかな？

　建たてた人ひとが、満まん月げつ好ずきだったとか？

　そんなことを考かんがえていると、玄げん関かんのほうから声こえがきこえてくる。

　この声こえは、理り央お先せん輩ぱい？

　わたしと有あり栖すちゃんと七な音おは、顔かおを見み合あわせると、玄げん関かんのほうに向むかう。

　玄げん関かんで、理り央お先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、だれかと話はなしているみたい。

　相あい手ては……白髪しらがまじりのおじいさんだ。だれだろう？

　近ちかづこうとしたわたしを、七な音おが手てで制せいする。

　それから、くちびるの前まえで人ひと差さし指ゆびをたてる。

　静しずかに、という合あい図ずだ。

　どうやら、邪じゃ魔ませずに、ここで話はなしを盗ぬすみ聞ぎきしようということらしい。

　いいのかなぁ、もどったほうがいいんじゃ……。

　そう思おもって、七な音おと有あり栖すちゃんを見みると、２人ふたりとも目めをキラキラさせて、聞きき耳みみをたてている。

　２人ふたりの好こう奇き心しんを、止とめられそうにない。

　それでわたしも、きこえてくる話はなし声ごえに、耳みみをそばだてる。

　どうやらあの白髪しらがまじりのおじいさんは、この村むらの、村そん長ちょうさんらしい。

　この館やかたに客きゃく人じんがきたというので、あいさつにきた、ということみたい。

　この館やかたの持もち主ぬしが、清きよ瀬せ家けの人ひとだっていうことは知しっているだろうし、そのご令れい嬢じょうがやってきたと知しったら、あいさつにきても不ふ思し議ぎじゃないか。

「……しかし、若わかい方かただけでお泊とまりになって大だい丈じょう夫ぶでしょうか？　もちろん、この村むらに危き険けんなどありませんが、この館やかたには、いわくもありますし……」

　村そん長ちょうさんが、心しん配ぱいそうに言いう。

　わたしたちが、未み成せい年ねんばかりなのを、気きにしてくれているらしい。

　一いち番ばん年とし上うえなのが、高こう校こう３年ねん生せいの理り央お先せん輩ぱいだもんね。

「大人おとながいない」という意い味みでは、心しん配ぱいするのも当あたり前まえかもしれない。

　だけど今いま、「いわく」って言いってた？

　なんのことだろう。

「大だい丈じょう夫ぶです。ここに泊とまっている中なかには、あの白しら里さと響ひびき探たん偵ていもいますから。なにかあっても、ご心しん配ぱいにはおよびません」

　理り央お先せん輩ぱいが、ふだんは見みせない落おちついた口く調ちょうで、村そん長ちょうさんに答こたえている。

　やっぱり理り央お先せん輩ぱいも、清きよ瀬せ家けのお嬢じょう様さまとして育そだったこともあって、場ばによって口く調ちょうを使つかい分わけられるんだ。

　いつもの理り央お先せん輩ぱいを知しっているから、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじがするけど。

「……！　そ、そうですか。それなら安あん心しんですな」

　村そん長ちょうさんは、理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、一いっ瞬しゅんおどろいたように固かたまってから、言こと葉ばをしぼりだすようにして答こたえた。

　……ん？

　今いまのって、そんなにおどろくことかな？

　響ひびきはたしかに有ゆう名めい人じんだから、びっくりするかもしれないけど、そういうおどろき方かただった？

　そう思おもいつつ、となりの七な音おを見みると、やっぱりけげんそうに、目めを細ほそめている。

　けど、七な音おはすぐに素すの表ひょう情じょうにもどった。

　わたしの気きにしすぎだったかな。

　そうしている間あいだに、村そん長ちょうさんが、あいさつをして去さっていく。

「理り央おさん、詩し織おりさん。今いまのは、村そん長ちょうさんですか？」

　村そん長ちょうさんがいなくなり、玄げん関かんのドアが閉しまったあと、七な音おが理り央お先せん輩ぱいのところに行いく。

　わたしと有あり栖すちゃんも、あとにつづいた。

「ああ、そうだよ。３人にんそろって、館やかたの探たん検けんかい？」

　理り央お先せん輩ぱいは、さっきまでとはちがい、いつものいたずらっぽい表ひょう情じょうにもどっている。

「はい！　おもしろそうな館やかたなので、さっそく見みてまわってます」

「さっき、村そん長ちょうさんが、いわくがどうのって、言いっていましたけど、なんですか？」

　七な音おが、さっそくきくと、理り央お先せん輩ぱいがニヤリと笑わらう。

「みんなには、夕ゆう食しょくのときに話はなすつもりだったんだ。この館やかたのいわくの話はなし、あとで教おしえるよ」

「理り央お先せん輩ぱい……まさかここに、危あぶないいわくでもあるんじゃ……」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、心しん配ぱいそうな顔かおで理り央お先せん輩ぱいを見みる。

「そういうんじゃないよ。古ふるい館やかただから、おもしろい話はなしの１つや２つはあるってだけだよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、「大だい丈じょう夫ぶ、大だい丈じょう夫ぶ」と笑わらう。

「ならいいですけど」

　詩し織おり先せん輩ぱいは納なっ得とくしきってはいない顔かおだったけど、この場ばでこれ以い上じょうきくのはあきらめたらしい。

「楽たのしみにしてますね」

　七な音おが、好こう奇き心しんたっぷりの顔かおをしてる。

「さすが探たん偵てい」と思おもったけど、同おなじ探たん偵ていの響ひびきは、あんまりこういう表ひょう情じょうは、しない気きがする。

　響ひびきと七な音おって、同おなじ探たん偵ていでも、けっこうちがうのかも。

「そうね。楽たのしみだわ。この館やかたの建けん築ちくの話はなしも、聞きかせてもらいたいし」

　有あり栖すちゃんが言いって、意い味み深しんな笑えみをうかべてる。

　この館やかたの建けん築ちくの話はなし？

　なにか特とく別べつなことがあるんだろうか？

　たしかに古ふるいから、歴れき史しはありそうだけど。

「さあ、おしゃべりもいいけど、そろそろ、夕ゆう食しょくの準じゅん備びをしないといけない時じ間かんね。理り央お先せん輩ぱい、どうします？」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいにたずねる。

「食しょく材ざいはそろえてあるから、問もん題だいないよ。ぼくたちで料りょう理りしなきゃいけないけどね」

「料りょう理りができるメンバーをふり分わけましょう。この場ばにいない人ひとたちにも声こえをかけて……」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、テキパキと夕ゆう食しょくの準じゅん備びの話はなしを進すすめていく。

　夕ゆう食しょくかぁ。どんな料りょう理りをつくるんだろう。

　考かんがえたら、お腹なかがへってきたかも！

　……でも、その前まえにつくらなきゃだよね。

　う～ん……わたしにもなにか手て伝つだえるといいけど……。
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　　　トントントン　ジュー　グツグツグツ

　キッチンから、料りょう理りをする音おとと、いい匂においがしてくる。

　わたしは、キッチンからはなれた、ソファがならぶ１階かいのリビングにいた。

　料りょう理りを手て伝つだうつもりはあったんだけど、今こん回かいのメンバーは料りょう理りができる人ひとが多おおかったから、わたしは後あと片かた付づけ担たん当とうにまわることになった。

　……かんたんに言いうと、料りょう理りを作つくるのが苦にが手てだから戦せん力りょく外がいになっちゃったってことなんだけど。

　そして、わたしと同おなじように、戦せん力りょく外がいの人ひとたちが、目めの前まえにいる。

　響ひびきと有あり栖すちゃんの２人ふたりだ。

　ケイは乗のり物もの酔よいから回かい復ふくして、料りょう理りを手て伝つだっている。

　ずっとお父とうさんから料りょう理りを習ならっていたから、十じゅう分ぶん、戦せん力りょくになるんだって。

　たしかにケイってば、最さい近きんはうちのキッチンに立たってることも、けっこうあるんだよね。

　あと、意い外がいといったら失しつ礼れいだけど、理り央お先せん輩ぱいも料りょう理りができる。

　お嬢じょうさまは料りょう理りはしないのかと思おもってたけど、怪かい盗とう部ぶでの野や外がい活かつ動どうのおかげで、できるらしい。

　理り央お先せん輩ぱいらしい料りょう理りの覚おぼえ方かただけど。

　七な音おは、ドイツで一人ひとり暮ぐらしだったらしく、そこで料りょう理りを覚おぼえたそうだ。

　詩し織おり先せん輩ぱいも、料りょう理りしているところを、授じゅ業ぎょうとかで見みたことがある。

　残のこったのは、わたし、有あり栖すちゃん、響ひびき、それにアリー先せん輩ぱいだ。

　アリー先せん輩ぱいは、ここにはいなくて１人ひとりで部へ屋やにいる。

　わたしが声こえをかけたときに、

「部へ屋やで待まってる」

　アリー先せん輩ぱいは、そっけなく言いった。

　でも、知しり合あいが少すくないから出でていきづらい、っていう様よう子すでもなかったし。

　１人ひとりでいる時じ間かんが好すきだったり、必ひつ要ようだったりする気き持もちはわかるんだよね。

　わたしも、毎まい朝あさのランニング中ちゅうとかトレーニング中ちゅうは、１人ひとりでいることが多おおいし、そういう時じ間かんってけっこう好すきだから。

　アリー先せん輩ぱいもそういうタイプなのかも。

「じゃあ、夕ゆう食しょくができたら、呼よびにきますね！」

　それでわたしは、アリー先せん輩ぱいを部へ屋やに残のこして、リビングにやってきたというわけだ。

　そこで、この有あり栖すちゃんと響ひびきの２人ふたりに会あったわけだけど……。

「……なにか、前まえにも、こんなことがあったね」

　響ひびきが苦にが笑わらいをうかべて、わたしに言いう。

「紅こう月づき飛鳥あすか」相あい手てだと、響ひびきは口く調ちょうがやわらかいから、なんだかとまどう。

　響ひびきの言いう「前まえ」のことは、よく覚おぼえてる。

　１年ねん生せいの夏なつ休やすみのときのことだ。

「桧ひ崎ざき修しゅう介すけの館やかたのときですよね。今こん回かいは、あんなのは遠えん慮りょしたいですけど」

　わたしは、肩かたをすくめる。

　あんな目めにあうのは、二に度どとごめんだよ……。

　本ほん当とうに死しぬかと思おもったんだから。

「それって、爆ばく発はつした桧ひ崎ざき修しゅう介すけの館やかたのことかしら？」

　有あり栖すちゃんが、好こう奇き心しんいっぱいの表ひょう情じょうで、きいてくる。

「そうだよ。その館やかたにわたしと、白しら里さと探たん偵ていも居い合あわせたから」

　わたしが答こたえる。

　どうしてか響ひびきは、有あり栖すちゃんのことを気きにするように、ときどき、するどい視し線せんを向むけている。

　画が家かとして有ゆう名めいとはいえ、10歳さいの子こに向むけるような視し線せんじゃないと思おもうんだけど……。

　わたしは、自じ分ぶんがボロを出ださないか心しん配ぱいしてたけど、響ひびきはわたしより有あり栖すちゃんのことを、よほど警けい戒かいしているように見みえるんだよね。

　有あり栖すちゃんのことだから、わたしの知しらないところで、なんか、やらかしてそうだよ……。

「今こん回かいは探たん偵ていとしてきているわけじゃないし、『探たん偵てい』はいらないですよ、紅こう月づきさん。妹いもうとの友ゆう人じんでもあるわけですし」

　響ひびきはわたしに、やわらかい表ひょう情じょうで言いってくる。

「え～と……なら、白しら里さとさん？」

　くすぐったい呼よび方かただけど、しょうがない。

「ええ、それで。今こん回かいは、奏かなでがこられなくて、とても残ざん念ねんがっていました」

「今こん回かい、奏かなでがこられなかったのって……」

　奏かなでなら、絶ぜっ対たい来きたがったよね。それを断ことわる理り央お先せん輩ぱいでもないし。そうなると……。

「ええ、あの一いっ件けんのせいで、両りょう親しんから許きょ可かがおりませんでした。当とう然ぜんといえば当とう然ぜんですけどね」

　響ひびきが、やれやれといった表ひょう情じょうで言いう。

　こうしてみると、響ひびきは本ほん当とうに奏かなでにとって、いいお兄にいちゃんなんだな。

　そして、その先せん輩ぱいのわたしにも、やさしく接せっしてくれる。これなら、わたしが疑うたがわれる心しん配ぱいもなくて、安あん心しんのはずなんだけど……。

「そもそも、清きよ瀬せ家けのご令れい嬢じょうと白しら里さと探たん偵ていは、どういうお知しり合あいなの？」

　有あり栖すちゃんが言いったとたん、響ひびきの視し線せんが、すっとするどくなる。

　……有あり栖すちゃ～ん。なにしたの、ほんとに。

　響ひびきにここまで、あからさまに警けい戒かいされるって、よっぽどのことだよ。
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「以い前ぜん、ぼくが清きよ瀬せ家けに関かかわる事じ件けんを解かい決けつしたことがあって。それで、顔かお見み知しりていどの知しり合あいだったんです。今こん回かいはその伝手つてをたどって、旅りょ行こうに誘さそわれたんです」

　響ひびきは警けい戒かいした様よう子すながらも、真面目まじめに有あり栖すちゃんに答こたえている。

　この様よう子すだと、響ひびきは、有あり栖すちゃんを疑うたがってはいるけど、確かく信しんは持もてないぐらいな感かんじなのかな。

　……疑うたがわれてるだけで、大だい問もん題だいなんだけど。

　と、とにかく、この場ばはわたしが少すこしでも和なごませないと！

「それですぐに参さん加かしようと思おもったんですか？」

　わたしは、響ひびきに質しつ問もんする。

　ちょっと、響ひびきらしくない気きがしたんだよね。

　いつも事じ件けんを追おって、いそがしくしてるイメージがあるからかな。

「最さい近きん、事じ件けんばかり追おいかけていたから、たまには休やすみなさい、と琴こと音ねさんから後あと押おしがあったんですよ。七な音おはその話はなしを聞きいていて、強ごう引いんについてきたんですよ。幸さいわい清きよ瀬せさんは七な音おの参さん加かも、喜よろこんで迎むかえてくれましたが」

　響ひびきはそう言いって、苦く笑しょうする。

　たしかに、琴こと音ねさんなら言いいそうだよ。

　働はたらきすぎの響ひびきを心しん配ぱいしたんだよね。それなら納なっ得とくかも。

　あれ？

　だけど、琴こと音ねさんは、花はな里さと家けのご令れい嬢じょうだよね。

「清きよ瀬せ家けと花はな里さと家けって、ライバル同どう士しじゃないんですか？」

　わたしは、ふと疑ぎ問もんに思おもったことをきいてみる。

　前まえに日に本ほんの２大だい企き業ぎょうとして、花はな里さとグループと清きよ瀬せグループはライバル同どう士しみたいな話はなしを、ケイからきいた気きがする。

　だから、あんまりなかよくないのかと思おもってたんだけど。

「アスカさんは、情じょう報ほうが古ふるいわ。今いまは、海かい外がいからの圧あつ力りょくが大おおきくなって、花はな里さと家けと清きよ瀬せ家けに関かかわるグループ企き業ぎょうは協きょう力りょく体たい制せいをしいてるの。仲なかが悪わるいなんてこともないわ」

　有あり栖すちゃんが、10歳さいとは思おもえない知ち識しきで、すらすらと答こたえる。

　ほら～！　せっかく和なごんでいたのに、響ひびきの目めがまた厳きびしいものになってるよ！

「宝ほう条じょうさんは、よく知しっていますね」

　そう言いう響ひびきの目めが、油ゆ断だんなく有あり栖すちゃんに向むけられている。

「あら。このぐらい常じょう識しきよ」

　有あり栖すちゃんは、そんな響ひびきの目めを気きにしたふうもなく、しらっと答こたえる。

　……有あり栖すちゃん、絶ぜっ対たいわざとやってるよね。

　この２人ふたりの間あいだに、いったいなにがあったっていうの？

「おーい、３人にんとも！」

　そんなことを考かんがえていると、キッチンから理り央お先せん輩ぱいがよびにくる。

「話はなしが盛もり上あがっているところ悪わるいけど、夕ゆう食しょくができたから、ダイニングにきてくれないか。アリーには、もう声こえをかけておいたから」

「はいはーい！　行いきます！　お腹なかペコペコです」

　ナイスタイミングです、理り央お先せん輩ぱい！

　さすがに、この２人ふたりの場ばをなごませるのも、限げん界かいだったし。

　それに、さっきからいい匂においがしてて、空くう腹ふくを我が慢まんするのも限げん界かいだったんだよね！

　響ひびきと有あり栖すちゃんも、それぞれに肩かたをすくめて、わたしについてくる。

　どうやら、一いち時じ休きゅう戦せんしてくれたみたい。

　ほっとして、わたしはダイニングに意い識しきを向むける。

　おいしそうな匂においが、ただよってくる。楽たのしみだなぁ！
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　ダイニングには、大おおきなテーブルがあって、全ぜん員いんがすわっても十じゅう分ぶんな広ひろさがあった。

　テーブルにならぶのは、合がっ宿しゅくとかで定てい番ばん料りょう理りのカレーライス！

　サラダもついていて、しかも、別べつの大おお皿ざらに、ハンバーグやからあげやトンカツやソーセージが盛もりつけてある。

　すごいっ！

　匂においでカレーだってことはわかっていたけど、こんなにいろいろと、おかずもあるなんて！

　ふと視し線せんをあげると、アリー先せん輩ぱいが２階かいから、階かい段だんを下おりてくるところだった。

　わたしはさっそく、先せん輩ぱいのそばに行いく。

「夕ゆう食しょくはカレーですよ！　アリー先せん輩ぱいは好すきですか？」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいとダイニングに向むかいながら、話はなしかける。

「カレー？　ふつう」

　アリー先せん輩ぱいが、ぴんとこない顔かおながら、答こたえる。

　わたしとアリー先せん輩ぱいは、ダイニングテーブルの席せきにならんですわる。

　全ぜん員いんが着ちゃく席せきしたのを見みて、理り央お先せん輩ぱいが立たちあがる。

「見みての通とおり、今日きょうはカレーだ。トッピングも自じ由ゆうにできるようにしてあるからね。それぞれ、ハンバーグカレーやカツカレーにしたり自じ由ゆうに食たべてくれ。それじゃあ、いただきます！」

「「「「いただきます！」」」」

　みんなで両りょう手てをあわせてから、わたしはさっそくスプーンでカレーを一ひと口くち。

　う～ん……！

　ほどよい辛からみと、まろやかな風ふう味みがあって、おいしいっ！

「おいしい」

　となりのアリー先せん輩ぱいも、カレーが口くちに合あったみたいだ。

　次つぎはトッピングっと。

　わたしは、ハンバーグとトンカツを、どっかりとカレーライスの上うえにのせる。

「……そんなに食たべられる？」

　アリー先せん輩ぱいが、目めを丸まるくして、わたしのハンバーグカツカレーを見みている。

　アリー先せん輩ぱいのカレーには、からあげが２つだけのせてある。

「もちろん！　もっとおかわりしますよ！」

　わたしが答こたえると、それをきいていたみんなが、あきれたような視し線せんを向むけてくる。

　な、なんですか？

「作つくりすぎたんじゃないかと思おもったけど、これは紅こう月づきくんの予よ測そくが、正せい解かいだったみたいね」

　七な音おが笑わらいをこらえるように、口くちもとをおさえながら言いう。

　ケイの？　とわたしは首くびをかしげる。

「紅こう月づきくんが言いったんだよ。アスカがたくさん食たべるから、カレーとご飯はんを炊たく量りょうをもっと増ふやしたほうがいいってね。多おおすぎかと思おもったけど、大だい丈じょう夫ぶそうだね」

　理り央お先せん輩ぱいも、笑わらっている。

　ううぅ……ケイってば、そんなこと言いってたの！

　わたしは、アリー先せん輩ぱいの逆ぎゃくのとなりにすわるケイを、ジト目めで見みる。

「……必ひつ要ようだっただろう」

　ケイがぼそりと言いう。

「……うん」

　わたしは、ケイの言こと葉ばに素す直なおにうなずく。

　くやしいけど、いっしょに暮くらしているケイは、わたしの食しょく事じ量りょうもよく知しっている。

　こんなにおいしいカレーなら、おかわり５杯はいはいけちゃう。

　うぅ……でも、なんか納なっ得とくいかないような……。

　もともとは、お父とうさんから「たくさん食たべて、たくさん動うごけ」って教おしえられて育そだったから、その習しゅう慣かんなんだよね。

　食たべたカロリー分ぶん、運うん動どうすればいいって考かんがえが身みについちゃって。

　食たべるものの偏かたよりは、気きをつけるようにしてるけどね。

　いろんなものをバランスよく食たべないと、力ちからが出でないし。

　そんなことを考かんがえつつ、みんなでおしゃべりしつつ、食しょく事じがすすんでいく。

「そろそろいいかな」

　食しょく事じも終おわりに近ちかづいたころ、ふと理り央お先せん輩ぱいが、あらたまった様よう子すで言いう。

　わたしは６杯ぱい目めのカレーを食たべつつ、理り央お先せん輩ぱいを見みる。

「こうしてみんな集あつまっていることだし、一つここに伝つたわる怪かい談だんでも話はなそうか」

　怪かい談だん？

　そういえば、さっきもいわくがあるとかって、言いってたっけ。

「やっぱり、なにかいわくつきだったんですか」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいをジロリとにらむ。

「やっぱりって、信しん用ようがないな。怪かい談だんといっても、ここが民みん宿しゅくになるより前まえの、大おお昔むかしの話はなしさ。昔むかしここは、神かみ隠かくしの館やかたと呼よばれていたんだ」

「神かみ隠かくし？」

　わたしは、首くびをかしげる。

「……神かみ隠かくしは、ある日ひ突とつ然ぜん、人ひとが消きえる現げん象しょうのことだ」

　人ひとが、消きえる？

「山やまや森もりとか、神かみ様さまの力ちからが働はたらいている場ば所しょに入はいると、帰かえってこられなくなる、と昔むかしは考かんがえられてたんだよ」

　七な音おが、わたしとケイの話はなしがきこえていたらしく、説せつ明めいしてくれる。

「今いまだと、街まちから突とつ然ぜん人ひとが消きえると失しっ踪そうとして事じ件けんの一いっ種しゅとしてあつかわれるけど、神かみ隠かくしだという人ひともいるよ」

　続つづいて、響ひびきからの解かい説せつが入はいる。

「神かみ隠かくしについての説せつ明めい、ありがとう。この場ば合あいも、そういう意い味みさ」

　理り央お先せん輩ぱいが、話はなしを続つづける。

「最さい初しょにこの館やかたに住すんだお金かね持もちの夫ふう婦ふは、幸しあわせそうに暮くらしていたんだそうだ。しかしある月つきのない晩ばんに、こつぜんと姿すがたを消けしてしまったんだ。突とつ然ぜんのことに、村むらの人ひとたちはおどろいた。村むら人びと総そう出でで捜さがしても見みつからず、夫ふう婦ふは行方ゆくえ不ふ明めいとなってしまった。村むら人びとは神かみ隠かくしだ、と言いっていたそうだ」

　理り央お先せん輩ぱいの語かたり口くちのうまさもあって、みんな食しょく事じをする手てを止とめて、話はなしにききいってる。

「次つぎに、この館やかたに住すんだのは、エリートの家か族ぞくだった。婚こん約やくの決きまっていた娘むすめが、やはりある日ひ突とつ然ぜん、月つきのない晩ばんに姿すがたを消けしてしまったんだ。当とう然ぜん、家か族ぞくも捜さがしたし、村むら人びとも捜さがしまわった。しかし、やはり見みつからなかったそうだよ」

「それで、神かみ隠かくしの館やかた……」

　そんな話はなしが続つづいたら、そうよばれてもしかたがない。

　響ひびきと七な音おとケイは、考かんがえる顔かおをしてる。

「やっぱり、いわくつきじゃないですか」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、ジト目めで理り央お先せん輩ぱいを見みている。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。そのエリート家か族ぞくが去さったあとから、ほんの３年ねん前まえまで、清きよ瀬せ家けの遠とお縁えんが、ここで民みん宿しゅくとして問もん題だいなく営えい業ぎょうしていたんだ。そこでは、お客きゃくさんが消きえたなんて話はなしは出でていない。出でていたら、それこそ白しら里さと探たん偵ていの出で番ばんだろう？」

　理り央お先せん輩ぱいは、明あかるい調ちょう子しで響ひびきに話はなしをふる。

「たしかに、この場ば所しょでお客きゃくさんが消きえたという事じ件けんは、きいたことはありませんね」

　響ひびきはそう言いって笑えみをうかべる。

　それで、なんとなく、場ばの緊きん張ちょう感かんも少すこしゆるむ。

　古ふるい館やかただし、昔むかしのことだから、そんなことがあっても不ふ思し議ぎじゃないってことなのかな。

　ここはきれいだし、ぜんぜん不ぶ気き味みな感かんじとかしないしね。

「そんなわけで、ここには、そういうおもしろそうな昔むかし話ばなしがあるってことさ」

　理り央お先せん輩ぱいは、話はなしが披ひ露ろうできて、楽たのし気げだ。

　きっと、この場ば所しょを宿しゅく泊はく場ば所しょに選えらんだのは、この神かみ隠かくしの館やかたの話はなしがあったからにちがいない。

「まさか先せん輩ぱい、その謎なぞを解とこうとか、言いいだしませんよね？」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、心しん配ぱいそうにたずねる。

「そんなつもりはないって！　せっかくこういう古ふるい館やかたに泊とまるんだから、そんな話はなしの１つや２つ、きいてみたいだろう？」

「それは理り央お先せん輩ぱいだけなんじゃ……」

　わたしはそう言いったけれど、

「なかなか興きょう味み深ぶかいわね」

　有あり栖すちゃんが言いっていたり、響ひびきと七な音おとケイは、あいかわらず考かんがえこんでいたりと、みんな話はなしに興きょう味みしんしんだ。

　あきれているのは、詩し織おり先せん輩ぱいぐらい。

　アリー先せん輩ぱいは、神かみ隠かくしの話はなしより、まだカレーのほうに興きょう味みをひかれているらしい。

　ゆっくり食たべているから、まだ２杯はい目めだけど、おかわりしたカレーを満まん足ぞくそうに食たべ進すすめている。

　アリー先せん輩ぱいのマイペースぶりに、わたしは笑えみがこぼれる。

　それにしても、神かみ隠かくしの館やかたかぁ。

　１年ねん前まえの桧ひ崎ざき修しゅう介すけの館やかたみたいなことに、ならないといいけど……まあ、大だい丈じょう夫ぶか。

　このメンバーなら、たとえ、どんな事じ件けんが起おきても大だい丈じょう夫ぶそうだし。

　わたしは、そんなことを考かんがえながら、７杯はい目めのカレーのおかわりをして、食たべはじめた。







　　　　12　天てん才さい画が家かの皿さら洗あらい







「ふぅ……おなかいっぱい」

　夕ゆう食しょく後ご。

　わたしと響ひびきと有あり栖すちゃんとアリー先せん輩ぱいは、キッチンで洗あらい物ものをしていた。

　監かん督とく役やくとして、詩し織おり先せん輩ぱいも手て伝つだってくれてる。

「あれだけ食たべれば当とう然ぜんよ。紅こう月づきくんが言いったときは『紅こう月づきくんでも冗じょう談だんを言いうんだ』と思おもったけど、まさか本ほん当とうに食たべきるとは思おもわなかったわ」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、あきれ顔がおで言いう。

「びっくりした」

　アリー先せん輩ぱいも、洗あらい終おわったお皿さらをふきながら言いう。

　そんなに食たべたかなぁ、わたし。

　いつもどおりだったんだけど。

「牛うしになりそうね」

　有あり栖すちゃんが、台だいの上うえに乗のってお皿さらを洗あらいながら、グサリと刺ささることを言いう。

「ちゃんと運うん動どうするから、大だい丈じょう夫ぶだからね！」

　イノシシの次つぎは、牛うしにされたら、たまらない。

　いや、イノシシにもされたくはないんだけど。

「それにしても、使つかいやすさを考かんがえられた、いいキッチンだわ。初はじめて使つかう台だい所どころなのに、食しょっ器きをしまう場ば所しょが、すぐにわかるもの」

　有あり栖すちゃんが、キッチン全ぜん体たいを、興きょう味み深ぶかそうに見みまわしている。

　言いわれてみれば、家いえや学がっ校こうの調ちょう理り室しつでもないのに、なんとなくどこになにをしまうのか、自し然ぜんとわかる。

　作つくりつけの食しょっ器き棚だな全ぜん体たいが、見みえやすい場ば所しょに配はい置ちされているし、棚たなの高たかさもちょうどいい。

「そういえば、有あり栖すちゃんは食しょっ器き洗あらいの手てぎわがいいね」

　わたしは、有あり栖すちゃんのお皿さらを洗あらう手てつきが、なれているのを見みて、不ふ思し議ぎに思おもう。

「お嬢じょう様さまだから、食しょっ器きも洗あらったことがないとでも思おもったのかしら？」

　有あり栖すちゃんが、わたしの考かんがえを見み透すかしたように言いう。

「うっ……まあそうかなって」

　だって、有あり栖すちゃんと食しょっ器き洗あらいって、結むすびつかないから。

「そう思おもわれてもしかたがないわね。わたくしの通かよう小しょう学がっ校こうでも、食しょっ器き洗あらいをちゃんとできる子こなんて、そんなにいないでしょうし」

「じゃあ、宝ほう条じょうさんは家いえでお手て伝つだいをしているの？」

　詩し織おり先せん輩ぱいがきく。

「いいえ。家いえには料りょう理りをつくる担たん当とうの者ものがいるし、わたくしが手て伝つだったりしたら、かえって迷めい惑わくでしょ」

「なら、どうして？」

　わたしは、首くびをひねる。

「わたくしは画が家かよ。自じ分ぶんの使つかう道どう具ぐは、可か能のうな限かぎり自じ分ぶんで手て入いれをするわ。水すい彩さいなら専せん用ようのバケツを使つかうし、墨すみを使つかえば硯すずりや、硯すずりに水みずをたらす量りょうを調ちょう節せつするために、小ちいさなポットのようなものを使つかっているの。そういったものを手て入いれしていれば、食しょっ器き洗あらいと変かわらないでしょう」

　有あり栖すちゃんは、当とう然ぜんのことだ、とばかりに言いう。

　でも、自じ分ぶんで使つかう道どう具ぐでも、人ひとに手て入いれをまかせちゃうことはあると思おもう。

　お嬢じょう様さまで、まわりがあれこれしてくれる環かん境きょうにいるんだし。

「なるほど、それでなんだ。有あり栖すちゃんの絵えは、すごくきれいだもんね。色いろ々いろなことに、こだわってるんだろうな、って思おもうよ」

　わたしは、有あり栖すちゃんの絵えを思おもいうかべる。

「あら。アスカさんにわたくしの絵えの良よさが、わかるのかしら？」

　有あり栖すちゃんが、からかうように言いう。

「価か値ちとかはよくわからないけど、好すきな絵えはわかるよ」

　わたしは、まっすぐに有あり栖すちゃんの目めを見みて答こたえる。

　いいな、って感かんじる気き持もちは、だれにでもあるし、だれかにあれこれ言いわれることでもないからね。

「わたしも、有あり栖すの絵えは好すき」

　アリー先せん輩ぱいが、めずらしく自じ分ぶんから会かい話わに入はいってくる。

「アリー先せん輩ぱいも、有あり栖すちゃんの絵えを見みたことあるんですか？」

　わたしは、びっくりしつつもアリー先せん輩ぱいにたずねる。

「ある。展てん示じされている絵えを、３～４点てん見みたぐらいだけど。どれも押おしつけな主しゅ張ちょうがないのに、心こころに入はいりこんでくる。とても好すきな絵え」

　わたしは、うなずいてみたものの、アリー先せん輩ぱいの言いうことがよく理り解かいできてなかったりする。

　ともかく、先せん輩ぱいも、有あり栖すちゃんの絵えが好すきってことだよね！

「わたしも、当とう然ぜん好すきよ。宝ほう条じょうさんに会あってから、あちこちで展てん示じされている絵かい画がを見みにいったわ」

　詩し織おり先せん輩ぱいも言いう。

「……そ、それはそうでしょう。わたくしの作さく品ひんなんだから」

　有あり栖すちゃんは、そう言いってそっぽを向むく。

　そのほおが、赤あかくなっているところを見みると、てれているらしい。ちょっと意い外がいだ。

　有あり栖すちゃんなら、あちこちで絵かい画がを評ひょう価かされてるから、ほめられなれてると思おもったのに。
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「……専せん門もん家かでない人ひとの感かん想そうは、素す直なおすぎて、どうもなれないわ」

　有あり栖すちゃんが、ぼそりとつぶやいたのが、わたしにきこえる。

　たぶん、きこえたのは、わたしだけだと思おもう。

　なるほどね。そういうものなんだ。

「ところで、白しら里さとさんは気き分ぶんでも悪わるいんですか？」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、さっきから一ひと言こともしゃべらない響ひびきのことを心しん配ぱいする。

　たしかに、さっきから響ひびきは、もくもくと食しょっ器き洗あらいをしている。

　有あり栖すちゃんのことを気きにしているのは相あい変かわらずだけど、さっきの会かい話わにも入はいってこなかったし。

　どうしたんだろう？

「いや。なんでもないですよ。ただ、この場ばに男おとこが１人ひとりなので、話はなしに入はいりづらかっただけです」

　響ひびきは食しょっ器きを洗あらいながら、苦にが笑わらいをする。

　いわれてみれば、そっか。

　でも、それを言いったらこの館やかたには響ひびきとケイしか、男だん子しはいないんだけどね。

　たぶん、それを気きにしてる人ひとって、いないんじゃないかな。

「そうなのね。探たん偵ていさんには妹いもうとさんがいるという話はなしだから、なれているかと思おもったわ」

　有あり栖すちゃんが、不ふ敵てきな笑えみをうかべて響ひびきに言いう。

　その言こと葉ばに、響ひびきの視し線せんが、するどく有あり栖すちゃんに向むかう。

　……ああもう。

　有あり栖すちゃんは、また響ひびきを刺し激げきするようなことを……。

　ほどほどにしておきなよ、とわたしは、視し線せんで有あり栖すちゃんに伝つたえる。

　有あり栖すちゃんは肩かたをすくめると、お皿さら洗あらいの仕し事ごとにもどる。

　響ひびきもこの場ばで、なにかを言いうつもりはないらしく、また自じ分ぶんの仕し事ごとを再さい開かいする。

　そんなふうにして、食しょっ器き洗あらいもあっという間まに終おわり、わたしたちはリビングにもどる。

「食しょっ器き洗あらい、終おわりましたー」

　わたしは、リビングにいる人ひとたちに声こえをかける。

　あれ？

　部へ屋やにもどった人ひともいるかと思おもったけど、リビングには、わたしたち以い外がいのメンバーが、みんなそろって、ゆったりとくつろいでいたり、おしゃべりしたりしてる。

　わたしたちがもどってきたのを見みて、ソファにすわっていた理り央お先せん輩ぱいが立たちあがる。

「おっ、待まってたよ！　それじゃあ全ぜん員いんそろったし、いよいよゲーム大たい会かいを始はじめようか！」

　理り央お先せん輩ぱいのいきなりの提てい案あんに、きょとんとしている人ひとが数すう人にん。

　もちろん、わたしもその１人ひとりだ。

　なにそれ？　きいてないですよ！

　知しっていたらしい詩し織おり先せん輩ぱいが、となりで頭あたまを抱かかえている。

　ゲーム大たい会かいって、なにするんだろう？

　理り央お先せん輩ぱいのことだから、しっかり準じゅん備びしてきたにちがいない。

　しかも、響ひびきや七な音おや有あり栖すちゃんもいる、このメンバーでだよ。

　ワクワクしてきちゃった！







　　　　13　豪ごう華かメンバーのゲーム大たい会かい！







「さあ、いろんなゲームをとりそろえてあるよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、さっそくとばかりに、大おおきなバッグから、リビングのテーブルに広ひろげる。

　トランプ、チェス、ＵＮＯや人じん生せいゲームなどのボードゲーム、ジェンガや黒くろひげ危き機き一いっ発ぱつみたいなゲームまで用よう意いしてある。

「そんなに持もってきてたんですか？」

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいがとりだしたゲームの数かずにおどろく。

「旅りょ行こうといえばこういう遊あそびがつきものだろう？　このあたりには店みせもないし、夜よるはヒマだろ」

　こういうところの準じゅん備びの良よさは、理り央お先せん輩ぱいらしい。

　たしかに、中ちゅう学がく生せいと高こう校こう生せいしかいないのに、夜よるに外そとを出で歩あるくのは、おススメできないしね。

「というわけで、まずはチェス大たい会かいだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、簡かん易い型がたのチェス盤ばんをテーブルに４面めんならべる。

「トーナメント表ひょうを作つくったから、くじを引ひいてほしい！」

　理り央お先せん輩ぱいは、さっそく大おおきめの紙かみに書かかれたトーナメント表ひょうを広ひろげる。

　お店みせのくじ引びきのような箱はこまで、用よう意いしてある。

　準じゅん備びがよすぎますよ、理り央お先せん輩ぱい……。

　みんな、あきれ半はん分ぶん、興きょう味み半はん分ぶんといった様よう子すだけど、参さん加かを嫌いやがる人ひとはいないらしい。

「チェスのルールがわからない人ひとはいるかい？　いたら教おしえるから遠えん慮りょせずに言いってほしい」

　だれも名な乗のり出でないかな。

「アリー先せん輩ぱいは、チェスわかりますか？」

　わたしは理り央お先せん輩ぱいの怒ど濤とうのような流ながれに、ついていけてなさそうなアリー先せん輩ぱいに、念ねんのためにたずねる。

「大だい丈じょう夫ぶ」

　アリー先せん輩ぱいが、心こころなしか、いつもよりやる気きがあるように、うなずく。

　わたしはといえば、チェスは、前まえにケイに教おしえてもらってなんとかルールを知しっているぐらい。

　１対たい１で戦たたかう、頭ず脳のう戦せんのゲーム。

　縦たて横よこ８マスの64マスのチェス盤ばんの上うえに、キング、クイーン、ルークなどの６種しゅ類るいの駒こまをならべて、相あい手てのキングを狙ねらうんだ。

　駒こまは動うごき方かたがそれぞれちがって、相あい手ての行こう動どうを予よ測そくしながら駒こまを動うごかすのがポイントらしい。

　ヨーロッパの将しょう棋ぎって感かんじかな。

　……って、わたしが知しってるのは、本ほん当とうにそれぐらい。

　順じゅん番ばんにくじを引ひいていって、理り央お先せん輩ぱいがトーナメント表ひょうに名な前まえを書かきこんでいく。

「うっ……最さい初しょの相あい手てが有あり栖すちゃん……」

　わたしは、トーナメント表ひょうに書かかれた名な前まえに、思おもわずむずかしい顔かおになる。

「あら。わたくしの１回かい戦せん突とっ破ぱは決きまったわね」

「ま、まだわからないからね！」

　口くちではそう言いったけど、自じ信しんはぜんぜんない。

　だって、有あり栖すちゃんは、あのラドロのボスのチェスの相あい手ても、ときどきしているんだよね。

　さすがに勝かてたことはないらしく、いつも有あり栖すちゃんは不ふ満まんげな顔かおをしてるけど、相あい手てはケイと実じつ力りょく的てきに変かわらないラドロのボスだ。

　みんなは、有あり栖すちゃんの実じつ力りょくを知しらないから、わたしたちの会かい話わを不ふ思し議ぎそうにきいてる。

　……みんなだって、打うってみればわかるんだからね。

　全ぜん員いんがくじを引ひき終おわり、トーナメント表ひょうがうまる。

　１回かい戦せんの相あい手てと、チェス盤ばんをはさんで向むかいあう。

　時じ間かんがかかるので、１回かい戦せんは４面めん同どう時じ進しん行こうだ。

　そして１回かい戦せんは、持もち時じ間かんがそれぞれ10分ぷんずつになってる。

　２人ふたり合あわせても、長ながくて20分ぷんぐらいで終おわる。

　そのために、理り央お先せん輩ぱいはチェス対たい戦せん用ようの時と計けいまで、用よう意いしてきていた。

　理り央お先せん輩ぱいの、このチェス大たい会かいにかける意い気き込ごみがよくわかる。

「それじゃあ、準じゅん備びはいいかな？」

　理り央お先せん輩ぱいの確かく認にんに、みんなうなずく。

「スタート！」

　理り央お先せん輩ぱいのかけ声ごえで、時と計けいをスタートさせる。

　コツ、と小ちいさな音おとを立たてて、兵へい士しのかっこうをした駒こまを前まえに進すすめる。

　さあ、勝しょう負ぶだよ有あり栖すちゃん！




　……………負まけました。

　わたしは、がっくりとうなだれる。

　まだ５分ふんしかたってないんだけど！

「アスカさんにしては、ねばったじゃない」

　有あり栖すちゃんが、まったくつかれを感かんじさせない表ひょう情じょうで言いう。

　それはそうだよね。たった５分ふんで終おわっちゃったし。

「ほかの対たい戦せんは、まだ続つづいているわね」

「見みにいってみよう！」

　今こん回かいのチェス大たい会かいの楽たのしみは、本ほん当とうのところは自じ分ぶんが勝かつことより、だれが勝かつかなんだよね。

　なんといっても、めったに集あつめられないようなメンバーだし。

　１回かい戦せんは、予よ想そうどおりかと思おもったけど、波は乱らんもあった。

　なんと、響ひびきが１回かい戦せんで負まけちゃったんだよね。

「よ～し！　響ひびきに勝かった！」

　ガッツポーズをする七な音おは、ドイツ留りゅう学がく中ちゅうに、チェスをかなりやりこんでいたんだって。

　これは優ゆう勝しょう候こう補ほかもしれないよね。

「ほとんどチェス未み経けい験けん者しゃのぼくに勝かって、そんなによろこぶな」

　響ひびきは、めずらしく不ふ満まんそうな顔かおをかくさずに、言いいかえしてる。

　さすがの響ひびきでも、経けい験けん者しゃで、しかも七な音おが相あい手てだと、勝かつのはむずかしかったみたい。

　ほかの対たい戦せんでは、ケイが理り央お先せん輩ぱいを負まかして、１回かい戦せん突とっ破ぱ。

　アリー先せん輩ぱいは、詩し織おり先せん輩ぱいをきれいな指さしまわしで圧あっ倒とう。

　詩し織おり先せん輩ぱいは、ほとんど初しょ心しん者しゃだったみたいだけど、それでもアリー先せん輩ぱいって強つよいんじゃないかな。

　これで１回かい戦せんが終おわって、有あり栖すちゃん、七な音お、ケイ、アリー先せん輩ぱいの４人にんで準じゅん決けっ勝しょうだ。

　開かい始しから40分ぷんぐらいだけど、そのまま続つづけて対たい戦せんをすることになった。

　準じゅん決けっ勝しょうは、有あり栖すちゃん対たいケイ、七な音お対たいアリー先せん輩ぱいだ。

「そうそうに負まけたから、ぼくは観かん戦せん者しゃ向むけに解かい説せつでもするとしようか！」

　理り央お先せん輩ぱいが、１回かい戦せん負まけのわたし、詩し織おり先せん輩ぱい、響ひびきが集あつまっているところにやってくる。

「助たすかります。たぶん、どっちが優ゆう勢せいとかも、わからなそうなので」

　どっちが勝かってるか、盤ばん面めんを見みただけでわかるのは、それなりに実じつ力りょくがある人ひとだ。

「でも、どうしてチェスをやろうと思おもったんですか？」

　たまたま今日きょうはみんなルールを知しってたけど、日に本ほんではできる人ひとが少すくなそうだし。

「チェスみたいな１対たい１のゲームは、対たい戦せん中ちゅうは真しん剣けんになるし、会かい話わもしないだろう。対たい戦せんしたり、それを見みていたりすると、逆ぎゃくに距きょ離りが縮ちぢまるんだよ。最さい初しょからワイワイさわげるゲームをやっても、しゃべるのが苦にが手てだったり、遠えん慮りょがちな人ひとは、なかなか緊きん張ちょうが解とけなかったりするからね」

　へえ～。理り央お先せん輩ぱい、しっかり考かんがえてたんだ。

「……まあ、このメンバーでチェスをしたらどうなるか気きになったっていうのもあるけどさ」

　そっちの理り由ゆうが、メインじゃないですか？

　ニヤリとする理り央お先せん輩ぱいを、思おもわずジト目めで見みていると、４人にんが駒こまをならべ終おえ準じゅん決けっ勝しょうが始はじまる。

　実じつ力りょく者しゃが残のこったこともあって、駒こまを打うつ手てはテンポよく進すすんでいく。

「う～ん……有あり栖すはさすがに、きびしいかな。かなり打うててるけど、紅こう月づきくんが強つよいね」

　理り央お先せん輩ぱいが、腕うでを組くんでうなるように言いう。

　有あり栖すちゃん対たいケイは、ケイが有ゆう利りみたいだ。

「もう１つのほうは……これは……！」

　理り央お先せん輩ぱいが、アリー先せん輩ぱいと七な音おのチェス盤ばんを見みて、おどろいた顔かおをする。

「どうしたんですか？」

　わたしは、盤ばん面めんを見みてもよくわからないので、理り央お先せん輩ぱいにきく。

　七な音おはかなり自じ信しんがありそうだったし、頭あたまの回かい転てんやよさも、響ひびきにひけをとらない。

　アリー先せん輩ぱいが勝かつのはきびしいんじゃないかと思おもうんだけど……。

「アリーのほぼ勝かちでまちがいない。指さしまわしがあざやかすぎる」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばから、数すう分ふん後ご。

「チェックメイト」

　アリー先せん輩ぱいの言こと葉ばに、七な音おががっくりとうなだれる。

「つ、強つよすぎない……？」

「……前まえによく強つよい人ひとと打うっていたから」

　アリー先せん輩ぱいが答こたえる。

　強つよい人ひとって、だれだろう？　家か族ぞくとかかな？

　もう一いっ方ぽうの対たい戦せんも、有あり栖すちゃんもかなりがんばったけど、ケイが勝かった。

「やっぱり無む理りね。まるで、おじいちゃんと打うってるときみたいだったもの。こっちの考かんがえが見みすかされてるみたいだわ」

　有あり栖すちゃんは肩かたをすくめて、わたしたちのほうにやってくる。

　次つぎは決けっ勝しょうだ。ケイ対たいアリー先せん輩ぱい。

　まさか、この２人ふたりが残のこるとは思おもわなかった。

　それにしても……どっちを応おう援えんしよう？

　ケイの応おう援えんも当とう然ぜんしたいけど、アリー先せん輩ぱいの応おう援えんだってしたい。

「なにをおもしろい顔かおをしているの？　どうせどちらを応おう援えんしたらいいか？　なんてしょうもないことを、考かんがえているんでしょう？」

　有あり栖すちゃんが、わたしに言いう。

「そうだけど……ほんとにわからなくて」

「べつに、アスカさんの応おう援えんで勝しょう敗はいが決きまるわけじゃないんだから、両りょう方ほう応おう援えんすればいいでしょう」

　有あり栖すちゃんに言いわれて、わたしは納なっ得とくする。

　べつに、どっちかを応おう援えんすると決きめる必ひつ要ようもなかったんだっけ。

「それじゃあ、決けっ勝しょう戦せんを始はじめるよ。いいかい？」

　理り央お先せん輩ぱいが言いうと、ケイとアリー先せん輩ぱいがだまったまま、コクリとうなずく。

「それじゃあ、スタート！」

　時と計けいが動うごき出だす。ケイが先せん手てだ。

　２人ふたりは息いきがあったかのように、テンポよくどんどんと手てを進すすめていく。

「むむぅ……これはむずかしいね」

　理り央お先せん輩ぱいが、眉み間けんにしわをよせて、考かんがえこむ。

「今いまのところは、互ご角かくって感かんじね」

　七な音おが、２人ふたりのチェス盤ばんを見みて言いう。

　ケイと互ご角かく。

　アリー先せん輩ぱいがそんな実じつ力りょく者しゃだったなんて……。

「おっ、アリーが動うごいた」

　アリー先せん輩ぱいが、互ご角かくだった状じょう況きょうを動うごかす手てを打うったらしい。

「するどいわね……。あたしと対たい戦せんしたときでも、実じつ力りょくを出だし切きってなかったのね」

　七な音おがくやしそうに言いう。

　ケイは、チェス盤ばんをじっと見みつめて、考かんがえこんでる。さらに手てが進すすんでいく。

「これは、決きまったわね」

　七な音おが、ぽつりとつぶやく。

　アリー先せん輩ぱいが、ナイトとよばれる、馬うまの形かたちをした駒こまを進すすめる。

「────チェックメイト」

　アリー先せん輩ぱいが、いつも通どおり静しずかな口く調ちょうで、つげる。

　う、うそぉ！　ケイが負まけた!?
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「優ゆう勝しょうはアリーに決けっ定てい！ 紅こう月づきくんは準じゅん優ゆう勝しょうだ。２人ふたりともおめでとう！」

　理り央お先せん輩ぱいが、アリー先せん輩ぱいとケイのところに行いって、２人ふたりの肩かたを軽かるくたたいている。

　パチパチパチパチパチ！

　みんなが拍はく手しゅをする。

　まさかこんなに熱ねっ戦せんになるとは、思おもわなかったよ。

　しかも、優ゆう勝しょうがアリー先せん輩ぱいだなんて。

　みんなが祝しゅく福ふくのためにアリー先せん輩ぱいのまわりに集あつまる中なか、ケイが抜ぬけだして、わたしの近ちかくに立たつ。

「残ざん念ねんだったね」

「緋ひ笠がさアリーは強つよかった」

　声こえをかけると、ケイが、ぼそりと答こたえる。

「今、出せる実力では、かなわなかった」

　ん？　ケイの言いい方かたに、ひっかかりを覚おぼえる。

「その言いい方かただと、本ほん気きは出ださなかったってこと？」

「あの２人ふたりの前まえで、全ぜん力りょくは出だせない」

　ケイは、響ひびきと七な音おにさりげなく視し線せんを向むける。

　なるほど、響ひびきや七な音おにうたがわれるようなことを、ケイがするはずがない。

「ただ、手てを抜ぬいたわけじゃない。出だせる範はん囲いの実じつ力りょくは出だしきった。それで負まけたんだ。それに、緋ひ笠がさアリーのほうも全ぜん力りょくじゃなかったようだ」

「アリー先せん輩ぱいも!?」

　ケイにそこまで言いわせるって、相そう当とうすごいよ。

　アリー先せん輩ぱいの隠かくれた一いち面めんがまた見みられて、うれしいけどね。

　わたしも、アリー先せん輩ぱいをお祝いわいしにいく。

「アリー先せん輩ぱい、おめでとうございます！」

　リビングから少すこしはなれたソファにすわったアリー先せん輩ぱいに、お祝いわいの言こと葉ばをかける。

「……ありがとう。勝かって、こんなにほめられたのは、初はじめて」

　うん？　勝かったらふつうは、ほめられるものじゃないのかな？

　初はじめてって……どういうことだろう。

　不ふ思し議ぎに思おもったものの、アリー先せん輩ぱいにきく前まえに、理り央お先せん輩ぱいが声こえをあげた。

「さあ、次つぎはＵＮＯ大たい会かいだ！　今こん度どこそ、負まけないからね！」

　理り央お先せん輩ぱいが、ＵＮＯのカードをテーブルにおく。

　時じ間かんは９時じ半はんをまわったところ。

「アリー先せん輩ぱいも参さん加かできそうですか。つかれてたりは？」

「……大だい丈じょう夫ぶ。参さん加かする。でも、ルールを知しらないから教おしえて」

　心こころなしか、アリー先せん輩ぱいの声こえが、はずんでいるように感かんじるのは、気きのせいかな？

「まかせてください！　実み咲さきたちとよく遊あそんだりするから、くわしいですよ！」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいに自じ信しんを持もってつげる。

「参さん加か希き望ぼうは、ほかにいない？」

「はいは～い！　わたしとアリー先せん輩ぱいも参さん加かします」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいの手てをひっぱって、いっしょに理り央お先せん輩ぱいのところに向むかった。







　　　　14　鬼き才さいの建けん築ちく家かの、祖そ父ふ？







　ＵＮＯのあとも、いくつかゲームをして遊あそびつつ、入いれ替かわりでお風ふ呂ろに入はいることになった。

　男だん子しは２人ふたりしかいないから、いつでもいいけど、女じょ子しは人にん数ずうが多おおいから、順じゅん番ばんに入はいる必ひつ要ようがあるんだよね。

　だから、部へ屋や割わりの２人ふたりずつで、順じゅん番ばんに入はいることになったんだ。

「ふぅ……いいお湯ゆでしたね」

　わたしとアリー先せん輩ぱいは、お風ふ呂ろをあがって部へ屋やにもどってきたところ。

「お風ふ呂ろが大おおきかった」

　アリー先せん輩ぱいも、うれしそうな表ひょう情じょうに見みえる。

　ほんとに、２人ふたりで入はいるにはもったいないぐらい、大おおきめの浴よく場じょうだった。

　旅りょ館かんとかとは比くらべられないけど、５人にんぐらいは入はいっても余よ裕ゆうそうだったよ。

「アリー先せん輩ぱい、髪かみがちゃんとかわいてないですよ」

「そう？」

　アリー先せん輩ぱいは、首くびをかしげる。

　そういえば、わたしがドライヤーをかけてるとき、アリー先せん輩ぱいはかわかしてなかったような……。

　手て入いれをしておかないと、あとで大たい変へんになると思おもうんだよね。

「よかったら、アリー先せん輩ぱいの髪かみをかわかしましょうか？」

「いいの？」

「もちろん！」

　わたしは、さっそくドライヤーを持もってきて、アリー先せん輩ぱいに、部へ屋やの大おおきな鏡かがみの前まえにすわってもらう。

　ドライヤーの温おん風ぷうをあてると、アリー先せん輩ぱいの銀ぎん色いろの髪かみが、なびく。

　くしをいれると、すーっと入はいっていく。

　すごく、やわらかくて、きれいな髪かみをしてる。

　アリー先せん輩ぱいは、気き持もちよさそうに目めを細ほそめてる。

　なんだか、猫ねこみたい。

　そんなことを思おもいつつも、アリー先せん輩ぱいの髪かみの手て入いれを続つづける。

「はい、できました」

　わたしは、アリー先せん輩ぱいの両りょう肩かたをポンッと軽かるくたたく。

「ありがとう」

「いえいえ。ところで、アリー先せん輩ぱいはこのあとどうしますか？　わたしは、まだリビングに人ひとがいたから、もどろうと思おもってるんですけど」

「わたしは部へ屋やにいる。人ひとがたくさんいるところは、ちょっとつかれた」

　言いわれてみれば、少すこし眠ねむたそうに見みえる。

　今日きょうは移い動どうが多おおかったし、そのあとにゲーム大たい会かいもあったしね。

「つかれましたか？」

　アリー先せん輩ぱいを、わたしのペースでふりまわしてしまったかな？　と心しん配ぱいになる。

「そんなことない。楽たのしんでる。わたしが慣なれてないだけ」

　その答こたえに、ほっと息いきをつく。

「ならよかったです。なにかあったら、声こえをかけてくださいね。すぐもどってくるので」

　わたしは言いって、準じゅん備びをしてから部へ屋やのドアに向むかう。

　アリー先せん輩ぱいは、ぼんやりと窓まどの外そとを見みていた。

　わたしは、ドアをそっと閉とじて部へ屋やを出でた。




　リビングに行いくと、ケイと響ひびきと七な音おと理り央お先せん輩ぱいがいた。

　おもしろいメンバーだけど、響ひびきと七な音おがそろっているだけで、ちょっと不ふ安あんになる。

　今いままでのところ、うたがわれてないし、大だい丈じょう夫ぶだと思おもうけど。

　それにケイもいるし。

　３人にんは、理り央お先せん輩ぱいから、なにか話はなしをきいていたみたい。

「なんの話はなししてるんですか？」

　わたしは、ケイたちに話はなしかける。

「おや、アスカか。いや。たいしたことじゃないよ。この建たて物ものについて、きかれててね」

　理り央お先せん輩ぱいが答こたえる。

「もしかして、まだ怪かい談だん話ばなしがあるんですか？」

　わたしは理り央お先せん輩ぱいを、うたがいのまなざしで見みる。

「ちがう、ちがう。この家いえを建たてた建けん築ちく家かの志し波ば覚かく蔵ぞうさんについてだよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、あわてたように手てをふって、否ひ定ていする。

「しばかくぞう？　有ゆう名めいな人ひとなんですか」

「……志し波ば覚かく蔵ぞうは、桧ひ崎ざき修しゅう介すけの母はは方かたの祖そ父ふだ」

　ケイが、当あたり前まえのように、ぼそりと説せつ明めいをつけたす。

「ふ～ん………………へ？　えええええっ!?」

　わたしは、思おもわず声こえをあげておどろく。

　桧ひ崎ざき修しゅう介すけって、あの桧ひ崎ざき修しゅう介すけだよね？

　前まえに、館やかたが爆ばく発はつして、ひどい目めにあった、あの？

「あれ？　アスカには知しらせてなかったの？」

　七な音おが、不ふ思し議ぎそうな顔かおをする。

「いや。知しらせたはずなんだけど……」

　理り央お先せん輩ぱいも、おかしいなと首くびをひねってる。

　え？　もしかして、みんなここに来くる前まえから、知しってたの!?

「……知しらされてます。ただ、アスカが忘わすれているだけです」

　ケイが、あきれたようにわたしを見みながら言いう。

　そんな記き憶おくは……あっ！

　そう言いわれれば、理り央お先せん輩ぱいから送おくられてきた日にっ程ていや行ゆき先さきについてのヒントといっしょに、そんな名な前まえを目めにした記き憶おくがあるような、ないような……。

　ケイが言いうからには、たぶんあったんだと思おもう。

　どうせ、よくわからないからいいや、と思おもって、頭あたまのすみに追おいやってたみたい。

　だ、だけど、今いまは問もん題だいはそこじゃないよ！

「ここ、大だい丈じょう夫ぶなんですか。桧ひ崎ざき修しゅう介すけの祖そ父ふなんですよね？　また変かわった建たて物ものだったり……」

　わたしは、心しん配ぱいになって館やかたを見みまわす。

「それはないと思おもうよ。志し波ば覚かく蔵ぞうは堅けん実じつな建けん築ちく家かでね。住すみやすい家いえをたくさん作つくった人ひととして、有ゆう名めいなんだよ。だから、資し産さん家かからの依い頼らいも多おおかったらしい。この建たて物ものも、再さ来らい月げつには県けんの文ぶん化か遺い産さんになる予よ定ていだしね」

　それなら安あん心しんなの……かな？

「……って、文ぶん化か遺い産さんに!?」

　文ぶん化か遺い産さんって、これからもこの館やかたを大だい事じに残のこしていくと、県けんから定さだめられたってことだよね。

　そんなところに泊とまっちゃって、いいんだろうか。

　今こん度どは、ちがう心しん配ぱいがわいてくる。

「だから、このタイミングでしか泊とまれないんだ。文ぶん化か遺い産さんになると、建たて物ものの内ない部ぶは見みられるけど、こんなふうに宿しゅく泊はくできるのは、ぼくたちが最さい後ごだろうからね」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いって、いたずらっぽく片かた目めをつぶる。

　このタイミングで、この場ば所しょを選えらんだことも、サプライズのうちだったらしい。

　たしかに、文ぶん化か遺い産さんに泊とまれる機き会かいなんて、めったにないはずだもんね。

「ぼくたちは今いま、その話はなしをきいていたんだ。『志し波ば覚かく蔵ぞう』っていうヒントで、行ゆき先さきはこの建たて物ものだろうとわかったから、その興きょう味みもあって、この旅りょ行こうに参さん加かしたところもあるからね」

　響ひびきが言いう。

　へえ～。ちょっと意い外がいかも。

「え～と……白しら里さとさんも、建けん築ちくに興きょう味みがあるんですか？」

　そんな話はなしは、去きょ年ねん、桧ひ崎ざき修しゅう介すけの館やかたに泊とまったときには、きかなかったような……。

「いや。歴れき史しある物ものに興きょう味みがあるっていうだけだね」

　響ひびきはそう言いって笑わらう。

「あたしもそうかな」

　七な音おも言いう。

　つまり、２人ふたりとも、志し波ば覚かく蔵ぞうっていう人ひとの建けん築ちく物ぶつに泊とまれるからっていう理り由ゆうで参さん加かしたってことなんだ。

　でも……これで、ケイが乗のり物もの酔よいを無む理りしてでも、この旅りょ行こうについてきた理り由ゆうもわかったよ。

　桧ひ崎ざき修しゅう介すけの建けん築ちく物ぶつを、ケイはどういうわけか気きに入いってる。

　だから、その祖そ父ふの建たて物ものに泊とまれる最さい後ごのチャンスとなれば、こないわけがない。

　有あり栖すちゃんあたりも、そうかも。

　そういえば、建けん築ちくについて知しりたいみたいなことも、言いってたもんね。

　きっとそうだ。

　もしかして、桧ひ崎ざき修しゅう介すけの祖そ父ふの館やかただって、知しらなかったのはわたしだけ？

　詩し織おり先せん輩ぱいが、調しらべてないとも思おもえないし。

　アリー先せん輩ぱいぐらいかなぁ。

　アリー先せん輩ぱいは、誘さそったわたしを信しん用ようして、ついてきてくれただけだろうし。

「でも、白しら里さとさんはさっきわたしと話はなしていて、桧ひ崎ざき修しゅう介すけの名な前まえが出でたとき、志し波ば覚かく蔵ぞうさん？　……についてなにも言いわなかったですよね」

　わたしは、響ひびきにきく。

　あのとき、教おしえてくれればよかったのに。

「気きづいていないようだったから、知しらないほうがいいかなと思おもってね。桧ひ崎ざき修しゅう介すけには、おたがいに、あまりいい思おもい出でがないだろうから」

「なるほど。気きをつかってくれてたんですね」

　なんだか、響ひびきに気きをつかわれるっていうのも、不ふ思し議ぎな感かんじだ。

　レッドのときだったら、絶ぜっ対たいないよね。

「それで、この建たて物ものの設せっ計けい図ずは、残のこっていないんですか？」

　ケイが、理り央お先せん輩ぱいにたずねる。

「それが、ないらしくてね。まあ、見みたとおりの建たて物ものだから、文ぶん化か遺い産さんになってから書かきおこすかもしれないけど」

　理り央お先せん輩ぱいが、館やかたを見みまわしつつ答こたえる。

　そこからは、ケイと響ひびきと七な音おが、この館やかたが建けん築ちくされたころの話はなしとか、志し波ば覚かく蔵ぞうと清きよ瀬せ家けの関かん係けいとか、理り央お先せん輩ぱいに難むずかしそうな質しつ問もんをする。

　わたしは、さっぱり頭あたまに入はいってこないから、その場ばをはなれることにする。

　ケイたちは、わたしがそっとみんなからはなれたことに気きづいたようだけど、とくになにも言いわなかった。

「アリー先せん輩ぱいは、まだ起おきてるかな？」

　部へ屋やにもどると、明あかりをつけたまま、アリー先せん輩ぱいが自じ分ぶんのベッドで、すやすやとおだやかな寝ね息いきをたてていた。

　もうちょっと、おしゃべりしたかったけど……まだ明日あしたの夜よるもあるもんね！

　わたしは、アリー先せん輩ぱいに布ふ団とんをかけなおしてから、明あかりを消けして、自じ分ぶんもベッドに入はいる。

　明日あしたは、この建たて物もののまわりの村むらとかも、見みてまわりたいな。

　自し然ぜんが多おおくて、ランニングしたら、気き持もちよさそうだったし。

　そんなことを思おもいつつ、わたしもすぐに眠ねむりについた。







　　　　15　有あり栖すの、本ほん当とうの怖こわさ？







　次つぎの日ひの朝あさ。

　わたしは早はや起おきして、日にっ課かのランニングのために、ウェアに着き替がえて、館やかたの外そとに出でた。

　時じ間かんは、４時じ半はん。まだ村むらも静しずまりかえってる。

　その場ばでかるく準じゅん備び運うん動どうをしてから、深しん呼こ吸きゅうをする。

　山やま奥おくだけあって、空くう気きがすんでいて気き持もちがいい。

「よし！」

　わたしは、館やかたの前まえから走はしりだす。

　館やかたは村むらはずれにあるらしく、村むらの中ちゅう心しんのほうに向むかう。

　ぽつりぽつりと建たっている大おおきな民みん家かの前まえを、風かぜを切きって走はしる。

　広ひろい畑はたけも広ひろがっていて、この時じ間かんでも一いち部ぶの村むらの人ひとが起おきだして作さ業ぎょうをしている気け配はいがある。

　農のう家かの朝あさは、早はやいっていうしね。

　そんなことを考かんがえながら、わたしは民みん家かがなくなり、森もりに突つき当あたるところまでやってくる。

「ここで折おり返かえしかな？」

　だいたい２～３キロぐらい。この村むらは、縦たてに長ながいらしい。

　横よこに曲まがる道みちもほとんどなかったから、たぶんそうだろう。

　わたしは今いま、走はしってきた道みちを、引ひき返かえしていく。

　あっという間まに、また館やかたの前まえまでたどりつき、「ふぅ～」と深しん呼こ吸きゅうを１つして息いきを整ととのえる。

　往おう復ふくで５キロぐらいしかないから、ちょっと物もの足たりないんだよね。

　もう１周しゅういってこようかな……。

　そんなことを考かんがえていると、館やかたの近ちかくに人ひと影かげを見みつけたので、近ちかづく。

「有あり栖すちゃん！　おはよう。早はやいね」

「……っ！　あら。イノシシはやっぱり早はやいのね」

　わたしが走はしってきた村むらのほうとは反はん対たい側がわ、森もりが広ひろがるほうにいたのは、有あり栖すちゃん。

　というか今いま、一いっ瞬しゅん、すっごくおどろいた顔かおをしたよね？　それと……。

「イノシシじゃないから！」

　まったくもう……。

「アスカは、こんな時じ間かんから、なにをしていたの？」

「日にっ課かのランニング。有あり栖すちゃんこそ、どうしたの？」

　有あり栖すちゃんが、早そう朝ちょうランニングをするとは、ちょっと思おもえないよね。

「わたくしも、朝あさは早はやいの。早そう朝ちょうでしか、見みられない景け色しきはたくさんあるものだから」

　なるほど。たしかに朝あさの景け色しきって、昼ひる間まとは、ちょっとちがうもんね。

「……まあ、同どう室しつの人ひとが、早はや起おきだったというのもあるけれど」

「同どう室しつって、七な音おさんのこと？」

「そう。彼かの女じょも今いま、走はしっているわよ」

　有あり栖すちゃんはそう言いって、森もりのほうを見みる。

　七な音おは、わたしが走はしった村むらのほうではなくて、森もりのほうをランニングコースに選えらんだらしい。

　七な音おは探たん偵ていだし、体たい力りょくづくりが大たい切せつなのは、怪かい盗とうといっしょかも。

　となると、響ひびきも起おきてくるのかな？

　わたしは、キョロキョロと、まわりを見みまわす。

「白しら里さと響ひびきなら、きてないわよ。鍛きたえ方かたは人ひとそれぞれだから、ちがうやり方かたなんじゃないかしら」

　有あり栖すちゃんが教おしえてくれる。

　あいかわらず、有あり栖すちゃんは、わたしの考かんがえを見みすかしてるみたいだよ。

「そういえば、昨日きのうから有あり栖すちゃんにききたいことがあったんだけど……響ひびきとなにかあった？」

　わたしは、ずっと気きになっていたことをたずねる。

　どう考かんがえても、響ひびきの有あり栖すちゃんに対たいする警けい戒かいの仕し方かたは変へんだもんね。

　10歳さいの女おんなの子こに、向むけるものじゃない。

　まして、響ひびきは、一いち度どは有あり栖すちゃんのことを助たすけているから、知しり合あいのはずなのに。

「ああ、そのことね」

　有あり栖すちゃんは、いたずらっぽく笑わらう。

「以い前ぜん、白しら里さと響ひびきが警けい察さつに追おわれていたときがあったでしょ。そのときに、わたくしが、ちょっと逃とう亡ぼうの手て助だすけをしてあげたのは、知しっているわよね？」

「うん。ケイからきいてる」

　響ひびきが「警けい視し総そう監かんである父ちち親おやを銃じゅうで撃うった犯はん人にん」として、追おわれた事じ件けんだ。

　それはすべて、タキオンの幹かん部ぶ・ゼスの策さく略りゃくだったんだけど……。

　あのときは、レッドも、有あり栖すちゃんたちラドロや、七な音おと協きょう力りょくして、響ひびきの無む実じつを証しょう明めいする手て伝つだいをしたんだよね。

　そのとき有あり栖すちゃんが、響ひびきを逃にがす手て伝つだいをしたっていう話はなしはケイからきいていたけど……。

「もしかして有あり栖すちゃん、正しょう体たいを隠かくさなかったの!?」

　わたしは、ある可か能のう性せいを思おもいついて、思おもわず声こえが大おおきくなる。

「当とう然ぜんよ。覆ふく面めんでもしていたら、白しら里さと響ひびきに信しん用ようされるわけないでしょう」

　そ、そりゃそうだけどさ……。

「そのときに信しん用ようさせるために、妹いもうとさんの話わ題だいを出だしたら、顔かお色いろを変かえていたわね。信しん用ようさせるつもりだったんだけど、あのときはちょっとだけ焦あせったわ」

　有あり栖すちゃんは、おもしろそうに笑わらう。

「……いや。笑わらいごとじゃないと思おもうんだけど……」

　そりゃ響ひびきが、有あり栖すちゃんを疑うたがいの目めで見みるのも、無む理りはないよ。

　よく問とい詰つめないな、って逆ぎゃくに不ふ思し議ぎに思おもうぐらい。

　そこも有あり栖すちゃんのことだから、自じ分ぶんを問とい詰つめても意い味みがない、と響ひびきに思おもわせてるんだろう。

　自じ分ぶんをさらして、響ひびきとかけ引ひきするなんて、わたしなら絶ぜっ対たいにできないよ。

　そこが、有あり栖すちゃんの強つよさで、ラドロにいる理り由ゆうなのかもしれないけど。

「白しら里さと響ひびきの妹いもうとのことは解かい決けつしたし、わたくしは逃にげも隠かくれもしていないでしょう。今いまのところは、わたくしは『怪あやしい存そん在ざい』というだけ。怪あやしいだけの人にん間げんを、捕つかまえる法ほう律りつはないもの。まして、わたくしみたいな幼おさない少しょう女じょをね」

　有あり栖すちゃんはそう言いって、こてっと首くびをかしげ、幼おさない女おんなの子こっぽいしぐさをしてみせる。

　自じ分ぶんの年ねん齢れいまで計けい算さんに入いれて、響ひびきを手て玉だまにとっているのが、末すえ恐おそろしいよ。

　響ひびきも、まだわからないことが多おおすぎるから、手てを出だせないんだと思おもうけど。

　でも、これで、響ひびきが有あり栖すちゃんを見みる、するどい目めつきの意い味みがわかったよ。

　わたしは、あんな目めで見みられたくないから、気きをつけよう。

　あんな響ひびきにあやしまれて、楽たのしめるのは有あり栖すちゃんぐらいだよ。

　そんなことを考かんがえていると、七な音おがランニングしながらもどってくる。

「あれ、アスカ。おはよう。あなたもランニング？」

　七な音おは、わたしと有あり栖すちゃんの前まえで立たち止どまると、汗あせをタオルでふきながらいう。

「はい。村むらを、ひと回まわりしてきました」

「村むらをって……かなり走はしってきたのね」

　七な音おが、おどろいた顔かおをする。

「そうですか？　いつも走はしってるから、あんまり気きにならなかったですけど」

「陸りく上じょう部ぶなんだっけ？」

「演えん劇げき部ぶです！　体たい力りょくがないと舞ぶ台たいで演えん技ぎができないので、ランニングは部ぶ活かつでもやるんです」

「へえ、それは一いち度ど、アスカが出でている舞ぶ台たいを見みてみたいわね」

　七な音おが、興きょう味みをもったように言いう。

「七な音おさんなら、大だい歓かん迎げいですよ！」

　公こう演えんの観かん客きゃくとしてなら、歓かん迎げいしてもいいんだよ……ね？

「ぜひ今こん度ど、声こえをかけて。……そうだ。そろそろ朝あさご飯はんの準じゅん備びの時じ間かんね。手て伝つだいに行いかない？」

　七な音おが、館やかたを目めでしめす。

　ランニングが途と中ちゅうだけど、たまにはいっか。ただ……。

「あの……わたしは料りょう理りはかなり苦にが手てで……」

　話はなす声こえが、自し然ぜんと小ちいさくなる。

「教おしえるよ！　それに朝あさから凝こった料りょう理りなんて作つくらないから、むずかしくないと思おもうよ」

「それなら……」

　昨日きのうの夜よるご飯はん作づくりとはちがって、ケイは朝あさはゾンビ状じょう態たいで戦せん力りょくにならないだろうし、わたしが少すこしでも役やくに立たてるなら、手て伝つだいたい。

「わたくしもいいわよ。前まえから料りょう理りってやってみたかったもの」

　有あり栖すちゃんも、意い外がいにもやる気きみたいだ。

「なら決きまりね！　じゃあ、手て洗あらいうがいしてから、キッチンに向むかいましょうか」

　七な音おが館やかたに向むかって、歩あるいていく。

　その背せ中なかを見みつつ、わたしは有あり栖すちゃんに小こ声ごえでたずねる。

「ねえ、有あり栖すちゃん。七な音おさんには、うたがわれてないの？　響ひびきから話はなしをきいてたりとか」

「ないわよ。たぶんだけど、白しら里さと響ひびきは、なにかあやしいっていうだけでは、他た人にんをおとしめるようなことを言いったりしない。七な音おも、響ひびきの様よう子すには気きづいているでしょうけれど、響ひびきがなにも言いわないのなら気きにしてもしょうがないって考かんがえじゃないかしら。彼かの女じょ、本ほん当とうによくしてくれるもの」

　有あり栖すちゃんは答こたえると、七な音おのあとを追おって、歩あるいていってしまう。

「なんだか、有あり栖すちゃんの本ほん当とうの怖こわさが、わかってきたかもしれない……」

　響ひびきと七な音おを相あい手てにして、まったく動どうじないって……、やっぱりとんでもないよね。

　有あり栖すちゃんが、仲なか間までよかったよ。

　わたしは小ちいさく息いきをついて、七な音おと有あり栖すちゃんのあとを、追おいかけていった。







　　　　16　超ちょう高こう級きゅうサンドイッチ!?







　館やかたにもどると、理り央お先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいがリビングからキッチンに向むかうところだった。

「理り央お先せん輩ぱい、詩し織おり先せん輩ぱい、おはようございます！」

　わたしは、２人ふたりの先せん輩ぱいにあいさつする。

「アスカ、それに２人ふたりとも。おはよう」

「おはようございます」

　わたしの声こえに気きづいた、理り央お先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいが、ふり返かえってあいさつを返かえしてくる。

「これから、朝ちょう食しょくの準じゅん備び？」

　七な音おがたずねる。

「ああ、そうなんだ。手て伝つだってくれるかい？」

「もちろん！」

　七な音おが答こたえて、わたしと有あり栖すちゃんもうなずく。

「助たすかるよ。凝こったものをつくるわけじゃないけど、大おお人にん数ずう分ぶんだから、人ひと手でがほしくてね」

　そのまま理り央お先せん輩ぱいたちといっしょに、キッチンに入はいる。

「今日きょうの朝ちょう食しょくのメインは、サンドイッチよ」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、朝ちょう食しょくのメニューを教おしえてくれる。

　サンドイッチかぁ。

　それなら、手て伝つだえそうかも！

「具ぐ材ざいはたっぷりあるから、いろいろと用よう意いできると思おもうよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、冷れい蔵ぞう庫こからハムとチーズを取とり出だしてくる。

　……って、そのハムとチーズ、めちゃくちゃ高たかそうなんですけど！

「そのハムは、お得とく意い様さまにしか売うらないことで有ゆう名めいなお店みせのハムじゃないかしら？　それに、チーズは、フランスに本ほん店てんのある超ちょう高こう級きゅう店てんのものよね」

　有あり栖すちゃんが、理り央お先せん輩ぱいの持もつハムとチーズを見みて、あきれた顔かおをしてる。

　えっ……やっぱり、そんな高たかそうなものなの。

「清きよ瀬せ先せん輩ぱい……」

　詩し織おり先せん輩ぱいも、ぜいたくを叱しかるような目めで、理り央お先せん輩ぱいを見みている。

「ぼくが用よう意いしたわけじゃないんだ。サンドイッチの材ざい料りょうを、って清きよ瀬せ家けのものに頼たのんでおいたら、これが用よう意いしてあってね。気きにせずに食たべてくれるとうれしいよ」

「そういうことなら、いいじゃない。おいしいものが食たべられるのは、歓かん迎げいだわ」

　有あり栖すちゃんは、気きにした様よう子すもなく、さっそくサンドイッチづくりに取とりかかる。

　さすが有あり栖すちゃんは、動どうじない……。

　考かんがえてみたら、有あり栖すちゃんの家いえも、お金かね持もちだもんね。

「いいね、めったに食たべられないものなんだから、お得とくでしょ」

　七な音おも、有あり栖すちゃんとはべつの意い味みで、気きにしない性せい格かくみたい。

　せっかくの清きよ瀬せ家けと理り央お先せん輩ぱいが用よう意いしてくれたものだし、使つかわないともったいないよね！

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいたちにサンドイッチの作つくり方かたを教おそわりつつ、朝ちょう食しょくを作つくっていった。




　朝ちょう食しょくを、ダイニングのテーブルにならべていると、だんだんと人ひとも起おきてくる。

　といっても、３人にんだけどね。

　アリー先せん輩ぱいは眠ねむそうに目めをこすりながら、階かい段だんをおりてくる。

「おはようございます、アリー先せん輩ぱい」

「……おはよう」

　とろん、とした目めで、アリー先せん輩ぱいがあいさつを返かえしてくる。

　朝あさはあまり強つよくないのかも。

　朝あさが強つよくないといえば、もう１人ひとりいるんだけど……。

「大だい丈じょう夫ぶか？　ほら、腕うでを支ささえてるから」

　響ひびきが、ケイの片かた手てを支ささえつつ、声こえをかけておりてくる。

　う、うっそっ!?

　ケイが、朝ちょう食しょくに起おきてこられるなんて……。

　しかも、響ひびきの手てを借かりてるし。
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「どうかした？」

　わたしのおどろいた様よう子すに、七な音おがたずねてくる。

「い、いや。白しら里さとさんは、ずいぶん面めん倒どう見みがいいなって思おもって……」

　わたしは、おどろきをおさえつつ、七な音おに答こたえる。

「響ひびきは妹いもうとがいるからね。それでかな。響ひびきは見みかけによらず、基き本ほん的てきに面めん倒どう見みはいいの。ただ、探たん偵ていとして自じ分ぶんを律りっするところが強つよいから、たいていの相あい手てには、気き難むずかしい人ひとに見みえるみたいだけどね」

　七な音おは、そう言いって笑わらう。

　たしかに、響ひびきって気き難むずかしそうに見みえるよね。

　レッドとして話はなすことのほうが多おおいから、いつもトゲトゲしてるのは、しかたないんだけどさ。

　でも「ただの紅こう月づき飛鳥あすか」にたいしては、人ひと当あたりがよくて話はなしやすいお兄にいさん、って感かんじだ。

　そんなことを話はなしているうちに、ダイニングに全ぜん員いんが集あつまる。

　用よう意いした朝ちょう食しょくは、各かく種しゅハムやチーズや野や菜さいやフルーツなどの、各かく種しゅサンドイッチとサラダ、それにオレンジとヨーグルトだ。

　とくに手てはこんでいないけど、食たべてみると、やっぱり、ただのサンドイッチじゃないことがわかる。

　とくにハムとチーズのサンドイッチは、すっごくおいしいっ！

　ハムとチーズの風ふう味みが、よく合あってて、口くちの中なかでとろける……。

　これ、サンドイッチにしていい材ざい料りょうじゃないよ……絶ぜっ対たい。

　わたしもふくめて、みんなもくもくとサンドイッチに手てがのびる。

「そうだ。ちょうど全ぜん員いんいるし、言いっておこう。午ご後ごから希き望ぼう者しゃに、村むらの見み所どころを案あん内ないしようと思おもってるんだ。いっしょに行いきたい人ひとは、ぼくか詩し織おりに言いってね。もちろん、館やかたに残のこってのんびりしてもいいし、館やかたのまわりを散さん歩ぽしてもいいし、自じ由ゆうだよ」

　理り央お先せん輩ぱいが、みんなに向むけて言いう。

　村むらの見み所どころかぁ。

　ランニング中ちゅうに、ひと通とおり見みたはずだけど、よし！

「わたしは、参さん加か希き望ぼうです！」

「紅こう月づきさんね。昼ちゅう食しょくのあと、午ご後ご１時じに玄げん関かん前まえで集しゅう合ごうよ」

　詩し織おり先せん輩ぱいが、手て元もとでメモをとりつつ、説せつ明めいしてくれる。

　他ほかの人ひとは、今いますぐに参さん加かを決きめる人ひとはいないみたい。

　まあ、理り央お先せん輩ぱいも言いってたけど、館やかたでのんびりしたり、近ちかくを散さん歩ぽするのもよさそうだもんね。

　朝ちょう食しょくを終おえると、そこからは自じ由ゆう時じ間かん。

　朝ちょう食しょくの食しょっ器き洗あらいは、アリー先せん輩ぱいと響ひびきとケイが担たん当とうしてる。

　さて、このあと、どうしようかなぁ。

　考かんがえていると、トントンと肩かたをたたかれる。

　ふり返かえると、七な音おが立たっていた。

「七な音おさん。どうしたんですか？」

「ねえ、今いまから、ひと足あし先さきに村むらをまわってみない？　探たん検けん心しんがうずうずしちゃって」

　七な音おは、興きょう味みしんしんという顔かおで言いう。

「いいんですけど、２人ふたりでですか？」

　それはちょっと、いろいろと緊きん張ちょうしそうだ。

「そうだなぁ……有あり栖すもさそおう。アスカもだれかをさそう？」

「じゃあ、アリー先せん輩ぱいをさそってもいいですか？」

「もちろん。じゃあ、15分ふん後ごに玄げん関かんでね」

　すぐに話はなしがまとまる。

　七な音おって、テキパキしてるけど、強ごう引いんさを感かんじさせない、さそい方かたをしてくるんだよね。

　ついオーケーしちゃったけど、七な音おと出でかけるって大だい丈じょう夫ぶかな。

　まあ、今いまのところ、うたがわれてないし、心しん配ぱいいらないか。

　わたしは、そう結けつ論ろんを出だして、部へ屋やに一いち度どもどることにする。

　部へ屋やにもどると、食しょっ器き洗あらいを終おえたアリー先せん輩ぱいが、部へ屋やの窓まどぎわのイスにすわっていた。

　アリー先せん輩ぱいは、あそこから見みえる景け色しきがお気きに入いりみたいだ。

「アリー先せん輩ぱい、これから七な音おさんたちと村むらをまわるんですけど、いっしょに行いきませんか？」

「村むらをまわるのは、午ご後ごのはずじゃ？」

　アリー先せん輩ぱいが、首くびをかしげる。

「そうなんですけど、先さきに見みてまわろうかって、話はなしになって。よかったら、ですけど」

「……誘さそってくれてうれしい。でも、午ご前ぜん中ちゅうはこの館やかたの中なかを見みてまわりたい」

　アリー先せん輩ぱいが、残ざん念ねんそうに言いう。

　そういえば、アリー先せん輩ぱいは到とう着ちゃく後ごは部へ屋やで休やすんでいたりして、あまり館やかたを見みてなかったはずだ。

「それなら、わたしもそっちに……」

「アスカは行いってきて。せっかく、誘さそわれた」

　アリー先せん輩ぱいが、やさしくほほ笑えんで言いう。

　思おもいがけない言こと葉ばに、この旅りょ行こうでアリー先せん輩ぱいとの心こころの距きょ離りが近ちかづいた気きがして、うれしくなる。

「わかりました！　じゃあわたし、行いってきますね。見み所どころも、きっちり探さがしてくるので」

　準じゅん備びして玄げん関かんに向むかうと、もう七な音おと有あり栖すちゃんが待まっている。

「アリー先せん輩ぱいは、館やかたに残のこって、中なかを見みてまわるそうです」

「あら、残ざん念ねん。まだアリーとはあまり話はなしてないから、お近ちかづきになれる機き会かいだと思おもったのに」

　有あり栖すちゃんが、残ざん念ねんそうに言いう。

　わたしはそんな有あり栖すちゃんを、なんとも言いえない視し線せんで見みる。

　本ほん心しんで残ざん念ねんがっているのか、それとも、裏うらになにかあるのか。

　響ひびきの話はなしをきいてから、素す直なおに有あり栖すちゃんの言こと葉ばがきけなくなってきたよ……。

　まあ、有あり栖すちゃんは素す直なおなところもあるから、今こん回かいのアリー先せん輩ぱいと話はなしたいっていうのも、ウソではないと思おもうけど。

「行いきましょう。出しゅっ発ぱつ！」

　七な音おが、片かた手てをふり上あげる。

　本ほん当とうに探たん検けんに行いくみたいだ。

　そんなことを思おもいつつ、わたしは七な音おと有あり栖すちゃんといっしょに、玄げん関かんを出でた。
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　館やかたは、村むらの中なかでも、かなり端はしの位い置ちにある。

　ランニングしたときも思おもったけど、「村むらはずれ」といったほうが、あっている気きがする。

　わたし、有あり栖すちゃん、七な音おは、村むらの民みん家かのある方ほう向こうに歩あるいていく。

　早そう朝ちょうとはちがって、村むらの人ひとたちも、外そとを出で歩あるいてる時じ間かん。

　よそ者ものがめずらしいのか、ちらちらと視し線せんがくるけど、七な音おも有あり栖すちゃんも気きにしてない。

　有あり栖すちゃんは有ゆう名めいな画が家かだし、七な音おも探たん偵ていとして人ひとの注ちゅう目もくをあびることもあるはずだし。

　わたしも、演えん劇げき部ぶの公こう演えんで人ひとに見みられなれてる。

　よっぽど悪あく意いのある視し線せんとかでなければ、問もん題だいない。

　民みん宿しゅくをしていたのは３年ねん前まえまでだっていうし、よそ者ものがめずらしがられるのは当とう然ぜんだしね。

「自し然ぜんが多おおいところって、リラックスできていいわよね！」

　七な音おが、両りょう腕うでを上うえにのばしつつ、のんびりとした口く調ちょうで言いう。

「ドイツにいたんですよね？　あっちはどうでしたか？」

　ドイツで探たん偵ていをしていたというし、いろいろな場ば所しょに行いってそうだけど。

「あるよ。自し然ぜんを大だい事じにしてる国くにだしね。ただ、街まち中なかにいると、あんまり自し然ぜんを感かんじる機き会かいはないかな。そういうのは日に本ほんと同おなじ」

　七な音おは、思おもいだすような顔かおをして答こたえる。

　海かい外がいって、行いったことないんだよね。いつか行いけたらいいな。

　お母かあさんと叔母おばさんが亡なくなった場ば所しょを、見みてみたい。

　前まえはそんなこと、考かんがえたこともなかったけど……今いまは、自し然ぜんにそう思おもえる。

「それにしても、ずいぶんと注ちゅう目もくを集あつめてるわね」

　有あり栖すちゃんが、まわりを見みながら言いう。

　気きがつくと、歩あるきはじめたときより、もっとあちこちから、村むらの人ひとたちの視し線せんが集あつまってる。

　無む言ごんで通とおりすぎるのも、なんだよね。

「こんにちはー！」

　わたしは、こっちを見みてる村むらの人ひとたちに向むけて、大おおきな声こえであいさつする。

　七な音おと有あり栖すちゃんが、わたしの突とつ然ぜんの行こう動どうに、びっくりした顔かおをしたけど、すぐに七な音おも、

「こんにちは。今いま、あそこの館やかたに泊とまらせてもらってます」

　有あり栖すちゃんは、声こえを上あげずに、スカートのすそをつまんで、優ゆう雅がに会え釈しゃくしてる。

　村むらの人ひとたちは、「こんにちは」と返かえしてくれたり、頭あたまを軽かるく下さげたりと、反はん応のうはさまざまだ。

　だけど、さっきみたいにジロジロと見みられる感かんじは、ほとんどなくなった。

「よそ者ものが、どんな人にん間げんなのか、村むらの人ひとが気きにならないわけないものね。あいさつする、っていうだけでも、印いん象しょうがだいぶ変かわるってことか。アスカ、考かんがえたね」

　七な音おが、感かん心しんしたように言いう。

「え？」

　わたしは、きょとんとする。

「七な音お。このイノシ……アスカさんが、そんな細こまかいことまで考かんがえて行こう動どうしてないわよ。ただ、あいさつしたいと思おもったから、しただけでしょう」

　有あり栖すちゃんが、肩かたをすくめて言いう。

「そうなの？」

「……はい。登と山ざんとかするとき、すれちがう人ひとにあいさつするのって、ふつうのことなんですよ。だから、そういうのと同おなじかなって」

「ああ……なるほどね。アスカがどういう人ひとなのか、ちょっとわかったかも」

　七な音おは、笑えみをうかべて大おおきくうなずく。

　……わかったって、それはそれでこわいんですけど。

　でも、悪わるい意い味みではなさそう、かな？

　そんなことを話はなしながら、わたしたちは村むらの道みちをまっすぐに歩あるいていく。

　ランニングのときも思おもったけど、のどかな風ふう景けいではあるけど、特とく別べつな景け色しきがあるわけじゃない。

　それでも、目めの前まえに広ひろがる田でん園えんは、ふだん暮くらしてて見みることがないから、新しん鮮せんだよね。

「やっぱり、農のう業ぎょうをしている家いえが、ほとんどみたいだね」

　七な音おの言こと葉ばに、うなずく。

　この場ば所しょにある村むらだと、観かん光こう地ちにはならないだろうし、アピールするような特とく産さん物ぶつもなさそう。

　海うみも遠とおいし、農のう業ぎょうが一いち番ばんなんだろうと思おもう。

「それにしては、子こどものわたくしが言いうのもなんだけれど、村むら人びとの中なかに、若わかい人ひとも多おおいのね。そうでなければ、限げん界かい集しゅう落らくと言いわれていても、おかしくなさそうな村むらだけれど」

「有あり栖すちゃん」

　わたしは、あわててたしなめる。

　村むらの人ひとがきいたら、気きを悪わるくしそうだ。

「言いい方かたはともかく、たしかに、こういった村むらにしてはめずらしいぐらい若わかい人ひとが多おおいね……」

　もう七な音おまで……。

　たしかに、めずらしいのかもしれないけど。

　小ちいさな村むらでは、若わかい人ひとのつく仕し事ごとがなくて、働はたらく場ば所しょのある街まちに出でていってしまうことが多おおいって、学がっ校こうの授じゅ業ぎょうでやったことがあるかも。

「でも、いいことじゃないですか。お年とし寄よりばかりだと、色いろ々いろと大たい変へんなことも多おおいでしょうし」

　べつに、悪わるいことじゃないよね。めずらしいっていうだけで。

「それはそうなんだけどね……」

　七な音おは、考かんがえこむ顔かおをする。

　七な音おも、響ひびきにならぶ探たん偵ていの１人ひとりだ。なにか、気きにかかることがあるのかな……。

　そんなことを考かんがえていたら、

「あら。これはなかなかの景け色しきね」

　有あり栖すちゃんの声こえで、顔かおを上あげる。

「うわぁ……」

「へえ、きれいね！」

　わたしと七な音おも、おどろきの声こえを上あげる。

　わたしたちは、いつの間まにか、村むらのつきあたりまできていた。

　そして、目めの前まえに広ひろがるのは、小ちいさな湖みずうみだった。

　朝あさのランニングでは、この手て前まえで引ひき返かえしてしまったけど、少すこし先さきにこんな場ば所しょがあったんだ。

　小ちいさな湖みずうみは、人ひと気けがなく静しずかで、そのまわりには森もりが広ひろがる。

　まるで、物もの語がたりにでも出でてきそうな、幻げん想そう的てきな風ふう景けいに見みえる。

「いいわね……」

　有あり栖すちゃんが、足あしを止とめて、両りょう手ての指ゆびで四し角かくをつくって、風ふう景けいを切きりとって見みている。

　その表ひょう情じょうは真しん剣けんで、これが画が家かの宝ほう条じょう有あり栖すの顔かおなのかも。

「あたしたちは、湖みずうみをぐるっとまわってきましょうか」

　七な音おにさそわれて、わたしはいっしょに歩あるきだす。

　今いまは村むらの人ひとの姿すがたはないけれど、湖みずうみのまわりには、ちゃんと土つちを固かためた歩ほ道どうができている。

　木き々ぎが道みちに突つき出だしたりもしていないから、たぶん村むらの人ひとが手て入いれをしているんじゃないかな。

　ゆっくりとまわってきても、まだ有あり栖すちゃんは、その場ばを動うごかずに、湖みずうみをじっと見みていた。

「ほら、有あり栖す。帰かえりましょう。描かきたいなら、また来くればいいわ」

「……そうね。今いまはスケッチブックも持もってきていないもの」

　有あり栖すちゃんは、残ざん念ねんそうな顔かおをしてから、わたしたちといっしょに、来きた道みちをもどる。

　行いきにあいさつをしたせいか、帰かえりは村むらの人ひとたちにジロジロ見みられることもなかった。

　しばらく歩あるくと、館やかたが見みえてくる。

　そろそろ、昼ちゅう食しょくの時じ間かんだ。思おもったより、湖みずうみに長ながくいたらしい。

　わたしたちが館やかたにもどると、すでに昼ちゅう食しょくの準じゅん備びが始はじまっていた。

　だけど、

「まったく。詩し織おりは、どこに行いったんだか。昼ちゅう食しょくの準じゅん備びも手て伝つだうと言いっていたのに」

　理り央お先せん輩ぱいが、パスタの準じゅん備びをしながら、首くびをかしげている。

　責せめているというより、不ふ審しんがっている様よう子すだ。

　たしかに、詩し織おり先せん輩ぱいが、約やく束そくを忘わすれるなんて、ちょっと気きになるよ。

　そして昼ちゅう食しょくの準じゅん備びが終おわり、ダイニングに人ひとが集あつまってくる。

　────しかし、詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいの２人ふたりは、いつまで待まっても姿すがたを現あらわさなかった。
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「……おかしい。詩し織おりがなんの断ことわりも入いれずに、昼ちゅう食しょくの時じ間かんに現あらわれないなんて」

　理り央お先せん輩ぱいが、ダイニングについた、みんなに向むけて言いう。

「アリー先せん輩ぱいもです。人ひと見み知しりなところはありますけど、勝かっ手てな行こう動どうはとらないと思おもいます」

　わたしも、力ちからをこめて言いう。

　２人ふたりが昼ちゅう食しょくにこないのはヘンだと説せつ明めいすると、響ひびきたちも真しん剣けんな顔かおできいている。

「もしかして、２人ふたりは『神かみ隠かくし』にあったんじゃ……」

　嫌いやなことを思おもいだしたとばかりに、理り央お先せん輩ぱいが顔かおをしかめる。

　まさか！

　あれは、ただの怪かい談だん話ばなしみたいなものなんじゃ……。

「２人ふたりとも、おおげさですよ。清きよ瀬せさんと紅こう月づきさんは、もう一いち度ど、部へ屋やを見みにいってください。ほかのみなさんは、館やかたの中なかを捜さがしましょう」

　響ひびきが、凛りんとした冷れい静せいな通とおる声こえで、言いう。

　その声こえで、不ふ安あんになっていた気き持もちが、少すこし冷れい静せいになる。

　……さすが、響ひびきだ。

　わたしは、恨うらめしく思おもう気き持もちと、この場ばでは頼たのもしく思おもう気き持もちで、複ふく雑ざつなものを感かんじる。

　だけど、こういうときは「探たん偵てい」の響ひびきが頼たよりになるのは、事じ実じつだ。

　「怪かい盗とう」だと、かんたんには動うごけない。

　ちらりとケイに視し線せんを向むけるけど、その表ひょう情じょうはいつもとそれほど変かわっているように見みえない。

　……「あせる必ひつ要ようはない」と思おもって、いいんだよね？

　ケイにききたいけど、みんなの目めがあるから、それもできない。

「性せい別べつで分わけられている場ば所しょも、それぞれ捜さがしましょう。とりあえず、みなさん、館やかたの中なかから出でないようにして」

　七な音おも、冷れい静せいな口く調ちょうで、みんなを見みまわしながら言いう。

　そうだ。ここには響ひびきのほかにも、もう１人ひとり探たん偵ていがいる。

　言いわれたとおり、わたしは階かい段だんをのぼって、自じ分ぶんの部へ屋やにもどる。

　一いち度ど、さがしにきているけど、本ほん人にんはいなくても、なにか手てがかりは残のこっているかもしれない。

　ドアをあけて、部へ屋やに入はいる。

　アリー先せん輩ぱいが気きに入いっていた窓まどぎわのイスは、だれもすわっていなくて、がらんとしている。

　小こ部べ屋やがないこともあって、一ひと目め見みれば、アリー先せん輩ぱいが部へ屋やにいないことはわかる。

　それでも、なにか手てがかりがないか、部へ屋やのすみずみまで捜さがしてみたけど、見みつからない。

　アリー先せん輩ぱいの荷に物もつは、そのまま残のこっていて、なにか減へっているように見みえない。

　ここで時じ間かんをかけすぎてもしょうがない。

　部へ屋やを出でると、理り央お先せん輩ぱいもちょうど部へ屋やを出でてきたところで、目めが合あう。

　わたしが首くびを横よこにふると、理り央お先せん輩ぱいも同おなじだった。

　１階かいにおりて、館やかたの中なかの捜そう索さくを手て伝つだう。

　30分ぷんぐらい捜さがしただろうか。

　……本ほん当とうに、アリー先せん輩ぱいも詩し織おり先せん輩ぱいも、どこに行いっちゃったんだろう？

　１人ひとりでどこかに出でかけるなんて思おもえないし、荷に物もつもちゃんと残のこってるし。

　だれかが見みつけてくれてるんじゃないか、とわずかな期き待たいを胸むねに、わたしはリビングにもどる。

　だけど……。

　先さきにもどってきていたみんなの表ひょう情じょうを見みるだけで、明あかるいニュースがないことがわかる。

　さすがにこの人にん数ずうで、それだけ捜さがせば、隠かくれていることなんてむずかしい。

　それにアリー先せん輩ぱいには、ちょっと変かわったところはあるけど、詩し織おり先せん輩ぱいが、そんないたずらをしかけるとも思おもえない。

「２人ふたりとも、その様よう子すだと見みつからなかったみたいね」

　七な音おがきいてくる。

「ああ、部へ屋やには荷に物もつだけだった」

「わたしのところも、同おなじです。荷に物もつだけが残のこってました」

　理り央お先せん輩ぱいとわたしが、答こたえる。

「そうか……。清きよ瀬せさん、この館やかたにいくつか立たち入いり禁きん止しの鍵かぎがかかっている部へ屋やがありますが、そこも開あけられますか？」

　響ひびきがむずかしい顔かおのまま、たずねる。

　そういえば、この１階かいにはそういう部へ屋やがあったんだ。

　月つきのレリーフが、かざられているんだよね。

「ああ。鍵かぎは預あずかっているよ。ただの物もの置おきだときいているけど」

　理り央お先せん輩ぱいは腰こしにつけたバッグから、鍵かぎをとりだす。

「開あけてもらえますか？」

「かまわないよ。ただ、民みん宿しゅく時じ代だいから物もの置おきに使つかわれていただけだというし、鍵かぎもここにある以い上じょう、２人ふたりが開あけて入はいったとは思おもえないが……」

　理り央お先せん輩ぱいはそう言いいつつ、月つきのレリーフが飾かざられたドアを、開あけてまわる。

　１つずつ部へ屋やの中なかを見みていくけど、理り央お先せん輩ぱいの言いうとおり、民みん宿しゅく時じ代だいに使つかわれていたと思おもわれる小こ物ものや、掃そう除じ道どう具ぐなどが置おかれている。

　ほこりもたまっていないのは、前まえもって清きよ瀬せ家けの人ひとが掃そう除じをしておいたからじゃないかな。

　もちろん、小ちいさな部へ屋やだから、詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいの姿すがたがないことは一ひと目めでわかる。

　みんなで、リビングのソファのまわりに、また集あつまる。

「館やかたの外そとに出でた？　しかしその可か能のう性せいは……」

「……ほとんどないと思おもう」

　響ひびきの言こと葉ばに、ケイがこの場ばにきて、初はじめてしゃべる。

「きみは、なぜそう思おもうんだい？」

　響ひびきが興きょう味み深ぶかそうに、ケイを見みる。

「午ご前ぜん中ちゅうの間あいだは、そこの玄げん関かんが見みえる位い置ちのソファに座すわっていたから。外そとに出でていくのを見みたのは、アスカと深ふか沢ざわさんと宝ほう条じょうさんの３人にんだけです」

　ケイが、たんたんと答こたえる。

　午ご前ぜん中ちゅうのケイはゾンビ状じょう態たいだから、そこでぼんやりしていたのだと思おもう。

　ゾンビ状じょう態たいとはいえ、ケイだ。

　玄げん関かんが見みえる位い置ちにいたのなら、見み落おとしがあるとは思おもえない。

　なら、２人ふたりはどこに行いったの？

「たしかに、あたしたちも外そとで２人ふたりには会あっていないし、村むらのほうに行いっていないのはたしかね。逆ぎゃく方ほう向こうの森もりの中なかだったら、わからないけど」

　七な音おも、腕うでを組くみながら言いう。

「でも、あの２人ふたりだけで森もりの中なかに行いくのは変へんですよ」

　わたしは思おもわず、口くちをはさむ。

「そうね。あの２人ふたり、特とく別べつに仲なかがよさそうには、見みえなかったわ」

　有あり栖すちゃんも言いう。

「となると、２人ふたりが館やかたの中なかにいる可か能のう性せいが高たかくなるが……。もう一いち度ど、館やかたの中なかをさがしてみよう。手てがかりになりそうなものがないか、細こまかいこともさがしてみてほしい」

　響ひびきは、もう一いち度ど館やかたの中なかをみんなで捜さがすように、提てい案あんする。

　みんなで、館やかたの中なかに散ちらばる。

　わたしも、念ねんのため、もう一いち度ど部へ屋やにもどってみたけど、やっぱりアリー先せん輩ぱいの姿すがたはない。

　わたしは、部へ屋やを出でて階かい段だんを下おりていく。

　すると──

「みんな！　これを見みてくれ」

　理り央お先せん輩ぱいがあわてた様よう子すで、玄げん関かんのほうからもどってくる。

「なんですか？」

　響ひびきがたずねる。

　理り央お先せん輩ぱいが、みんなに見みえるように、テーブルの上うえに一枚まいの紙かみをおく。

　そこには、マジックの荒あら々あらしい字じでこう書かかれていた。





これ以い上じょう、手てを出だすな









　　　　19　手てを出だすな、とは？







「これは、どういう意い味み？」

　七な音おが、疑ぎ問もんの表ひょう情じょうをうかべる。

「この紙かみは、どこにあったんですか？」

　響ひびきが、理り央お先せん輩ぱいにたずねる。

「館やかたの玄げん関かんのドアの外そと側がわだ。念ねんのために今いま見みてきたら、紙かみが貼はられていたんだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、けわしい顔かおで答こたえる。

「「妙みょうだな（ね）」」

　響ひびきと七な音おの声こえが、重かさなる。

「なにが妙みょうなのかしら？　今いまの状じょう況きょうにあっている気きがするのだけれど」

　有あり栖すちゃんがきく。

　みんなも同おなじ疑ぎ問もんをいだいたらしく、ふに落おちないという顔かおをしてる。

　響ひびきは、有あり栖すちゃんのことをちらりと見みてから、みんなの顔かおを見みまわす。

「──これは明あきらかな警けい告こく文ぶんです。しかし、ぼくたちは、警けい告こくされるようなことを、した覚おぼえはない。村むらから歓かん迎げいされていないというならば、『帰かえれ』などの直ちょく接せつ的てきな言こと葉ばを書かけばいい。『手てを出だすな』というのは、妙みょうです」

「そう。だから、この警けい告こく文ぶんの意い味みをそのまま受うけとるなら、あたしたちはなにかに『手てを出だしてしまって』いて、その脅おどしのために、詩し織おりとアリーはさらわれた──ということになるわ」

　響ひびきと七な音おが、たてつづけに説せつ明めいする。

　さ、さらわれた!?

　すぐに飛とびだしたい気き持もちになるが、その前まえにケイが、わたしの服ふくのそでをつかむ。

　ちらりとケイを見みると、首くびを小ちいさく横よこにふる。

　わかってる。今いま、動うごいたってどうしようもないってことぐらい。

　それに、わからないことが多おおすぎて、２人ふたりを助たすけようがない。

「本ほん当とうにだれかにさらわれたのなら、すぐに助たすけださないと！　もう２人ふたりがいなくなって、少すくなくとも１時じ間かんは経たっているんだ！」

　理り央お先せん輩ぱいが、声こえを荒あららげる。

　こんなにあせっている理り央お先せん輩ぱいを見みるのは、初はじめてかもしれない。

　わたしもケイに止とめられなかったら、声こえをあげてたかも。

　でも、こういうときこそ、落おちつかないといけないんだよね。

　響ひびきも七な音おも、理り央お先せん輩ぱいの目めを見みるものの、話はなしかけはしない。

　理り央お先せん輩ぱいをかえって、感かん情じょう的てきにしてしまうと考かんがえたんだと思おもう。

　だけど、このままだと話はなしが進すすまない。

　そう思おもっていると、ケイが、つかんでいたわたしの服ふくのそでをはなして、一いっ歩ぽ前まえに出でる。

　……ケイ？

　わたしが、不ふ思し議ぎに思おもっていると、ケイが、響ひびきと七な音おにむかってきく。

「なら、２人ふたりはどこにいると、考かんがえているんですか」

　ケイの冷れい静せいな声こわ音ねに、２人ふたりがケイのほうを向むく。

　それから、響ひびきは考かんがえる顔かおをしたあとに、答こたえる。

「この館やかたのどこかにいるはずです」

「でも、館やかたの中なかは、もう捜さがしました」
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　ケイは、らしくないぐらい、はっきりと響ひびきと向むかいあっている。

　たぶんそれは、理り央お先せん輩ぱいを落おちつかせるためと、この状じょう況きょうを前まえに進すすませるため。

　理り央お先せん輩ぱいも、ケイが急きゅうに話はなしはじめたことにおどろいて、冷れい静せいさをとりもどしたみたいだ。

　ケイは、いつも目め立だたないように、気きをつかっているのに……。

　それでもこの場ばで響ひびきに話はなしかけたのは、そうしなければいけないとケイが考かんがえてるってことだ。

「……ええ。だから、まだ捜さがしていない場ば所しょが、どこかにあるはずです」

　響ひびきは、確かく信しんがあるかのようにいう。

　まだ、捜さがしていない場ば所しょ？

「この館やかたに、なにかしかけがあると？」

　ケイが、響ひびきの言こと葉ばの意い味みを理り解かいしてきく。

「察さっしがいいですね。ぼくは、そうにらんでます」

　ケイと響ひびきの会かい話わは、テンポが速はやい。

　ききのがすと、ついていけなくなりそう。

「しかけを、探さがしましょう。それらしいものを見みつけても、不ふ用よう意いにさわらないように。必かならずぼくか七な音おに知しらせてください」

　響ひびきが呼よびかけて、ふたたびみんなが館やかたの中なかに散ちらばる。

　もどかしいけど、少すこしずつ詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいに、近ちかづいているんだと思おもいたい。

　みんながさがし終おえて、リビングにもどってきた。

　わたしは、とくにしかけらしきものは、見みつけられなかった。

　ほかのみんなも同おなじらしく、首くびを横よこにふる。

「本ほん当とうに、しかけなんてあるのかな。ここは長なが年ねん、民みん宿しゅくとしても使つかわれていた。そんなものがあれば、見みつかりそうなものだ」

　理り央お先せん輩ぱいが、響ひびきに言いう。

「しかけが見みつからないというのは、あるていど予よ想そうしていました」

「この館やかたが広ひろいといっても、この人にん数ずうで見みてまわれるぐらいだものね」

　響ひびきと七な音おが口くち々ぐちに答こたえる。

「それなら、どういう……」

　理り央お先せん輩ぱいが、けげんな顔かおをする。

「でも、気きになった場ば所しょなら、あったんじゃないかしら？」

　有あり栖すちゃんが、不ふ意いに口くちをはさむ。

「……探たん偵ていの２人ふたりが、気きづかなかったわけがない」

　ケイまで……ど、どういうこと？

　話はなしの意い味みがわからないのは、わたしと理り央お先せん輩ぱいだけらしい。

　響ひびきと七な音おは、顔かおを見み合あわせて、うなずきあう。

「そのとおりです。気きになっている場ば所しょがあります」

「それって……」

　わたしがきくと、七な音おがリビングの、ある場ば所しょに視し線せんを向むけながら答こたえた。

「満まん月げつのレリーフよ」







　　　　20　月つきに隠かくされたヒント







　わたしたちは、１階かいにあるドアの上うえにかざられている、満まん月げつのレリーフの前まえにあつまる。

「これと同おなじレリーフが、この館やかたには４つある」

　ケイが言いう。

　どれも、鍵かぎがしまってて、さっき理り央お先せん輩ぱいが開あけたところだよね。

　でも、さっき調しらべたけど、なにもなかったはずじゃ……。

「特とく別べつなものではないけれど、だから逆ぎゃくに変へんなのよ。この館やかたにほかに月つきをイメージしたものなんてないもの。もしこれが設せっ計けい者しゃの意い図となのだとしたら、わざと浮うきあがって見みえるようにした、とも言いえるわね」

　有あり栖すちゃんが、興きょう味み深ぶかそうに満まん月げつのレリーフを見みあげている。

「さすがは芸げい術じゅつ家かか。着ちゃく眼がん点てんがちがう」

　響ひびきが、にらむような視し線せんを、有あり栖すちゃんに向むける。

「でも、探たん偵ていだって似にたようなものでしょう。このレリーフが気きになったのは同おなじようだし」

　有あり栖すちゃんは、すまして答こたえる。

　理り央お先せん輩ぱいとかは気きづいてないみたいだけど、わたしなんてドキドキだよ。

「それで、具ぐ体たい的てきに、このレリーフをどうすればいいっていうんだ？」

　理り央お先せん輩ぱいが、少すこしいらだったようにきく。

　わたしと同おなじで、話はなしにおいていかれているのを、感かんじているからだと思おもう。

　だって、どうしてここで満まん月げつのレリーフの話はなしになるのか、ぜんぜんわからない。

　有あり栖すちゃんの指し摘てきした「設せっ計けい者しゃの意い図と」というなら、たしかに少すこし変へんかもしれないけど……。

「おそらくこのレリーフは……」

　響ひびきは、手てを伸のばして、レリーフにふれる。

　そのままレリーフを持もって、力ちからをこめると──

　ガチャ、と音おとがして、レリーフがとりはずされる。

「と、とりはずし式しきなの!?」

　わたしは、思おもわず声こえをあげる。

　てっきり、くっついていて、はなれないものだと思おもいこんでたよ。

「レリーフは『壁かべにくっついているもの』という先せん入にゅう観かんがあって、いじってみる人ひとは、そういないだろう。でも、清きよ瀬せ先せん輩ぱいが話はなしてくれた話はなしもあるだろう。月つきのない夜よるに神かみ隠かくしにあった、と」

　ケイが、わたしの疑ぎ問もんに気きづいたのか、説せつ明めいをしてくれる。

　月つきのない夜よる……って、もしかして！

「月つきっていうのは、空そらのじゃなくて、この月つきのことだっていうのか！」

　理り央お先せん輩ぱいが、おどろいた顔かおをしてる。

「あの怪かい談だんが実じっ際さいにあった話はなしかどうかはともかく、このしかけのヒントだったんじゃないかな」

　七な音おが、レリーフを見みつめながら言いう。

　響ひびき、ケイ、七な音おの３人にんには、このレリーフにしかけがあると、想そう像ぞうがついていたらしい。

「話はなしのとおりにするなら、こうしてから、もどせばいい」

　響ひびきは、レリーフの月つきの部ぶ分ぶんをとりはずしてから、壁かべにもどす。

　わたしは、身みがまえる。

　………………あれ？　なにも起おこらない。

　響ひびきに視し線せんを向むけると、すでに動うごきだしていた。

「残のこり３つも、同おなじようにしよう」

　そっか！　満まん月げつのレリーフは、４つあるんだった。

　同おなじようにレリーフを、「満まん月げつ」から「月つきのない夜よる＝新しん月げつ」に変かえていく。

　そして、最さい後ごの１つのレリーフを新しん月げつにして、壁かべにはめこむ。

　すると──

　　　ガタン！

　館やかたのどこかで、大おおきな音おとがする。

　ど、どこ？　今いまの音おと、どこかでしかけが動うごいたってことなの？

「あっちです！」

　響ひびきが走はしりだし、わたしたちも、あとを追おう。

　たどりついたのは、最さい初しょにレリーフを入いれかえたドアの前まえ。

　そこは、掃そう除じ道どう具ぐの入はいった物もの置おきだったはずだ。

「念ねんのため、ドアからはなれていてください」

　響ひびきの言こと葉ばに、みんながドアからはなれる。

　それを確かく認にんしてから、響ひびきが、そっとドアを開あける。

「これは……！」

　響ひびきの声こえに、七な音おとケイと有あり栖すちゃんがドアに近ちかづく。

　わたしと理り央お先せん輩ぱいも、おくれてあとに続つづく。

「う、ウソだろう？」

　理り央お先せん輩ぱいが、部へ屋やの中なかを見みて目めを丸まるくする。

「──やっぱり、桧ひ崎ざき修しゅう介すけの祖そ父ふだけはある、っていうことかしら？」

　有あり栖すちゃんが、どこか楽たのし気げに言いう。

　そうだ。ここは、桧ひ崎ざき修しゅう介すけの祖そ父ふがつくった館やかただったんだよね。

　それを、嫌いやでも、わたしは実じっ感かんした。

　部へ屋やの中なかには、さっきまでなかった、下したに続つづく階かい段だんが現あらわれていた。







　　　　21　地ち下か空くう間かんを行いく！







　階かい段だんを、すぐにおりていきたいところだけど、この先さきがどうなっているかわからない。

　わたしたちは、いったん物もの置おき部べ屋やを出でて、準じゅん備びをすることにした。

　そうはいっても、こんな場ば所しょに入はいるなんて思おもってもいなかったから、限げん界かいがある。

　まずは、懐かい中ちゅう電でん灯とうだ。

　なにせ昼ひる間まだっていうのに、階かい段だんの下したは真まっ暗くらで、なにも見み通とおせなかったから。

「用よう意いできたのは、この数かずだけだった」

　理り央お先せん輩ぱいが、懐かい中ちゅう電でん灯とうを４個こ持もってくる。

「本ほん当とうに、いっしょに行いくつもりですか？」

　響ひびきが眉まゆをよせて、理り央お先せん輩ぱいにたずねる。

「もちろんだ！　この階かい段だんの先さきに、詩し織おりとアリーがいるかもしれないんだろう？　ならぼくには行いくという選せん択たく肢ししかない！」

　理り央お先せん輩ぱいが、真しん剣けんな表ひょう情じょうで言いいきる。

「本ほん当とうは、危き険けんだから、ぼくと七な音お以い外がいは残のこってほしいんですが……」

「響ひびき、あきらめなさい。みんな下おりる気きまんまんだから」

　ためらう響ひびきに、七な音おがわたしたちを見みまわして言いう。

　七な音おの言いうとおり、わたしもケイも有あり栖すちゃんも、みんな行いくつもりでいる。

　このまま、ここで待まっているなんてできない。

「わかりました。でも、先せん頭とうは、ぼくと七な音おです。みなさんは、あとからついてきてください」

「わかってる。わざと危き険けんな目めに遭あいたいわけじゃない。白しら里さと探たん偵ていたちの指し示じにしたがうよ」

　理り央お先せん輩ぱいは、響ひびきがおれたことで、表ひょう情じょうをゆるめる。

　わたしたちは、ふたたび物もの置おき部べ屋やに入はいる。

　階かい段だんは、壁かべがドアのように開ひらくような形かたちであらわれていた。

　両りょう側がわは、石いしで作つくられているらしい。

　響ひびきと七な音おが、懐かい中ちゅう電でん灯とうをつけると、階かい段だんを慎しん重ちょうにおりていく。

　　　カツカツカツ……。

　足あし音おとが鳴なる。

「大だい丈じょう夫ぶです！　おりてきてください」

　響ひびきの反はん響きょうした声こえが、階かい段だんの下したのほうからきこえる。

　理り央お先せん輩ぱい、わたし、ケイ、有あり栖すちゃんは顔かおを見み合あわせてから、１人ひとりずつ階かい段だんをおりていく。

「……深ふかそうだな」

　理り央お先せん輩ぱいが、ぽつりとつぶやく。

　真まっ暗くらだけど、階かい段だんも壁かべも石いしで作つくられていて、館やかたの中なかとは、まったく雰ふん囲い気きがちがう。

　石いし造づくりのせいか、地ち下かのせいか、空くう気きもひんやりとしてる。

「地ち下か室しつ……？」

　理り央お先せん輩ぱいが、階かい段だんをおり切きったところでつぶやく。

　階かい段だんは30段だんあって、建たて物もの２階かい分ぶんくらい、おりたような形かたちだ。

　たしかに、理り央お先せん輩ぱいの言いうとおり、地ち下か室しつのようにも見みえる。

　だけど、わたしは夜よ目めがきくから、この場ば所しょが、ただの地ち下か室しつじゃないってことは、すぐにわかった。

　ここは……。

「地ち下か空くう間かん……！」

　先さきに階かい段だんをおりていた七な音おが、おどろいた声こえをあげる。

　そう。

　階かい段だんの下したに広ひろがっていたのは、「地ち下か室しつ」なんていう狭せまい空くう間かんじゃなくて、先さきが見み通とおせないぐらいの広ひろさがあった。

　一いち応おう、部へ屋やのように区く切ぎってあるけれど、左さ右ゆうに大おおきな通つう路ろがある。

　それもこれも、すべて石いし造づくりだから、どこか下げ水すい道どうの中なかを思おもわせる。

　水みずは流ながれていないけれど。

　あとは、作つくられてから、だいぶ時じ間かんがたっていそう。

　石いしの古ふるぼけかたとかを見みると、館やかたと同どう時じにつくられたものなのかもしれない。

　でも、どうしてこんなものが、館やかたの地ち下かに……？

「こんなものがあるなんて、聞きいてないぞ!?」

　理り央お先せん輩ぱいが、暗くら闇やみに目めがなれてきたらしく、まわりを見みて、声こえをあげる。

「こんなしかけがあるなんて、志し波ば覚かく蔵ぞうもおもしろいことを考かんがえたものね。あの２人ふたりは、ここにいるのかしら？」

　有あり栖すちゃんは、ペタペタと石いし造づくりの壁かべをさわっている。

　……どうして楽たのしそうなのかな、有あり栖すちゃんは。まったく。

「だとしたら、すぐに捜さがしにいかないと！」

　理り央お先せん輩ぱいが、今いまにも、かけだしそうな体たい勢せいになる。

「待まってください。見みまわした限かぎりでも、地ち下かはかなりの広ひろさで、通つう路ろも複ふく雑ざつそうです。不ふ用よう意いに進すすめば、迷まよいます」

　響ひびきが、理り央お先せん輩ぱいを止とめる。

　うん。それにはわたしも同どう意い見けん。

　声こえの反はん響きょうから、かなりの広ひろさがあると思おもうんだよね。

　下手へたに進すすんでいったら、もどってこられなくなったなんてことにも、なりかねない。

「だが、２人ふたりがここに迷まよいこんだのなら……！」

　理り央お先せん輩ぱいが、あせったように言いう。

「わかってる。だから、二に重じゅう遭そう難なんにならないように、準じゅん備びが必ひつ要ようってことです」

　七な音おが、冷れい静せいに説せつ明めいする。

　響ひびきと七な音おの冷れい静せいさに、理り央お先せん輩ぱいはぐっと言こと葉ばを飲のみこんで、心こころを落おち着つけるように息いきをつく。

「……すまなかった。とりみだした」

「いいえ、友ゆう人じんや知ち人じんが行方ゆくえ不ふ明めいなんです。落おちついていられなくて当とう然ぜんです」

　響ひびきは、気きにしていないと首くびを横よこにふる。

「それよりも、この規き模ぼだとなれば、一いち度ど上うえにもどって、必ひつ要ようなものをそろえたほうがよさそうです」

「ああ、わかった」

　理り央お先せん輩ぱいが、響ひびきの言こと葉ばにうなずき、みんなそろって階かい段だんをひきかえす。

　一いち度ど、館やかたにもどったわたしたちは、さっそく地ち下かをマッピングするための道どう具ぐをそろえて、地ち下か探たん索さくをするチーム分わけをすることにする。

「ぼくと七な音おのチーム、そして清きよ瀬せさんと紅こう月づきさんのチームの２組くみにわけて、地ち下か探たん索さくをすることにします。宝ほう条じょうさんと紅こう月づきくんは、念ねんのため、この館やかたで待たい機きしていてください」

　響ひびきが、指し示じをだす。

　このグループは、探たん偵てい２人ふたりと、運うん動どう神しん経けいのいいわたしと理り央お先せん輩ぱいという分わけ方かただ。

　探たん偵ていの２人ふたりを別べつのチームにして、それぞれに理り央お先せん輩ぱいとわたしと組くむという案あんもあったけれど、地ち下かの暗くら闇やみを行いく不ふ安あんの中なかでは、よく知しった者もの同どう士しのほうがいいという判はん断だんだ。

　そして、わたしたち４人にんは、１本ぽんずつ懐かい中ちゅう電でん灯とうを持もって、もう一いち度ど、地ち下かにおりて行いった。

　ひんやりとした空くう気きに、先さきが見みえない暗くら闇やみの通つう路ろ。

　地ち下かにもどってきたと感かんじる。

　わたしたち４人にんはまず、階かい段だんをおりた空くう間かんから、西にしに延のびて居いる地ち下か通つう路ろを、そろって慎しん重ちょうに進すすんでいく。

　先せん頭とうは響ひびきで、わたしと理り央お先せん輩ぱいが真まん中なか、最さい後こう尾びが七な音おだ。

　最さい初しょから分わかれるよりは、必ひつ要ようになるまでは、いっしょに行こう動どうすることになってる。

　響ひびきの進すすみは、かなりゆっくりだ。

　それでも、暗くら闇やみの中なかだから、それほどおそくは感かんじない。

　途と中ちゅうでいくつかのわき道みちがあったけど、調しらべられる通つう路ろは１つだけ。

　今いまは、まっすぐに進すすんできている。

　それでもまだ、つきあたりには、たどりつかない。

　想そう像ぞう以い上じょうの広ひろさだ。

「どこまで広ひろがってるの、ここ」

　七な音おが、おどろきとあきれが半はん々はんまじったような表ひょう情じょうで言いう。

「館やかたの広ひろさ以い上じょうに延のびているのは、まちがいないな」

　先せん頭とうをいく響ひびきの声こえが、かたい。
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「本ほん当とうに詩し織おりとアリーが、こんなところにいるのか？」

　理り央お先せん輩ぱいは、まゆをひそめてる。

「足あし跡あとがないか、探さがしていますが……今いまのところ見み当あたりません。この通つう路ろを行いったのではないのか、そもそもここにはいないのか……まだ判はん断だんはできません」

　響ひびきが前まえを向むいたまま、理り央お先せん輩ぱいに答こたえる。

「ここが怪あやしい場ば所しょだっていうのは、まちがいないけどね。これだけ広ひろいと、通つう路ろが１本ぽんちがうだけで、足あし跡あとを見みつけられないだろうから」

　七な音おが言いう。

　それはそうだ。

　結けっ局きょく、それから20分ぷんほど４人にんで進すすんだけれど、詩し織おり先せん輩ぱいやアリー先せん輩ぱいの足あし跡あとらしきものは見みつけられなかった。

　思おもった以い上じょうの広ひろさだとわかって、わたしたちは、ひとまず館やかたにもどることにした。

　これ以い上じょう進すすむと、わたしたちも、もどれなくなるかもしれないから。

「こんな地ち下かを、なんのためにつくったんでしょうね？」

　わたしは、この地ち下かの意い味みに首くびをかしげつつ、なにげなく壁かべに手てをつく。

　すると──

　　　ガコン

　手てをついた石いしが、わずかに壁かべにおしこまれる。

　な、なに!?

　　　ヒュン！

　風かざ切きり音おんが、わずかにきこえる。

「危あぶないっ！」

　わたしは、とっさに理り央お先せん輩ぱいをかばって、地じ面めんに倒たおれこむ。

　　　カンッ！

　理り央お先せん輩ぱいがいたところを、矢やらしきものが通つう過かして、反はん対たい側がわの壁かべに当あたって、はねかえって、地じ面めんに落おちる。

「これは……！」

　響ひびきが、落おちた矢やを手てにして、目めを見み開ひらく。

「壁かべにしこまれた矢やが、発はっ射しゃされる仕し組くみだったみたいね。作さ動どうさせたのは、アスカが押おした壁かべか。……ただの地ち下かじゃないってことね」

　七な音おも、けわしい顔かおになってる。

　２人ふたりとも警けい戒かいレベルを、かなりあげたみたいだ。

　ピリピリとした空くう気きが、伝つたわってくる。

　わたしも同おなじだ。

　反はん応のうがおくれていたら、理り央お先せん輩ぱいにケガをおわせるところだった。

「ごめんなさい。理り央お先せん輩ぱい」

「大だい丈じょう夫ぶだ。アスカが助たすけてくれたから、ケガもない。それにアスカだって、こんなしかけがあるなんて、知しらなかっただろう」

「はい、もちろん」

「なら、気きにすることはないさ」

　こういうときでも、気きをつかって笑え顔がおを見みせられるのが、理り央お先せん輩ぱいの強つよさだと思おもう。

　でも、理り央お先せん輩ぱいをあぶない目めにあわせたのは、事じ実じつだ。

「ただの地ち下か空くう間かんではないな……。気きをつけながら、もどりましょう」

　響ひびきが言いって、全ぜん員いんが大おおきくうなずく。

　地ち下か通つう路ろは、ひんやりとした空くう気きと変かわらない冷つめたい景け色しきが続つづくだけだ。

　こんなところに、アリー先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいがいるかもしれない……？

　どうか２人ふたりとも、無ぶ事じでいて。
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　ポタン、と音おとがして、水みずが頬ほおにあたり、詩し織おりは目めを覚さます。

　詩し織おりは、ゆっくりと目めを開あける。

　薄うす暗ぐらい、見み知しらぬ石いし造づくりの天てん井じょうに壁かべ。

　ぼんやりしていた頭あたまがはっきりしてきて、詩し織おりは飛とびおきる。

「起おきた？」

　近ちかくで声こえがして、あわてて声こえのしたほうを向むく。

　そこには、こんな薄うす暗ぐらい中なかでも銀ぎん色いろの髪かみが目め立だつ少しょう女じょ──アリーがいた。

「あなたは、アリーさん。どうして……？」

　詩し織おりは、とまどいながらアリーを見みつめる。

「わたしとあなたは、なにものかにつかまった。わたしが気きがついたのもさっき。たぶん、眠ねむらされた」

　アリーが、たんたんと説せつ明めいする。

「ちょ、ちょっとまって。そういえば、部へ屋やを出でてキッチンに向むかおうとしたときに、急きゅうに気きを失うしなって……って、それって、わたしたちが誘ゆう拐かいされたってこと!?」

　詩し織おりは、大おお声ごえをあげそうになるのを、なんとか押おし殺ころす。

「そうなる」

　アリーは、落おちついた様よう子すでうなずく。

　落おちつきすぎな気きもするけれど、詩し織おりはもともと、このアリーという子こをくわしくは知しらない。

　中ちゅう等とう部ぶに入はいった、銀ぎん色いろの髪かみの転てん校こう生せいのウワサはきいていたし、紅こう月づきさんとなかよくなったという話はなしもきいていたけれど……それだけだ。

　──今いまはそれを考かんがえている場ば合あいじゃないか。

　詩し織おりは、あらためてまわりを見みまわすと、ここは牢ろう屋やらしいことがわかった。

　正しょう面めんには、鉄てつ格ごう子しがあり、それ以い外がいは石いし造づくりの壁かべでかこまれている。

　シンプルなだけに、抜ぬけだすのは難むずかしそうだ。

　見み張はりらしき人ひと影かげは、どこにもない。

　詩し織おりとアリーを牢ろう屋やに入いれて、どこかに行いってしまったのだろうか。

「アリーさんは、こんな状じょう況きょうなのに、ずいぶん落おちついてるのね」

　だまっているのも落おちつかないので、詩し織おりは気きになったことを問といかける。

「館やかたに残のこっている人ひとたちは、頼たよりになる」

「それは……たしかにそうね。白しら里さと探たん偵ていに、ドイツで活かつ躍やくしていたという深ふか沢ざわさんも、探たん偵ていだというものね」

　アリーのわかりやすい答こたえに、詩し織おりはちょっと気き分ぶんが軽かるくなる。

　だれが、どんな目もく的てきで、自じ分ぶんたちを誘ゆう拐かいしたかはわからないけど、同どう行こうの彼かれらが気きがつかないわけがない。

　心しん配ぱいなのは、清きよ瀬せ先せん輩ぱいが無む茶ちゃをしないかぐらいだ。

「アスカもいるから」

　アリーが、忘わすれないでとばかりに、詩し織おりのほうを見みてつけたす。

　ずいぶんと、アリーさんは紅こう月づきさんのことを信しん用ようしているらしいわね。

　紅こう月づきさんは、ずいぶんと時じ間かんをかけて、アリーさんとなかよくなったという話はなしらしいし……なにか、特とく別べつなものを感かんじているのかもしれない。

　自じ分ぶんが中ちゅう等とう部ぶを卒そつ業ぎょうしたあとも、紅こう月づきさんはあいかわらずだったらしい、とクスリと笑わらう。

「……？」

　アリーが、そんな詩し織おりを不ふ思し議ぎそうな顔かおで見みる。

　こんなときに笑わらえるなんて、自じ分ぶんも図ず太ぶとくなったものだ、と詩し織おりは思おもう。

「急きゅうに笑わらってごめんなさい。紅こう月づきさんのことを思おもいだしていたら、ちょっとね」

「アスカとは、付つき合あいが長ながいの？」

　アリーが、少すこしばかり詩し織おりのほうに身みを乗のりだす。

「彼かの女じょが中ちゅう等とう部ぶに入はいってきてからだから、１年ねんとちょっとかしら。わたしは生せい徒と会かい長ちょうをしていたから、紅こう月づきさんには色いろ々いろと困こまらされたわ」

　詩し織おりは苦く笑しょうする。

「アスカは、悪わるい子こ？」

「そうじゃなくて、なんていうのかな。彼かの女じょはやんちゃで、やさしすぎるのよ。だから、もっと自じ分ぶんを大だい事じにしなさい、って怒おこってたっていうのかな。……ときどき校こう則そくを破やぶっていたからっていうのも、もちろんあるけれどね」

「アスカの話はなしをきかせて」

　いつの間まにか、アリーは目めをキラキラさせて、詩し織おりの前まえに座すわっていた。

　人ひと見み知しりだという話はなしだったけど、紅こう月づきさんのことだと、普ふ通つうに会かい話わができるわ。

　本ほん当とうなら、ここから逃にげだす可か能のう性せいをさぐるべきかもしれないけれど、ここがどこかすらわからないのなら、動うごかずに体たい力りょくを温おん存ぞんするのも１つの方ほう法ほうだ。

　少すこしばかりのおしゃべりも、気きが滅め入いらなくていいだろう。

「そうね。紅こう月づきさんが、あるとき、木きに登のぼって下おりられなくなった猫ねこを助たすけようとしてね……」

　アスカについて、詩し織おりが知しっていることは、ほんの一いち部ぶだ。

　学がく園えん祭さいの演えん劇げき部ぶの代だい役やくを果はたしたことや、ふだんからいろいろな部ぶ活かつにひっぱりだこで助すけっ人とに行いっていたことなど。

　アリーは、そんなたいしたことのない話はなしを、熱ねっ心しんにきいている。

　……ふと、詩し織おりは話はなしていた口くちを閉とじた。

　どこかから、足あし音おとがきこえてくる。

　詩し織おりは、緊きん張ちょうしながら様よう子すをうかがう。

　　　カツカツカツ……。

　足あし音おとが、だんだんとこちらへ近ちかづいてくる……。
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　館やかたにもどってきた、わたしと理り央お先せん輩ぱいと響ひびきと七な音おは、リビングに集あつまっていた。

　ソファに座すわって、ケイと有あり栖すちゃんに、地ち下か空くう間かんの様よう子すについて報ほう告こくする。

　地ち下かにしかけが、あったことも。

「あら。まるで本ほん当とうに桧ひ崎ざき修しゅう介すけが設せっ計けいした館やかたみたいね。おだやかじゃないわ」

　有あり栖すちゃんが、報ほう告こくをきいて目めを細ほそめる。

「だれがつくったものにせよ、危き険けんがあるのは事じ実じつです。それに、あの地ち下か空くう間かんをすべて捜さがそうと思おもったら、この人にん数ずうではたりないでしょう」

「警けい察さつに応おう援えんはたのめないの？　行方ゆくえ不ふ明めい事じ件けんでしょ」

　響ひびきの言こと葉ばに、七な音おが言いう。

「警けい察さつにはさっき連れん絡らくしたが、ここはかなりの山やま奥おくだ。しかも、２人ふたりがいなくなってから、まださほど時じ間かんがたっていないこともあって、数すう人にんの警けい官かんが様よう子すを見みにくるていどらしい。しかも、４～５時じ間かん後ごだ」

「そんなのを待まっていられない！」

　理り央お先せん輩ぱいが立たちあがって、声こえを荒あららげる。

「わかっています。だから警けい察さつはあてにはできない。ぼくたちだけで捜そう索さくする必ひつ要ようがあります」

　響ひびきの言こと葉ばに、理り央お先せん輩ぱいはギュッとくちびるをかみしめて、ソファにすわり直なおす。

「でも、あんなしかけがある以い上じょう、みなさんは、ここにいてください。ぼくと七な音おで行いきます」

　響ひびきが言いう。

「えっ……！」

　たしかに、ケガをしかねないどころか、命いのちすら危あぶないトラップがある地ち下か空くう間かんだ。

　響ひびきと七な音おだけで行いくべき、と安あん全ぜんを考かんがえる響ひびきの考かんがえはわかる。

　けど、人にん数ずうがたりないって今いま言いったばかりなのに、さらに人にん数ずうをへらすなんて……。

　理り央お先せん輩ぱいも、眉み間けんにしわをよせて、むずかしい顔かおで考かんがえこんでいる。

　リビングが、一いっ瞬しゅんシーンと静しずまりかえる。

　そのとき──

「……それだと、効こう率りつが悪わるすぎる」

　ケイが、ぽつりと口くちにした言こと葉ばが、やけにリビングに響ひびいた気きがした。

　うつむきかげんだった、みんなの顔かおが前まえを向むく。

「そうね。どれだけ時じ間かんがかかるかわからないのに、２人ふたりだけで地ち下か空くう間かんを捜さがして歩あるこうなんて、無む茶ちゃじゃないかしら？」

　有あり栖すちゃんが、ケイの話はなしに乗のる。

「つまり、こう言いいたいんでしょう。ここにいる全ぜん員いんで、手て分わけして捜さがすべきだって」

　七な音おが、ケイと有あり栖すちゃんを見みる。

「……はい。ぼくたちもふくめた２人ふたり１組くみのチームで捜そう索さくすれば、発はっ見けんの可か能のう性せいが上あがります」

「だが、それはみなさんを、危き険けんをさらすことになる」

「かまわないっ！　いや……ぼくがみんなを代だい表ひょうすることは言いえないが、少すくなくとも自じ分ぶんから協きょう力りょくを申もうしでた者ものは、捜そう索さくに加くわえてほしい」

　理り央お先せん輩ぱいが、身みを乗のりだして、熱ねつっぽく語かたる。

「しかし……」

　響ひびきと七な音おは難むずかしい顔かおで、視し線せんをかわしあう。

　10秒びょうもなかったと思おもう。

　２人ふたりの間あいだで、結けつ論ろんが出でたらしい。

「……わかりました。ただし、近ちかい距きょ離りを往おう復ふくする形かたちをとります。いきなり遠とおい場ば所しょには行いかないこと。ここはスマホの電でん波ぱも届とどかないので、たがいの連れん絡らく手しゅ段だんがありません。危き険けんを感かんじたらすぐに引ひき返かえしてください。それが最さい低てい条じょう件けんです」

　響ひびきが、わたしたちの顔かおを、１人ひとりずつ見みまわすと、全ぜん員いんがうなずく。

　響ひびきが小ちいさくため息いきをつく。

「気きは進すすまないのですが、そこまでの決けつ意いがあれば協きょう力りょくをお願ねがいします。もちろん、参さん加かは自じ由ゆうです。ここで待たい機きしていてもらってもかまいません」

「もちろん、協きょう力りょくする！」

「協きょう力りょくします！」

　理り央お先せん輩ぱいとわたしが、すぐに申もうしでる。

「ぼくも今こん回かいは行いきます」

「わたくしも、当とう然ぜん協きょう力りょくさせてもらうわ」

　ケイと有あり栖すちゃんも、つづく。

　結けっ局きょくは、全ぜん員いんが参さん加かだ。

　……こうなるとは、思おもってたけどね。

「紅こう月づきくんはともかく、宝ほう条じょうさんは……」

　響ひびきは、有あり栖すちゃんが捜そう索さくに参さん加かすることをしぶったが、

「あら。わたくしは、マッピングに役やくにたつと思おもうのですけれど。空くう間かんを把は握あくする能のう力りょくには、自じ信しんがあるもの。それに…………大だい丈じょう夫ぶよ、わたくしは」

　有あり栖すちゃんは、最さい後ごに、やけに意い味み深しんな言こと葉ばを、笑えみをうかべてつけたす。

「……っ！　わかりました。宝ほう条じょうさんにも参さん加かしてもらいます」

　どうやら有あり栖すちゃんは、自じ分ぶんに「裏うら」があることを匂におわせて、響ひびきの納なっ得とくを引ひきだしたらしい。

　もう、そういうことするから、響ひびきからにらまれるんだよ……。

　有あり栖すちゃんらしい立たちまわり方かたではあるけれど。

　響ひびきなら、10歳さいの有あり栖すちゃんには、参さん加かさせないだろうと思おもってたから。

「なら、全ぜん員いんでグループを組くみなおしましょう」

　七な音おが言いって、さっそく、もう一いち度どグループ分わけがされることになった。

　今こん度どは、響ひびきとケイ、七な音おと有あり栖すちゃん、わたしと理り央お先せん輩ぱいのペアになった。

　運うん動どう神しん経けいや体たい力りょくに不ふ安あんがあるケイと有あり栖すちゃんが、探たん偵ていの２人ふたりとペアを組くむことになった。

　残のこったわたしと理り央お先せん輩ぱいは、さっきと同おなじペアだ。

　わたしたちは、ペアごとに１本ぽんの懐かい中ちゅう電でん灯とうを持もって、３度ど目めの地ち下か空くう間かんへ向むかう。

　最さい初しょの地ち下か空くう間かんからのびている通つう路ろは、２本ほん。

　さっきは西にしの通つう路ろを行いったから、今こん度どは東ひがしの通つう路ろを響ひびきと七な音おが、少すこし調しらべてくると、すぐに広ひろい空くう間かんがあって、５つの通つう路ろにわかれていることがわかった。

「本ほん当とうに、ここはどうなってるのよ。志し波ば覚かく蔵ぞうって人ひとは、こんなところに迷めい路ろのアトラクションでもつくろうと思おもったわけ？」

　七な音おがもどってきたとき、あきれたような顔かおをしていた。

　ほんとだよ。

　こんな迷めい路ろみたいな地ち下か空くう間かんを、なんのためにつくったのか。

　それに、トラップまであるなんて、目もく的てきがわからなすぎる。

「とにかく、慎しん重ちょうにいきましょう。さがすのはいなくなった２人ふたり、折おり原はらさんと緋ひ笠がささん自じ身しんか、そこにいたとわかる手てがかりです」

　響ひびきが、５本ほんにわかれた通つう路ろがある空くう間かんで、あらためて確かく認にんする。

　まずは、この５本ほんの通つう路ろを調しらべようと、５本ほん中ちゅう３本ぼんの通つう路ろに、１ペアずつ捜そう索さくに向むかうことに決きめたんだ。

　この先さきのどこかに、２人ふたりがいるとは限かぎらないけど、少すこしずつでも調しらべていけば、きっと手てがかりは見みつかるはず！

「５分ふん経たったら、ここにもどってきましょう。くれぐれも、不ふ用よう意いに壁かべなどをさわらないこと。しかけがほどこされているようです」

　響ひびきが、あらためて注ちゅう意いをうながす。

　わたしと理り央お先せん輩ぱいは、さっき体たい験けん済ずみなので、そろって深ふかくうなずく。

「それじゃあ、行いきましょうか。もし詩し織おりとアリーの２人ふたりを発はっ見けんしても、そのまま助たすけられる状じょう態たいでなかったら帰かえってくること。マッピングしてあれば、全ぜん員いんで救きゅう出しゅつに向むかえるんだから、あくまで慎しん重ちょうにね」

　七な音おが、最さい終しゅう確かく認にんをする。

　それぞれが捜そう索さくを担たん当とうする通つう路ろの前まえに立たつ。

　わたしは、理り央お先せん輩ぱいと視し線せんを交かわすと、自じ分ぶんたちの通つう路ろへと歩あるきだした。







　　　　24　旅りょ行こうを思おもいたった理り由ゆう







　わたしと理り央お先せん輩ぱいは、地ち下か通つう路ろを進すすんでいく。

　ペアに１つずつの懐かい中ちゅう電でん灯とうは、理り央お先せん輩ぱいが持もって、前まえを歩あるいている。

　マッピングは、わたしの担たん当とうだ。

　お父とうさんから、地ち図ずを見みたり書かいたりするマッピングの技ぎ術じゅつは、教おそわっている。

　理り央お先せん輩ぱいには意い外がいに思おもわれたけど、「父ちち親おやと、よく山やま登のぼりをするから」って説せつ明めいしたら、納なっ得とくしてくれた。

　……本ほん当とうはレッドのためのトレーニングの１つだったんだけど、ウソじゃないからいいよね。

　ほかのペアも、響ひびきとケイなら、どっちもマッピングできるはず。

　七な音おも、響ひびきと同どう等とうの探たん偵ていと考かんがえたら、できないとは思おもえない。

　有あり栖すちゃんも、さっき、できるって言いっていたし。

　やっぱり画が家かだけあって、感かん覚かくにすぐれてるのかな？

　そんなことを思おもいつつ、通つう路ろを進すすんでいく。

　冷つめたさを感かんじる灰はい色いろの石いし壁かべが、ずっと左さ右ゆうに続つづいている。

　さっき通とおった通つう路ろとちがうはずなのに、見みたところは変かわりがない。

　目め印じるしになるものが少すくないから、注ちゅう意いしないと、ちょっとまちがえると帰かえれなくなりそう。

　理り央お先せん輩ぱいもそれがわかっているのか、少すこし進すすむと足あしを止とめ、わたしがマップに書かきこむのを待まってから、また進すすむというのを、くり返かえしてくれている。

　理り央お先せん輩ぱいが、飛とび出ださないか心しん配ぱいだったんだけど、そんなことはないみたいだ。

　理り央お先せん輩ぱいは、今こん回かいの旅りょ行こうのホストだから、たぶん心しん配ぱいであると同どう時じに、責せき任にんもすごく感かんじているんだと思おもう。

　らしくないぐらい、声こえを荒あららげたり、余よ裕ゆうがなかったりするのは、そのせいなんじゃないかな。

　もちろん、わたしにも、あせる気き持もちはある。

　レッドとして、早はやく動うごきたい！

　詩し織おり先せん輩ぱいと、アリー先せん輩ぱいを助たすけたい！

　でも、そういうときこそ、慎しん重ちょうに動うごくべきだって、今いままでの経けい験けんからわかってる。

　地ち下か通つう路ろは、さっききたときと同おなじで、夏なつにしてはひんやりとしていて、少すこしほこりくさい。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうがなかったら真まっ暗くらだろうし、壁かべをたよりにして歩あるこうと手てをつけば、しかけが作さ動どうする。

　かなり性せい格かくが悪わるい人ひとが、設せっ計けいしたとしか思おもえない。

「…………こんなことになるなんて、思おもっていなかったんだ……」

　ふと立たち止どまったとき、理り央お先せん輩ぱいが、ぽつりと口くちにする。

「わかってますよ、先せん輩ぱい。こんな事じ件けんが起おこるなんて、予よ測そくできません」

　わたしは、少すこし強つよめに否ひ定ていする。

　理り央お先せん輩ぱいに責せき任にんがあるなんて、この旅りょ行こうに参さん加かした人ひとたち、だれも思おもっていないはずだ。

　それでも、理り央お先せん輩ぱいなら責せき任にんを感かんじてしまうんだろうけど……。

「でも、旅りょ行こうはぼくのアイデアだからね。しかも、ぼくの個こ人じん的てきな理り由ゆうからなんだ」

「個こ人じん的てきな理り由ゆう、ですか？」

　理り央お先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしは首くびをかしげる。

　てっきり、いつものように、楽たのしい企き画かくを思おもいついたから、だと思おもってたんだけど。

「ぼくが大だい学がく生せいになったら、本ほん格かく的てきに清きよ瀬せ家けの跡あと継つぎとしての役やく割わりも増ふえそうでね。さすがに、こんなふうに気き楽らくにみんなで遊あそびにいけなくなると思おもって……だから、この旅りょ行こうを企き画かくしたんだ。それが……」

　理り央お先せん輩ぱいが、ぐしゃと顔かおをしかめたのが、横よこにいたわたしにも見みえた。

　理り央お先せん輩ぱいがこの旅りょ行こうの企き画かくに、そんな想おもいを抱いだいていたなんて……。
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「わたしはうれしいですよ。理り央お先せん輩ぱいに旅りょ行こうにさそってもらえて」

「だが……」

「事じ件けんは事じ件けんです。悪わるいのは犯はん人にんなんですから。それにもしかしたら、先せん輩ぱいたちが２人ふたりで、ここ以い外がいのどこかに出でかけてるって可か能のう性せいも、まったくないわけじゃないですし」

　詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいの性せい格かくから、その可か能のう性せいは低ひくいと思おもいつつも、わたしは言いう。

「……そうだな」

　理り央お先せん輩ぱいは、うなずくと前まえを向むいて歩あるきだす。

　わたしも、ついていきながらマッピングを再さい開かいする。

　それにしても……。

　石いし造づくりの地ち下か空くう間かんは、いくつも枝えだ分わかれしていて、すべての通つう路ろをさがすことなんてできない。

　枝えだ分わかれした通つう路ろの、どれを選えらぶかは、勘かんでしかないんだよね。

　あとは、なにか手てがかりになるような物ものがないか、注ちゅう意い深ぶかく地じ面めんを見みているけれど、それらしいものは見みつからない。きれいすぎるぐらい。

「そろそろ５分ふんになる。帰かえらないとダメか……」

　理り央お先せん輩ぱいが腕うで時ど計けいを見みて、くやしそうに言いう。

「少すこしずつ、さがす場ば所しょを、広ひろげていくしかないですよ」

「……そうだな。アスカになぐさめられるなんて、よほどぼくは切せっ羽ぱ詰つまった顔かおをしてるんだね」

　理り央お先せん輩ぱいは、頭あたまを切きりかえたのか、明あかるい声こえと顔かおでわたしをふり返かえる。

「それ、どういう意い味みですかー」

　わたしも、わざとおどけてみせる。

　理り央お先せん輩ぱいが無む理りしているのはわかるけど、それでも場ばを明あかるくしようとしているのなら、話はなしをあわせて、少すこしでも冷れい静せいになれればいい。

　それで心しん配ぱいが消きえるわけじゃない。

　ただ、ずっと気きを張はり詰つめていると、動うごきたくても動うごけなくなる場ば合あいがあるんだよね。

　理り央お先せん輩ぱいは、わたしまで気きを張はらせすぎないように、気きをつかってくれたんじゃないかな。

「なら、帰かえりは、わたしが先せん頭とうを行いきますね」

　わたしは理り央お先せん輩ぱいから懐かい中ちゅう電でん灯とうを受うけとり、自じ分ぶんのマッピングした地ち図ずがまちがっていないか、確かく認にんしながら前まえを歩あるく。

　もうすぐ、みんなの集しゅう合ごう場ば所しょである、館やかたの階かい段だんの下しただ。

　よかったぁ……地ち図ずは、まちがってなかったみたいだ。

　地ち下か空くう間かんのマッピングをしたのは、はじめてだったから、ちょっと不ふ安あんだったんだよね。

「もうすぐ着つきますよ、理り央お先せん輩ぱい」

　わたしは、地ち図ずから顔かおを上あげて、後うしろの理り央お先せん輩ぱいをふり返かえる。

「えっ……」

　目めの前まえの光こう景けいに、一いっ瞬しゅん頭あたまが真まっ白しろになる。

　────だれもいない。

　さっきまで、そこにいたはずの理り央お先せん輩ぱいの姿すがたが、通つう路ろのどこにもなかった。

「理り央お先せん輩ぱい!?」

　呼よびかけて、懐かい中ちゅう電でん灯とうで周しゅう囲いをてらす。だけど、どこにも姿すがたはない。

　まさか、理り央お先せん輩ぱいもさらわれた!?

　今いまきた道みちを引ひき返かえそうとしたところで、ぐいと腕うでをひっぱられた。

「理り央お先せん輩ぱい……!?」

　腕うでをひっぱった相あい手てを見みると、そこにはなぜかケイがいた。

「……大おおきな声こえがきこえたから、きた。なにがあった？」

　ケイが、まっすぐにわたしを見みて、きいてくる。

　おくれて、響ひびきや七な音おや有あり栖すちゃんも、走はしってやってくる。

　館やかたの下したの最さい初しょの地ち下か空くう間かんの、近ちかくだったらしい。

　そのみんなを見みながら、わたしはギュッとくちびるをかんでから、口くちを開ひらいた。

「理り央お先せん輩ぱいが……いっしょにいた理り央お先せん輩ぱいが、いなくなってしまったんです……！」







　　　　25　冷れい静せいな炎ほのお







　わたしたちは、また館やかたまで、もどることになった。

　リビングまでもどると、わたしはいそいで状じょう況きょうを、みんなに説せつ明めいする。

　といっても、ほとんど説せつ明めいできることはない。

　だって、突とつ然ぜんいなくなったんだから。

「突とつ然ぜん、姿すがたが消きえた、か。自じ分ぶんでいなくなった可か能のう性せいは……ないな」

「そうね。となると、矢やがとんでくるしかけの他ほかに、一いっ瞬しゅんで身みを隠かくすしかけがあったということかしらね」

　響ひびきと七な音おの口く調ちょうは、冷れい静せいなまま。

　なんで、こんなときまで落おちついてるの！

　アリー先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいだけじゃない、理り央お先せん輩ぱいまで消きえちゃったんだよ!?

「どっちにしても、理り央お先せん輩ぱいは地ち下かでいなくなったんです！　早はやく捜さがしにいかないと！」

「……落おちつけ、アスカ」

　ケイが、わたしの目めをまっすぐに見みる。

　冷れい静せいで、あせりもない、いつものケイの目めだ。

　……いや。いつも以い上じょうに落おちついているかもしれない。

　その目めを見みて、わたしはやっと、自じ分ぶんがとりみだしていたんだって、気きづいた。

「ごめんなさい……」

　わたしはあやまって、ソファにすわりなおす。

　大だい丈じょう夫ぶ。もし本ほん当とうに危あぶないのなら、ケイだってもっと積せっ極きょく的てきに動うごいているはずだ。

　それに、響ひびきも七な音おもいる。

　２人ふたりの瞳ひとみも、その冷れい静せいさの奥おくに、ちらちらと燃もえる、失しっ敗ぱいを悔くいる炎ほのおが見みえる気きがした。

　だからか、響ひびきも七な音おも、冷つめたい印いん象しょうはなかったんだよね。

　冷れい静せいに熱あつくなっているっていうのかな。

　ケイとはまたちがうタイプだ。

「でも、これで決けっ定てい的てきになったんじゃないかしら？」

　それまでだまっていた有あり栖すちゃんが、響ひびきをちらりと見みて言いう。

「なんのことだい？」

　響ひびきが、有あり栖すちゃんにきき返かえす。

「とぼけなくてもいいわよ。清きよ瀬せ家けのお嬢じょう様さまが、地ち下かで行方ゆくえ不ふ明めいになった。それは、前まえの２人ふたりがいなくなったことと、つなげて考かんがえるのが普ふ通つうよね？」

　有あり栖すちゃんは、口くちもとは笑わらっているけど、目めが笑わらってない。

　この状じょう況きょうが気きに入いらない、という感かん情じょうが伝つたわってくる。

　有あり栖すちゃんが、こんなふうに感かん情じょうを見みせるのは、めずらしいかもしれない。

「その可か能のう性せいは高たかい。危き険けんが高たかまったとも言いえる」

「だから、ここからは、あたしと響ひびきの２人ふたりで動うごく。みんなにはもう、協きょう力りょくをお願ねがいはできないわ。まただれかが、行方ゆくえ不ふ明めいになる可か能のう性せいがあるから」

　響ひびきと七な音おが、続つづけて言いう。

　だけど……！

「でも、それじゃあ捜そう索さくに時じ間かんがかかりすぎるって……！」

　わたしが食くい下さがろうとすると、ケイに腕うでをひっぱられる。

　な、なに？

　ケイのほうを見みるけど、表ひょう情じょうはさっきと変かわらない。

　ケイ？　なにか考かんがえがあるの？

「２人ふたりの考かんがえは、わかりました。……それでぼくたちは、どうすれば？」

　ケイが、響ひびきにたずねる。

「しっかりと戸と締じまりをして、館やかたの中なかにいてほしい。警けい察さつがくるまでは、館やかたの玄げん関かんも開あけないでください」

　響ひびきが、わたしたちを見みまわして言いう。

　わたしは首くびをかしげる。

　ずいぶんと慎しん重ちょうじゃない？

　理り央お先せん輩ぱいがいなくなったのは、地ち下かでのことなのに、外そとにも出でるなって。

　たしかに、詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいがどこでいなくなったのかは、わからないけど、ケイは外そとに出でたところを見みてないって、言いってるわけだし。

　話はなしはこれで終おわり、とばかりに響ひびきと七な音おは、装そう備びを整ととのえ直なおして、地ち下かへの階かい段だんのある部へ屋やに向むかう。

　部へ屋やに入はいる前まえに、もう一いち度どふりむいた。

「くれぐれも、地ち下かには来こないでくださいね」

「わかってます」

　そんなに無む茶ちゃしそうに見みえたのかな。

　……見みえたかもしれない。

　さっきは、すごくとりみだしちゃったし。

　響ひびきと七な音おは、地ち下かへの階かい段だんを下おりていく。

　２人ふたりの気け配はいが、地ち下か空くう間かんの奥おくのほうへ消きえていくのがわかる。

　わたしが、ふりむくと、有あり栖すちゃんがくちびるのはしをあげて、わたしを見みあげた。

　この笑えみは……。

　さっきまでの天てん才さい画が家かの宝ほう条じょう有あり栖すでも、10歳さいの女おんなの子こでもない。

　ラドロの有あり栖すちゃんの顔かおだ。

「──さあて。それで、怪かい盗とうレッドのお２人ふたりは、どう動うごくつもりかしら？」







　　　　26　怪かい盗とうレッド、出しゅつ動どう！







「──もちろん、いなくなった３人にんを捜さがしにいく。でしょ、ケイ？」

　わたしはすぐにこたえてから、ケイを見みる。

　響ひびきと七な音おがいない今いま、レッドとして動うごくには、一いち番ばんいいチャンスだ。

　さっきケイがわたしを止とめたのは、このためだって、今いまになってわかった。

　わたしがあそこでねばって、また響ひびきたちといっしょに行こう動どうしたら、レッドとしては動うごけなくなるもんね。

「そのつもりだ。ただ、その前まえに、アスカに、いくつか確かく認にんしておきたいことがある」

　ケイも、さっきまでとちがい、レッドのときにする、一いち段だんとするどい表ひょう情じょうをしてる。

「なに？」

「清きよ瀬せ先せん輩ぱいがいなくなったとき、アスカは本ほん当とうに、まったく気け配はいを追おえなかったのか？」

　ああ……そうだよね。疑ぎ問もんに感かんじて当とう然ぜんだ。

「マッピングが、まちがっていないかに集しゅう中ちゅうしていたのもあるけど、消きえたことに気きづかないぐらい、不ふ自し然ぜんなことが、なにもなかったんだ。だから、もし理り央お先せん輩ぱいがだれかにさらわれたなら、犯はん人にんは気け配はいを消けせるんだと思おもう」

「それは、サクスぐらい……ってことかしら？」

　有あり栖すちゃんが、きいてくる。

「ううん。さすがに、そこまでじゃないよ。わたしが集しゅう中ちゅうしていれば、たぶん気きづけたと思おもう。だからこれは、わたしのしっ……」

「アスカが責せき任にんを感かんじる必ひつ要ようはない。みんな、危き険けんを理り解かいした上うえで、捜そう索さくに出でた」

「そうね。アスカのせいだなんて、あのお嬢じょう様さまは口くちがさけても言いわないと思おもうわ」

　わたしが言いいかけた言こと葉ばを、ケイと有あり栖すちゃんが、たてつづけにさえぎる。

　……かばってくれて、うれしいけど、やっぱり責せき任にんは感かんじるよ。

「ありがとう、２人ふたりとも。それでケイは、３人にんの居い場ば所しょの見けん当とうはついているの？」

「いや。ぼくにもわからない」

　ケイが、首くびを横よこにふる。

「そうなんだ……」

　ケイでもわからないなら、これから、どうしたらいいんだろう……？

「だから────これから最さい短たんでさがす」

　ケイが、言いい切きる。

「怪かい盗とうレッドとして動うごくぞ」




　わたしはレッドのユニフォームに着き替がえると、地ち下かの階かい段だんを下おりたところに立たつ。

　ケイは館やかたのリビングで、わたしのナビをしてる。

　わたしのとなりには、どうしてか有あり栖すちゃんもいる。

「わたくしも連つれていきなさい。きっと役やくに立たつから」

　有あり栖すちゃんは、いつもの笑えみを消けして、真しん剣けんな顔かおでわたしを見みあげている。

「どうしよう、ケイ？」

　わたしは、通つう信しんでケイにきく。

　少すこし間まがあってから、ケイから返へん事じがくる。

『連つれていこう』

「わかった。有あり栖すちゃん、連つれていくよ」

「さすがケイは、話はなしが早はやくて助たすかるわ」

　有あり栖すちゃんに、いつもの笑え顔がおがもどる。

　どういうつもりかはわからないけど、有あり栖すちゃんなりに、今こん回かいの事じ件けんに思おもうところがあるのかもしれない。

　なんだかんだいっても、今こん回かいの旅りょ行こうで楽たのしそうだったもんね、有あり栖すちゃん。

『それじゃあ、怪かい盗とうレッド出しゅつ動どうだ』

　ケイが通つう信しん越ごしに告つげ、わたしは動うごきだした。







　　　　27　設せっ計けい者しゃの〝くせ〟







　わたしは、地ち下か通つう路ろを警けい戒かいしながらも、走はしって進すすむ。

　有あり栖すちゃんは、わたしが背せ中なかに背せ負おっている。

　有あり栖すちゃんは、すごく不ふ満まんそうだったけど。

　でも、しょうがない、この形かたちが一いち番ばん動うごきやすいんだから。

『アスカ、その次つぎを左ひだりだ』

　インカムから聞きこえるケイのナビに従したがって、わたしは暗くら闇やみの中なかで、地ち下か通つう路ろを左ひだりに曲まがる。

　ケイは、今いままでのそれぞれマッピングされた地ち図ずを、すべて暗あん記きしたらしい。

　地ち図ずは、響ひびきと七な音おが預あずかっていたから、ほかの地ち図ずを見みることができたのは、ほんの一いっ瞬しゅんだったはずだ。

　それだけで、完かん全ぜんに記き憶おくしてるっていうんだから、ケイはやっぱりケイだよね。

「わたくしたちがマッピングした地ち図ずは、この地ち下か空くう間かんの中なかの、ほんの一いち部ぶ。それなのに、迷まよいなくナビゲーションできるのは、どうしてかしら？」

　背せ中なかの有あり栖すちゃんが、ケイにたずねる。

　わたしが見みてきいているものは、リアルタイムでケイに伝つたわっているから、もちろんこの有あり栖すちゃんの声こえもケイにきこえてる。

『むずかしい話はなしじゃない。マッピングした地ち図ずから、同どう時じに、地ち下か全ぜん体たいの構こう造ぞうの推すい測そくもしているだけだ。現げん在ざいも、ナビをしながら同どう時じに解かい析せきを進すすめてる』

　な、なにそれ……!?

　わたしには、もうなにがなんだか、言いっている意い味みがわからなかったけど。

「この地ち下か通つう路ろに、パターンはなかったと思おもうのだけれど」

『ああ。だが、設せっ計けい者しゃ独どく自じの〝くせ〟はある。そして、この地ち下か通つう路ろの設せっ計けいをしたのも志し波ば覚かく蔵ぞうだと仮か定ていすれば、さらに推すい測そくがたてやすい』

　有あり栖すちゃんの質しつ問もんに、ケイが答こたえる。

「あいかわらず、ケイはめちゃくちゃね」

　有あり栖すちゃんが、わたしの背せ中なかで肩かたをすくめたのがわかる。

　わたしにはさっぱりだけど、そんなケイだからこそ、この状じょう況きょうですごく頼たよれるんだよね。
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「58歩ぽ目め、左さ右ゆうに分ぶん岐き！」

『そこは右みぎだ』

　ケイのナビ通どおりに、走はしっていく。

　わたし自じ身しんは、もう館やかたにもどるルートはわからない。

　かなりの速はやさで走はしってきて、わたしの頭あたまの中なかのマッピングをつづけるのはムリだし、ここまで何なん度ども左さ右ゆうに曲まがったりして、さらに複ふく雑ざつに移い動どうしてきてる。

　ケイがいなかったら、帰かえることもむずかしいと思おもう。

　だけど、これっぽっちも不ふ安あんはない。

「ここは行いき止どまりだよ。……でも右みぎ壁かべの色いろが、ちょっと変へんかも」

　わたしは、行いき止どまりで足あしを止とめる。

『わかった。その壁かべはおそらくしかけだろう。もどって左ひだりだ』

　先さきが行いき止どまりでも、そのこともケイには手てがかりになるらしい。

　わたしは今いま、来きた道みちをもどろうとして──

「……っ！」

　足あしがすべって、転ころびはしないものの、拍ひょう子しに片かた手てを壁かべについた。

　ガコンと音おとがして、石いしがへこむ。

　まずいっ！

　すぐさま、体たい勢せいをととのえて、身みがまえる。

　壁かべの一いっ角かくが開ひらいていて、そこからザバッと、液えき体たいが飛とびだしてくる。

　水みずっ!?

　疑ぎ問もんに思おもいつつも、わたしは液えき体たいをかわす。

「かわして正せい解かいよ。しかけが、えげつないわね」

　有あり栖すちゃんが、地じ面めんに広ひろがった液えき体たいを指ゆびさす。

　なんだか、ツーンとする薬やく品ひんの臭においがする。

「この臭においは塩えん酸さんね。あまり吸すわないほうがいいわよ。広ひろい空くう間かんでこの量りょうなら問もん題だいないでしょうけれど、中ちゅう毒どく死しするから」

「ちゅ、中ちゅう毒どく死し!?」

　有あり栖すちゃんの言こと葉ばに、わたしはあわてて、飛とびずさる。

「あれをかぶっていたら、火傷やけどをしていたのはまちがいないわね」

「有あり栖すちゃん、ずいぶんくわしいね……」

「これでも勉べん強きょうは得とく意いなほうなのよ」

　たぶん、小しょう学がく生せいが習ならう範はん囲いじゃないと思おもうよ。

『気きをつけろ。しかけを受うけたら、無ぶ事じではすまないものばかりのはずだ』

「りょーかい！」

　さらにケイのナビで進すすんだところで、わたしは不ふ意いに足あしを止とめる。

「……どうしたのかしら？」

　有あり栖すちゃんが、わたしの様よう子すに気きづいて、声こえをひそめて、きいてくる。

「まだ遠とおいけど、人ひとの気け配はいがする。先せん輩ぱいたちの気け配はいじゃない。……どうする、ケイ？」

　わたしも、声こえをひそめて問といかける。

　ケイは、淡たん々たんとした声こえでつげた。

『やっと、たどりついたか。この事じ件けんの犯はん人にんの一いち味みの可か能のう性せいが高たかい。……制せい圧あつする』







　　　　28　犯はん人にんたちに突とつ入にゅう！







　わたしは、有あり栖すちゃんを地じ面めんにおろすと、手てで、その場ばで待まつようにしめす。

　それから１人ひとりで、前ぜん方ぽうの人ひとの気け配はいがあるほうに、忍しのびよっていく。

　気け配はいの数かずは、４つだ。

　通つう路ろのかげからうかがうと、４人にん全ぜん員いんが黒くろずくめの服ふくを着きて、顔かおをおおう覆ふく面めんをしている。

　あきらかにあやしい。

　……まあ、こんなところにいる時じ点てんで、あやしいんだけどね。

　男おとこたちは、こちらには気きづいていない。

　気け配はいから、腕うではそれなりにあるだろうけど、タキオンの幹かん部ぶみたいな凄すご腕うではいなそうだ。

「人ひとさらいは、本ほん職しょくじゃないんだがな……」

「しょうがないだろ、あっちが悪わるいんだ。こんなところまで調しらべられるとは……もう後あとがない」

「次つぎはどうする？　もう１人ひとりくらい、さらっておくか？」

　男おとこたちが話はなしているのが、きこえてくる。

　まちがいない！

　詩し織おり先せん輩ぱいやアリー先せん輩ぱいや理り央お先せん輩ぱいをさらったのは、あいつらだ！

「どうするの、ケイ？」

　わたしは、飛とびだしたい気き持もちをおさえて、ケイに判はん断だんをゆだねる。

『しかける。情じょう報ほうをききだす必ひつ要ようはない。制せい圧あつしていい』

「りょーかい」

『３、２、１……ＧＯ！』

　ケイの合あい図ずといっしょに、わたしは奇き襲しゅうをかける。

　暗くら闇やみの中なか、足あし音おとを消けしたまま一いっ瞬しゅんで距きょ離りをつめたわたしに、相あい手ては気きづいていない。

「はあっ！」

　一いち番ばん手て前まえにいた男おとこを、背せ中なかから発はつ勁けいで、壁かべまで吹ふき飛とばす。

「ごはぁ……！」

　まずは１人ひとり。

「なんだ!?」「だれかいるぞ！」「警けい戒かいしろ！」

　残のこった男おとこたち３人にんが、あわててかまえをとる。

　おそいっ！

　わたしは、左ひだりにいた男おとこに、足あしばらいをはなつ。

「うわっとと！」

　体たい勢せいをくずした男おとこに、パンチを食くらわせる。

　そこでようやく、相あい手てからの攻こう撃げきがきた。

　するどい左ひだり手ての突つきだ。

　半はん身みになってかわすと、わたしはカウンター気ぎ味みに、男おとこのあごに掌しょう底ていを入いれる。

「がはっ！」

　くずれ落おちる男おとこからすぐに視し線せんを切きって、最さい後ごの１人ひとりに狙ねらいを定さだめる。

「くそっ！」

　残のこった男おとこが、壁かべの一いち部ぶを押おしこむ。

　なに!?

　　　ビュッ！

　暗くら闇やみで、一いっ瞬しゅんきらめくものをさっして、わたしはその場ばからバックステップではなれる。

　壁かべから、槍やりが飛とびだしてきて、さっきまでわたしがいた場ば所しょに、突つきたっていた。

　あ、あぶな……。

　でもわたしは、槍やりを飛とびこえると、そのまま男おとこに飛とび蹴げりを食くらわせて、気き絶ぜつさせる。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうをつけると、床ゆかに４人にん全ぜん員いんが転ころがっていた。

「ふぅ……しかけを使つかってくるとは、思おもわなかったよ」

「相あい手ては、ずいぶんと、この地ち下かにくわしいみたいね」

　はなれたところにいた有あり栖すちゃんが、こっちにやってくる。

『どんなしかけがあるか、わからない。気きを抜ぬくなよ』

「わかってるって」

　有あり栖すちゃんを背せ負おいなおして、より慎しん重ちょうに進すすむ。

　さっきと同おなじように、３～４人にんの気け配はいがあるところがあったけど、今こん度どはさけて、さらに奥おくに進すすんでいく。

『……そろそろのはずだ』

　ケイが言いうのと同どう時じに、わたしも気きづく。

　曲まがり角かどの向むこうに、また人ひとの気け配はいがある。

　しかも、今いままでより、この先さきはもっと多おおい。

　10人にん以い上じょうかな。

　曲まがり角かどから明あかりがもれて、地じ面めんをてらしてる。

　壁かべぎわに立たって、鏡かがみを使つかって曲まがり角かどの先さきを確かく認にんすると、そこに牢ろうのような場ば所しょがある。

　あれって……やっぱりそうだ！

　牢ろうの中なかに、アリー先せん輩ぱいと詩し織おり先せん輩ぱいと理り央お先せん輩ぱいの姿すがたがある。

　やっぱり、この地ち下かにいたんだっ!!

　はやる気き持もちをおさえて、わたしは鏡かがみ越ごしによく観かん察さつする。

　理り央お先せん輩ぱいは、気きを失うしなっているらしく、詩し織おり先せん輩ぱいが、ひざまくらをしている。

　すぐにかけつけたいけど、近ちかくには10人にんほどの覆ふく面めんの男おとこたちがいる。

　しかも、わたしが倒たおした男おとこたちに気きづいたのか、警けい戒かいをしている。

　まずは様よう子すをうかがわないと。

　耳みみをすまして、男おとこたちの会かい話わを盗ぬすみ聞ぎく。

「さらってきてどうするんだ！　このあと、どうするつもりだ!?」

「だからって、あいつらに、かぎ回まわらせておくわけにもいかないだろ！」

「しかし、これじゃあ、騒さわぎが大おおきくなって、いくらなんでもばれるんじゃないか」

「この地ち下かがわかるのは、おれたちだけだ。問もん題だいないはずだ」

　なんだかよくわからないけど、男おとこたちはもめてるみたい。

　でも、この男おとこたちが理り央お先せん輩ぱいたちをさらったのは、まちがいないみたいね！

「ケイ？」

　わたしは、ケイに判はん断だんをあおぐ。

『白しら里さと響ひびきたちと合ごう流りゅうできればよかったが、彼かれらを待まっている時じ間かんはなさそうだ。動うごくぞ』

「うん」

　先せん手てを打うてるときに打うたないと、どうなるかわからない。

「有あり栖すちゃんは、ここで待まってて」

「わかったわ。さっさと片かたづけてきなさい」

　有あり栖すちゃんは地じ面めんにおりると、後うしろに下さがって手てをひらひらとさせる。

「うん、行いってくる」

　わたしはうなずくと、ものかげから飛とびだした。







　　　　29　強きょう力りょくな護ご衛えい







　身みを低ひくくして、わたしは、あえて足あし音おとを消けさずに男おとこたちに突とっ進しんする。

　まずは、男おとこたちの意い識しきを、わたしのほうに向むけないといけない。

　牢ろうにいる３人にんを、人ひと質じちに使つかわれるとまずい。

　足あし音おとに気きづいた男おとこたちが、わたしのほうをふりむく。よしっ！　注ちゅう意いを引ひけた。

「なにものだ！」

「３班はんのやつらをやったのは、こいつか！」

　覆ふく面めんの男おとこたちが、次つぎ々つぎにかまえをとる。

　わたしは一いち番ばん近ちかい場ば所しょにいた男おとこに向むかう。

　相あい手てが身みがまえたといっても、不ふ意いはつけてる。

　　　タンッ！

　地じ面めんを強つよくふみこんで加か速そく、男おとこの目めの前まえで右みぎに飛とび、男おとこがふるった拳こぶしが空くうを切きる。

「はっ！」

　ための少すくない発はっ勁けいを、男おとこの横よこっ腹ぱらにたたきこむ。

「がはっ！」

　男おとこがくの字じになって、地じ面めんに倒たおれこむ。次つぎは……！

　わたしは、次つぎの相あい手てをさがそうとしたけど、相あい手ては距きょ離りをつめてこない。

　こないなら間まを空あけず、こっちから行いく！

　わたしが、その場ばからふみだすと同どう時じに、左ひだり手て前まえの男おとこが壁かべを押おしこむ。

　　　ガタン　ブォッ！

　真ま横よこの壁かべから音おとがしたかと思おもうと、斧おのが飛とびだしてくる。

「ちょっ！」

　わたしは、加か速そくして、なんとか斧おのをかわす。

　　　ガコン！

　また音おとがしたかと思おもったら、今こん度どは壁かべから液えき体たいがふきだしてくる。

　さっきと同おなじなら、危き険けんな薬やく品ひん!?

　わたしは、急きゅうブレーキから、バックステップでなんとかかわす。

　地じ面めんをぬらした液えき体たいから、やはりツンとしたにおいがする。

　それにしても……。

　しかけを使つかわれると、予よ想そうできないから、やっかいだ。

　覆ふく面めんの男おとこたちは、それほど強つよいとは思おもえない。

　だけど、この地ち下か空くう間かんのしかけを、知しりつくしてる。どうしたら……。

　わたしが考かんがえている間まを、狙ねらっていたらしい。

　別べつの場ば所しょから合ごう流りゅうしたらしい新あらたな覆ふく面めんの男おとこたち３人にんが、わたしの出でてきた通つう路ろに向むかってる。

　まずいっ！　有あり栖すちゃんが狙ねらわれる！

「有あり栖す！」

　わたしは、声こわ色いろを変かえてさけびながら、助たすけに入はいるために走はしり出だす。

「させるか！」

　覆ふく面めんの男おとこがさけんで、また別べつのしかけを作さ動どうさせる。

　壁かべから飛とび出だしてくる矢やをよけつつ、わたしは有あり栖すちゃんのもとに向むかおうとするが、一いっ瞬しゅんのタイムロスで、あきらかに間まに合あわない。

　……有あり栖すちゃん、逃にげてっ！

　10歳さいの有あり栖すちゃんの足あしでは、逃にげきれないのはわかっているけど、それでも……！

「あら。熱ねつ烈れつな歓かん迎げいをありがとう。でも、わたくしには必ひつ要ようないわ」

　目めの前まえにせまる覆ふく面めんの男おとこたちにむかって、有あり栖すちゃんは余よ裕ゆうの笑えみをうかべたまま短みじかくつげる。

「サクス」

　　　ヒュンッ！

　何なん度どもきいた、針はりがとぶ音おとがきこえるのと同どう時じに、男おとこたちの体からだや腕うでに、針はりが突つき刺ささる。

「な、なんだこれ……意い識しきが……」

　有あり栖すちゃんにせまった男おとこたちが、次つぎ々つぎに地じ面めんにくずれ落おちる。

「──こっちは心しん配ぱいいらないわよ、レッド」

　有あり栖すちゃんは、平へい気きな顔かおで言いってくる。

　どうやら、本ほん当とうらしい。

　ずっと、有あり栖すちゃんのことを、サクスが護ご衛えいしていたみたいだ。

　気け配はいをまったく感かんじさせないまま……さすが、盗とう賊ぞく組そ織しきラドロだけはある。

　敵てきにまわったらやっかいだけど、味み方かたなら心こころ強づよい。

　あ、もしかして……。

　ケイが有あり栖すちゃんを連つれていくように言いったのは、サクスもついてくることになるから？

　ケイはサクスの気け配はいに気きづけなくても、サクスが護ご衛えいしていることを推すい測そくしていたはずだ。

　もちろん、有あり栖すちゃんに危き険けんが及およばなければ手てを出ださないだろうけど、それでも敵てきからすれば戦せん力りょくに見みえるもんね。

「人ひと質じちを使つかえ！」

　男おとこの１人ひとりが、指し示じを出だす。先せん輩ぱいたちっ!?

　相あい手てだって、バカじゃない、わたしがさらわれた先せん輩ぱいたちを助たすけにきたことに気きづくよね！

　間まに合あえ！

　牢ろうに向むかうわたしの前まえに、覆ふく面めんの男おとこたちが立たちはだかる。

「邪じゃ魔ま！」

　わたしは発はっ勁けいをはなつけど、あせって大おお振ぶりになったせいか、男おとこたちに紙かみ一ひと重えでかわされる。

　その間あいだにも、牢ろうが開あけられて、男おとこの１人ひとりがアリー先せん輩ぱいに手てを伸のばす。

「このぉ！」

　わたしは、突とっ破ぱしようと、男おとこたちに向むかって突とつ撃げきする。

「させるかっ！」

　男おとこの１人ひとりが壁かべを押おしこむと、数すう本ほんの刃やいばが壁かべからつきだされる。

「……くっ！」

　バックステップで、ギリギリのところをかわす。

　ダメだ、突とっ破ぱできない！　……アリー先せん輩ぱいっ！

　牢ろうのほうに視し線せんを向むけたとき、

「ぎゃあああっ！」

　アリー先せん輩ぱいに近ちかづいていた男おとこが、手てをおさえてうずくまった。

　その男おとこの手ての甲こうには、小こ型がたのナイフが刺ささっている。

　──ど、どういうこと？

　それに、あのナイフは、どこかで見みたことがあるような……。

　考かんがえても、すぐには思おもい出だせない。

　そもそも、あのナイフはどこから出でてきたの？

『疑ぎ問もんは、あとだ』

　わたしの混こん乱らんをさっしたように、ケイが言いう。

「人ひと質じちをおさえろ、いったん引ひくぞ！」

　男おとこの１人ひとりの指し示じを受うけて、アリー先せん輩ぱいたちに５人にんほどがせまっていく。

　まずい、このままだと……！

「逃にげて！」

　さけびながら、目めの前まえにいる男おとこたちを倒たおしていくけど、先せん輩ぱいたちとはまだ距きょ離りがある。

　詩し織おり先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいを抱かかえながら、アリー先せん輩ぱいといっしょに牢ろうから逃にげ出だそうとする。

　でも、男おとこたちのほうがはるかに速はやい。

　覆ふく面めんの男おとこが、詩し織おり先せん輩ぱいに手てをのばす。

　つかまるっ！　そう思おもった瞬しゅん間かん──

「うおぉ……ぎゃああ！」

　男おとこの体からだが、宙ちゅうを飛とんだと思おもったら、地じ面めんにたたきつけられる。

「状じょう況きょうが混こん乱らんしているが……ギリギリ間まに合あったか」

「そうみたいね。レッドにまた借かりができたみたいよ」

　詩し織おり先せん輩ぱいたちのそばに立たっていたのは、響ひびきと七な音おの２人ふたりだった。







　　　　30　炎ほのおにつつまれた迷めい路ろ







　なんで、ここに響ひびきと七な音おがいるの!?

　わたしがおどろいている間あいだにも、響ひびきと七な音おは、次つぎの行こう動どうにうつっていた。

　響ひびきは向むかってくる覆ふく面めんの男おとこを投なげ飛とばし、七な音おは攻こう撃げきをさばきつつ、スタンガンも使つかって気き絶ぜつさせる。

　七な音おが詩し織おり先せん輩ぱいたちのガードにつき、響ひびきがアタッカーとして近ちかづかせないようにする。

　２人ふたりの連れん係けいは、息いきがぴったりだ。

　わたしも、今いまは目めの前まえに集しゅう中ちゅうすることにして、覆ふく面めんの男おとこを１人ひとりずつ倒たおしていく。

　はさみ撃うちになったうえに、人ひと質じちは響ひびきと七な音おが守まもってくれてる。

　これで形けい勢せい逆ぎゃく転てんだよ！

「なんでだ！　なんで、今いまさらおまえらみたいなのが！」

　覆ふく面めんの男おとこの１人ひとりがさけぶと、壁かべの一いち部ぶを押おしこむ。

「お、おい、おまえなんてことを……！　ちっ。逃にげるぞ！」

　別べつの男おとこが、声こえをかけると、覆ふく面めんの男おとこたちが、いっせいに逃にげはじめる。

　気き絶ぜつさせた男おとこたちのことも、手て分わけして抱かかえている。

　覆ふく面めんの男おとこたちが、突とつ然ぜん、こちらを見み向むきもしなくなったことに、わたしはとまどう。

「な、なに？」

　すごく嫌いやな予よ感かんがする。

　わたしがあたりをうかがっていると、火か薬やくのようなにおいを感かんじとる。

　頭あたまの中なかの警けい報ほうが、ビービーと鳴なり響ひびく。

「有あり栖す！」

　とっさに有あり栖すちゃんをかばって、地じ面めんにふせる。

　　　ドンッ!!

　体からだがふるえるような爆ばく発はつ音おんとともに、壁かべのあちこちから炎ほのおがふきだす。

　さっきのは、このしかけを作さ動どうさせたってわけ!?

　それより、アリー先せん輩ぱいたちは！

　わたしが顔かおをあげると、響ひびきと七な音おが先せん輩ぱいたちをかばってくれていた。

　今いまの爆ばく発はつの間あいだに、覆ふく面めんの男おとこたちの姿すがたは、すっかり見みえなくなってしまった。

　ただ、逃にげだすために、このしかけを作さ動どうさせた？

　でも、あの覆ふく面めんの男おとこたちの反はん応のうは、それだけじゃないような……。

「石いし造づくりのここなら、炎ほのおも広ひろがるはずは……って、ウソでしょ！」

　　　ドカンッ！

　また爆ばく発はつが起おきて、石いしの床ゆかの上うえを炎ほのおが広ひろがる。

　わたしは有あり栖すちゃんをかかえたまま、バックステップで炎ほのおをよける。

　炎ほのおの勢いきおいは、おさまるどころか、どんどん増ましている。

『しかけの火か薬やくに引いん火かしたのと、地じ面めんに炎ほのおが広ひろがるように、床ゆかや壁かべの石いしのすきまに、油あぶらの類たぐいがしこんであったようだ』

　ケイが、わたしの疑ぎ問もんに答こたえてくれる。

　やっぱり桧ひ崎ざき修しゅう介すけの祖そ父ふだよ！

　やることが似にてる！

　わたしは心こころの中なかで思おもいつつ、炎ほのおをよけて、響ひびきたちと合ごう流りゅうする。

　時じ間かんがたつと、ここも分ぶん断だんされちゃいそうだし。

「無ぶ事じ？」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて、響ひびきと七な音おにきく。

「ああ。なぜレッドがここにいるのか、ききたいところだが、今いまはそんなことを言いっている場ば合あいではなさそうだな」

　響ひびきが、するどい視し線せんでわたしを見みてくる。

「そうよ。このままだと、みんななかよく火ひあぶりよ！」

　七な音おは、わたしに対たいしては、それほどこだわりがないらしい。

　それに、たしかに今いまは脱だっ出しゅつが優ゆう先せんだね。

　響ひびきたちが出でてきた通つう路ろを見みると、すでに炎ほのおが広ひろがってきている。

　どうやら、爆ばく発はつが起おきたのは、ここだけではないみたい。

『地ち下か空くう間かん全ぜん体たいのしかけのようだ』

　ケイが言いう。

　早はやくここから逃にげなきゃいけない。

　だけど、複ふく雑ざつな通つう路ろを下手へたに動うごけば、本ほん当とうに逃にげ場ばがなくなる可か能のう性せいもある。

　だからって、この場ばもまもなく逃にげ場ばがなくなる。

　決けつ断だんしないといけないんだけど……。

「ぼくたちが、ここまできたルートを通とおってもどろう」

　響ひびきが言いう。

「でも、火ひがまわってるでしょ」

　七な音おが、燃もえさかる通つう路ろを見みて、首くびを横よこにふる。

「炎ほのおを消けしながら、行いくしかない」

　響ひびきが、決けつ意いした顔かおをしてる。

　あの顔かおは、響ひびき自じ身しんは火傷やけどしてでも、消しょう火かして前まえに進すすむつもりだ。

「レッドは……協きょう力りょくしてくれるか？」

　響ひびきが、いろいろな感かん情じょうが、まぜこぜになった顔かおで見みてくる。

　その表ひょう情じょうは、自じ分ぶんがもし倒たおれた場ば合あいに、残のこったメンバーを館やかたまで無ぶ事じに送おくり届とどけてくれるか？

　そんなふうな意い味みにもきこえる。

　そこまで、覚かく悟ごをして頼たのまれたら、ことわることなんてできない。

　先せん輩ぱいたちを助たすけにきたんだから、無ぶ事じに館やかたまで送おくり届とどけるのも当とう然ぜんだ。

　──もちろん。

　そう答こたえようとしたときケイから通つう信しんが入はいる。

　えっ、そんなこと可か能のうなの？

　ケイの話はなす内ない容ようにそう思おもわずにはいられなかったけど、ケイが言いうならできるんだろう。

　だって、ケイなんだから。

　わたしは、響ひびきの顔かおを見みつめ返かえす。

「もちろんよ。ただ、もっと可能性のある方法を提案させてもらうけどね」

　わたしは声こわ色いろを変かえると、余よ裕ゆうのある表ひょう情じょうに見みえるように、笑わらってみせた。
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　　　　31　２つの可か能のう性せい







「──次つぎは、３歩ぽ先さき左ひだりの下したから３段だん目めの石いしを押おして、しかけを作さ動どう！」

　わたしの指し示じを受うけて、響ひびきが石いしを押おす。

　すると、炎ほのおに包つつまれていた通つう路ろに水みずが流ながれだす。

　水みずのいきおいに、炎ほのおが一いっ気きに弱よわまる。

　その間あいだに、わたしたちは通つう路ろを進すすむ。

　そうして少すこし進すすむと、また炎ほのおに包つつまれた通つう路ろが現あらわれる。

　わたしは、また指し示じを出だして、響ひびきと七な音おがしかけを作さ動どうさせて、消しょう火かする。

　もちろん、わたしには、こんな指し示じは出だせない。

　出だしているのは、ケイだ。

　響ひびきの頼たのみに答こたえる前まえに、ケイからきた通つう信しんの内ない容ようはこんなものだった。

『この地ち下か空くう間かんのしかけは、ほぼ理り解かいした。消しょう火かに使つかえるしかけも多おおい。それを使つかえば脱だっ出しゅつ可か能のうだ』

　ケイはナビをしながら、この地ち下か空くう間かんの分ぶん析せきを進すすめていたらしい。

　そして、どういうしかけがどこにあるのかまでを、把は握あくしてしまったということみたい。

　ケイだから不ふ思し議ぎではないけど……それにしたって、よくこんな短みじかい時じ間かんでと思おもうよ。

　それを見みすかしたのか、有あり栖すちゃんが、小こ声ごえで言いってくる。

「さすがケイね。この地ち下かの構こう造ぞうを把は握あくしたうえで、設せっ計けい者しゃの思おも惑わくを理り解かいして、どこにどんなしかけがあるかを、推すい理りしたんだわ」

　有あり栖すちゃんは芸げい術じゅつ家かだから、通つうじるものがあるのだろうか。

　わたしは、説せつ明めいをきいても、さっぱりなんだけど。

　とにかく、その作さく戦せんを響ひびきたちにも説せつ明めいして、脱だっ出しゅつすることになったんだ。

「４歩ぽ先さきの右みぎの上うえから２段だん目めの、石いしのしかけを作さ動どう！」

　わたしが、インカムでケイからきいた指し示じを、そのまま伝つたえる。

　七な音おが、指し示じ通どおりに石いしを押おそうとして……

「しまっ……！」

　手てが少すこし届とどかずに、上うえから３段だん目めの石いしを押おしこんでしまう。

　ガコン、と七な音おの真ま横よこの壁かべに穴あながあき、そこから小ちいさな槍やりが、４本ほんとんでくる。

　七な音おは体たい勢せいをくずしていて、反はん応のうできてない。

「はあっ！」「はっ！」

　わたしと響ひびきが、七な音おに槍やりが届とどく前まえに、同どう時じに手しゅ刀とうでたたきおとす。

　カランカランと槍やりが、地じ面めんに転ころがる。

「ごめん！　別べつの石いしを作さ動どうさせてしまったみたい」

　七な音おが、両りょう手てをあわせてあやまる。

「手て分わけしたほうがよさそうだ。高たかいところにあるのは、ぼくにまかせて、下したのほうのしかけは七な音おに頼たのむ」

　たしかに、響ひびきがこの中なかで一いち番ばん背せが高たかいし、役やく割わりをわけたほうがいいのかも。

「……そうね。見みない間あいだに、ずいぶん背せが伸のびたみたいだし」

　七な音おは、なぜだか複ふく雑ざつそうな表ひょう情じょうをしていたけど、役やく割わりをわけるのには納なっ得とくする。

　さっそく、さっきの上うえから２段だん目めのしかけを、響ひびきが作さ動どうさせる。

　すると、壁かべから砂すながふき出だして、炎ほのおにおおいかぶさって消けしてしまう。

「しかし、奇き妙みょうな話はなしだな。これだけの大おおがかりの炎ほのおのしかけを、ほどこしておきながら、その一いっ方ぽうで、まるで消しょう火かのためのようなしかけも用よう意いしてある。まるで、脱だっ出しゅつする可か能のう性せいをつくってあるかのように」

「そのとおりなんじゃないかしら？」

　響ひびきの疑ぎ問もんに、有あり栖すちゃんが答こたえる。

「どういう意い味みだ？」

　響ひびきが、するどい目めで有あり栖すちゃんを見みる。

　変かわらずに、響ひびきは有あり栖すちゃんを警けい戒かいしているらしい。

　レッドといっしょにいるところも見みられて、さらに、あやしさが増ましちゃったもんなぁ……。

「孫まごの桧ひ崎ざき修しゅう介すけだって、他た人にんが見みれば、とんでもない建けん築ちくをつくったと思おもうかもしれないけど、彼かれなりに〝フェア〟な建けん築ちく物ぶつだったはずよ。脱だっ出しゅつ不ふ可か能のうなものをつくったりはしてない。ここが、その祖そ父ふの志し波ば覚かく蔵ぞうの設せっ計けいだったとしたなら、似にたような考かんがえ方かたをしていたんじゃないかしら」

「それなら、最さい初しょから地ち下かが炎ほのおにつつまれるしかけなんて、作つくらなければいい」

　響ひびきの言こと葉ばに、わたしは思おもわず大おおきくうなずきそうになって、なんとかこらえる。

　今いまのわたしは、アスカじゃない。

　うなずいたりしたら、変へんだよね。

「それは、探たん偵ていさんらしい考かんがえ方かただわ」

　有あり栖すちゃんは、おもしろそうに笑わらう。

　響ひびきは、気きに入いらなそうだったけど、今いまはその場ば合あいではないと判はん断だんしたのか、

「先さきに進すすもう」

　と言いって歩あるきだす。

　……ほんと、有あり栖すちゃんはヒヤヒヤさせるなぁ、もう！

　そのまま進すすんでいくと、広ひろがった空くう間かんに出でる。

　熱あつっ……！

　広ひろい空くう間かんのあちこちから、炎ほのおがふきあがっている。

　今いままでの地ち下か空くう間かんとは、あきらかにちがう。

　かなりの広ひろさがあって、たぶん40メートル四し方ほうぐらいかな。

　それなのに、炎ほのおのせいで懐かい中ちゅう電でん灯とうがいらないぐらいに明あかるい。

「ここ……どこ？」

　七な音おがキョロキョロとしてから、ふと中ちゅう央おうのほうを懐かい中ちゅう電でん灯とうでてらして、目めを細ほそめる。

「そういうことか」

　響ひびきが、なにかに気きづいたらしく、こちらを強つよい目めでにらんでくる。

「とんでもない連れん中ちゅうね」

　有あり栖すちゃんも、なぜか怒おこった声こえをあげる。

　わたしは、なんで響ひびきからにらまれてるかわからないけど、知しってましたという顔かおをしておく。

　インカムからケイの声こえがきこえた。

『アスカ。これが、おれたちが襲おそわれた理り由ゆうだ』







　　　　32　全ぜん員いんの力ちからを合あわせて







　これがって……？

　わたしは目めをこらし、中ちゅう央おうにあるものを見みつけて、息いきをのむ。

　あれって……美び術じゅつ品ひん!?

　広ひろい空くう間かんの中ちゅう央おうには、彫ちょう像ぞうや絵かい画がや宝ほう石せき類るいが山やまのように、つまれてある。

『あれは盗とう品ひんだ。だが話はなしはあとだ。ほうっておけば、美び術じゅつ品ひんがまる焼やけになる』

　ケイが言いうとおり、炎ほのおは美び術じゅつ品ひんにせまろうとしている。

　まだ燃もえうつっていなかったのが、運うんがよかったぐらいだ。

　響ひびきがジャケットをぬいで、美び術じゅつ品ひんにせまる炎ほのおをジャケットでおおって消けしている。

　だけど、炎ほのおの勢いきおいが強つよすぎて、ほんのわずかしか消けせない。

「くっ。炎ほのおの勢いきおいがおさまらないか。七な音お、ほかのみんなを連つれて避ひ難なんしろ」

　響ひびきが、七な音おに向むけて言いう。

「どういうつもり？」

　七な音おが響ひびきをにらむ。

「犯はん罪ざいの証しょう拠こであり、持もち主ぬしに返かえさなければならない美び術じゅつ品ひんをほうっておくことはできない。だが、そのために清きよ瀬せさんたちを危き険けんにさらすわけには、いかない」

　響ひびきは言いって、理り央お先せん輩ぱいをちらりと見みる。

　理り央お先せん輩ぱいは、まだ意い識しきがもどっていない。

　たぶん、眠ねむり薬ぐすりかなにかをすわされて、効こう果かがとけてないらしい。

　それを考かんがえると、響ひびきの言いうこともわかる。

　たしかに、二ふた手てに分わかれるのもしかたないように思おもえる。

　だけど……。

「ダメよ。この場ばを乗のり切きるためには、全ぜん員いんがこの場ばに残のこる必ひつ要ようがあるわ」

　わたしは声こわ色いろを変かえて、言いい切きる。

「なんのつもりだ？」

　響ひびきが、するどい目めでわたしを見みる。

「美び術じゅつ品ひんを持もち主ぬしに返かえすのは、レッドにとっても大だい事じよ。そして、被ひ害がいにあった無む関かん係けいの子こたちを、無ぶ事じに外そとに脱だっ出しゅつさせることも」

「なら！」

「その両りょう方ほうを、同どう時じに達たっ成せいするために、全ぜん員いんの力ちからが必ひつ要ようなの」

　わたしはそう言いって、ケイから預あずかっていた道どう具ぐを、ポーチから取とりだす。

　さっき、響ひびきがジャケットで炎ほのおを消けそうとしている間あいだに、ケイから指し示じはうけていたんだよね。

「特とく製せいの防ぼう水すいシートよ」

　わたしがとりだしたのは、圧あっ縮しゅくされた超ちょう大おお判ばんの四し角かくい防ぼう水すいシート。

　一いっ辺ぺん10メートルはある。

　ケイに、今こん回かいの追つい加か道どう具ぐとして、わたされてあったんだ。

　なにに使つかうのかは、知しらされてなかったけど……。

　……まさか、ケイはこうなることも予よ想そうしてたんだろうか。

　ケイなら、ありえそうだよね。

「そういうことか！　可か能のうなんだな？」

　わたしは、響ひびきの問といに、黙だまってうなずく。

「なるほど！　レッドは、やることが派は手でね」

　響ひびきと七な音おは、すぐにわたし……というかケイの意い図とを理り解かいして、防ぼう水すいシートのはしを受うけとると、美び術じゅつ品ひんをおおうように広ひろげはじめる。

「有あり栖すちゃんも……サクスの協きょう力りょくを頼たのめる？」

　わたしは、こっそりと有あり栖すちゃんに耳みみ打うちする。

「美び術じゅつ品ひんのためなのでしょう。協きょう力りょくしてもらうわ」

　有あり栖すちゃんに、シートの角かどの１つをまかせる。

　有あり栖すちゃんの力ちからだと支ささえ切きれないはずだけど、サクスの協きょう力りょくがあれば可か能のうだ。

　残のこりの１つは──

「あなたたちに、このシートの角かどを持もっていてもらいたいの。１人ひとりではダメ。２人ふたりで協きょう力りょくして」

　わたしは声こわ色いろを変かえて、詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいに伝つたえる。

　たぶん、これからなにが起おこるのか、わかっていないと思おもう。

「わかりました」

「……うん」

　それでも、詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいは、うなずいてくれる。

　理り央お先せん輩ぱいが目めを覚さましていればよかったけれど、今いま、無む理りにおこしても、かえって危あぶない。

　美び術じゅつ品ひんのそばで、いっしょにいてもらう。

　響ひびき、七な音お、有あり栖すちゃん、詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱい。

　それぞれにシートのはしを引ひっぱりながら、支ささえてもらう。

　ぐぐっとシートが美び術じゅつ品ひんの上うえで張はられ、上うえから美び術じゅつ品ひんをおおう形かたちになる。

　そして、手てが空あいてるわたしには、しなくちゃいけないことがある。

「いつでも行いけるぞ！」

　響ひびきが声こえをはりあげる。

「わかったわ」

　わたしは言いって、広ひろい空くう間かんの左ひだり奥おくの壁かべを見みる。

　その一いっ角かくは、炎ほのおが燃もえさかっている。

　あの炎ほのおの向むこう側がわにある壁かべに、大おお型がたのしかけがある、とケイは言いう。

　つまり、ここまできた方ほう法ほうと同おなじ。

　しかけを作さ動どうさせて、消しょう火かするというわけ。

　だから、響ひびきも七な音おもすぐに理り解かいしたし、信しんじてくれたんだと思おもう。

　問もん題だいは、しかけを作さ動どうさせるために、わたしが燃もえさかる炎ほのおの一いっ角かくを越こえなくちゃいけないってこと。

　わたしは、炎ほのおの前まえで、発はっ勁けいのかまえをとる。

　ちりちりと、炎ほのおの熱ねっ風ぷうが、わたしの体からだをあぶるように、なでる。

　たらりと、汗あせがほおを流ながれる。

　ふぅ……。息いきをはいて、じっくりと力ちからをためる。

「はあっ！」

　ドンッ、と地じ面めんをふみぬくように足あしをつき、そのまま右みぎ手てで発はっ勁けいをはなつ。

　発はっ勁けいの風ふう圧あつで、細ほそいながらも炎ほのおの中なかに道みちができる。

　ここを進すすめば、炎ほのおの道みちが閉とじてしまって無ぶ事じではすまないかもしれない。

　だけど、わたしは迷まよいなく炎ほのおの中なかの道みちにとびこんだ。
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『右みぎに２歩ほ。上うえから１段だん目めだ！』

　炎ほのおの壁かべを越こえると、ケイからの指し示じが、すかさずくる。

　わたしは、場ば所しょを一いっ瞬しゅんで確かく認にんすると、ジャンプして指し示じ通どおりの石いしを押おしこむ。

　よしっ！

　ふりかえると、発はっ勁けいでできた炎ほのおの道みちが閉とじて、炎ほのおがせまってくる。

　熱ねっ気きだけでも、火傷やけどしそうだ。

　そのとき──

　　　ゴゴゴゴゴッ!!

　ひときわ大おおきな音おとが、地ち下か空くう間かんに鳴なり響ひびく。

　広ひろ間まの天てん井じょうから、水みずがスプリンクラーのようにふりそそぐ。

　あっという間まに、広ひろ間まに広ひろがっていた炎ほのおの勢いきおいが弱よわくなり、そして消きえていく。

「すごい……」

　わたしは、目めの前まえの炎ほのおが消きえていくのを見みながら、つぶやく。

　シートでおおっていた美び術じゅつ品ひんは、ぬれずにすんだみたいだ。

『志し波ば覚かく蔵ぞうはこの地ち下か空くう間かんを作つくったときに、考かんがえたのかもしれない。地ち下かで炎ほのおに巻まきこまれたときに、ここまでくれば消しょう火かする方ほう法ほうがあるように、と』

　ケイが言いう。

　もともと、燃もえるように作つくらなければよかったんだけどね！

　本ほん当とうに、迷めい惑わくな一いち族ぞくだよ。

　わたしはため息いきをつくと、響ひびきたちのほうに歩あるいていった。







　　　　33　すべての謎なぞが解とけるとき







　天てん井じょうからの放ほう水すいが終おわると、美び術じゅつ品ひんをぬらさないように、防ぼう水すいシートを慎しん重ちょうにかたむける。

　シートの上うえにたまっていた水みずが、地じ面めんにこぼれ落おちていく。

　水みずがなくなって軽かるくなった防ぼう水すいシートを、美び術じゅつ品ひんの上うえから移い動どうさせる。

「うまくいったか」

　響ひびきが、地ち下かを見みまわして言いう。

　炎ほのおは残のこらず消きえていて、懐かい中ちゅう電でん灯とうがないと真まっ暗くらだ。

「信しん用ようしてなかったの？」

　わたしは、防ぼう水すいシートを回かい収しゅうしながら、響ひびきに目めをやる。

「この場ばでは信しん用ようしていた。目もく的てきはいっしょだということは、よく知しっているからな」

「それを怪かい盗とうにリードされちゃったのは、ちょっと探たん偵ていとしては気きになるところだけどね。とにかく、うまくいったんだから、あたしも響ひびきも文もん句くはない。でしょ？」

　七な音おが、肩かたをすくめる。

「ああ」

　響ひびきがうなずく。

　美び術じゅつ品ひんをこのまま残のこしておくのは気きになるけど、数かずが多おおすぎて回かい収しゅうもできないから、とにかく今いまは脱だっ出しゅつを優ゆう先せんすることになった。

　覆ふく面めんのやつらは、地ち下かは炎ほのおにつつまれてると思おもってるはずだから、すぐにもどってはこないだろうし。

　広ひろい空くう間かんから、通つう路ろを先さきに進すすむ。

　さっきの大おおきなしかけを作さ動どうさせたことで、地ち下かの炎ほのおは、ほとんど消きえたらしい。

　もう、しかけを使つかって消しょう火かする必ひつ要ようもなく、ケイのナビにしたがって、わたしは響ひびきたちの先せん頭とうを行いく。

「そこの上うえから２段だん目めの石いしのしかけを作さ動どうさせれば、外そとに出でられるわ」

　10分ぷんほど進すすんでから、わたしはケイにナビされた石いしを指ゆびさす。

「これだな」

　響ひびきが前まえに出でて、しかけを作さ動どうさせる。

　すると、ガタンと音おとがなり、左ひだりの石いし壁かべに石いしの階かい段だんがあらわれる。

　日ひの光ひかりがさしこんでいるから、外そとへの階かい段だんでまちがいなさそう。

　わたしたちは、階かい段だんをのぼっていく。

　外そとに出でるとき、あたりに覆ふく面めんの男おとこたちがいないか警けい戒かいしたけど、人ひとの気け配はいはない。

　そのまま、外そとに出でると、どうやら、森もりの中なからしい。

　ひさしぶりの外そとの空くう気きを、めいっぱいにすいこむ。

　やっぱり、地ち下かのじめじめした空くう気きより、外そとの空くう気きのほうがだんぜん気き持もちがいい。

　だけど、のんびりはできないんだよね。

　わたしは、詩し織おり先せん輩ぱいたちと話はなしをしている響ひびきたちをちらりと確かく認にんして、その場ばをはなれることにする。

「今こん回かいは助たすかった」

　わたしの背せ中なかに、響ひびきが声こえをかけてくる。

「ありがとね。貸かしにしといて」

　七な音おも言いう。

「おもしろかったわ」

　有あり栖すちゃんは、やっぱり、どこかずれている。

「ありがとうございました」

「ありがとう」

　詩し織おり先せん輩ぱいとアリー先せん輩ぱいが、お礼れいを言いってくる。

　理り央お先せん輩ぱいは眠ねむったまま。

　ほんとに、３人にんを助たすけられてよかったよ。

　だけど、それは〝アスカの気き持もち〟だもんね。今いまは、そんなことは言いえない。

「目もく的てきがいっしょだっただけよ」

　わたしは声こわ色いろを変かえながら言いうと、その場ばからはなれた。

　移い動どうして気きづいたけど、この森もりは、どうやら館やかたの裏うら手てにあった森もりみたい。

　木き々ぎの形かたちに見み覚おぼえがある。

　地ち下かを、だいぶ歩あるいた気きがしたけど、地ち下か空くう間かんで、ぐるりと村むらの中なかをまわっていたみたいだ。

　十じゅう分ぶんにみんなとはなれてから、わたしは着き替がえをすませて、アスカにもどる。

　さらに歩あるいていくと、今こん度どは煙けむりのにおいといっしょに、もくもくとした灰はい色いろの煙けむりがたちのぼっているのが見みえた。

　あの煙けむりって、もしかして泊とまっていた館やかたの!?

　遠とお目めに見みえる館やかたは、２階かいまで完かん全ぜんに火ひがまわって、館やかた全ぜん体たいが燃もえさかっている。

　あれだと、消けし止とめるのはムリそう。

　館やかたが燃もえているのは、地ち下かの火ひが燃もえうつったからだよね。

　ケイは大だい丈じょう夫ぶかな？

　わたしは、館やかたのほうに向むかいながら、ケイの姿すがたをさがす。

　ケイの姿すがたはすぐに見みつかった。

　館やかたから少すこしはなれた木きの下したに、立たっている。

「ねえケイ。結けっ局きょく、この事じ件けんってどういうことだったの？」

　わたしは、後うしろから近ちかづきながら、わたしに気きづいているだろうケイに声こえをかける。

　本ほん当とうのところ、今こん回かいの事じ件けんって、途と中ちゅうからさっぱりわからないんだよね。

　どうしてあんな地ち下かに、大たい量りょうの美び術じゅつ品ひんがあったのか、とか。

「その役やく割わりは、今こん回かいは適てき役やくがいる」

　ケイは、前まえを向むいたまま答こたえる。

　ケイの視し線せんの先さきには、さっき別わかれた響ひびきたちがいた。

　どうやらわたしとちがって森もりから一いち度ど抜ぬけて、村むらの道みちを歩あるいて館やかたにもどってきたみたいだ。

　わたしとケイも、響ひびきたちと合ごう流りゅうする。

　わたしも、ケイといっしょに館やかたで待たい機きしてることになってたからね。

　いっしょにいないとおかしいし。

　有あり栖すちゃんは……まあ、たぶん自じ分ぶんでどうにかすると思おもう。

　最さい初しょからあやしまれてるから、なにも言いい訳わけする気きもないのかも。

「２人ふたりとも、無ぶ事じだったのね」

　七な音おが、ほっとした顔かおで、わたしとケイに駆かけよってくる。

「ははっ……じつはあのあと、有あり栖すちゃんといっしょに、２人ふたりのあとを追おったんですけど……はぐれちゃって。突とつ然ぜん、炎ほのおが出でてくるし、大たい変へんだったんですけど、ぐうぜん石いしの壁かべを押おしたら、外そとに出でられるドアにつながっていたんです。それで、先さきに館やかたから避ひ難なんしていたケイと、合ごう流りゅうしてたんですよ」

　わたしは、ケイが考かんがえた理り由ゆうを答こたえる。

「ずっとケイといっしょにいた」ってことでもいいかと思おもったんだけど……それだと有あり栖すちゃんがあやしまれすぎるからって。わたしと有あり栖すちゃんが、あとを追おったことにしたんだ。

　ある意い味み、ウソじゃないし。

「なるほどね。とにかく２人ふたりとも無ぶ事じでよかったわ。それで……」

　七な音おは、ちらりと視し線せんを横よこに向むける。

　そちらを見みると、村そん長ちょうさんが、走はしってくるのが見みえた。

「こ、これは、なんということだ……！」

　村そん長ちょうさんが、わたしたちの近ちかくまで走はしってきて、焼やけ落おちる館やかたを見みてショックを受うけている。

　だけど──

「演技は、このあたりでやめにしませんか？」

　響ひびきが、たんたんとした口く調ちょうで言いう。

「え、演えん技ぎですと!?」

　村そん長ちょうが、怒おこったような表ひょう情じょうを響ひびきに向むける。

「はい。この村むらが、村むらぐるみで窃せっ盗とうを行おこなっていたことは、わかっています」

「なっ!?　なにを根こん拠きょにそんな……」

　響ひびきが、ジャケットから小こ型がたのライトを取とり出だすと、村そん長ちょうの右みぎ腕うでをてらす。

　すると、村そん長ちょうの右みぎ手て首くびのあたりが、昼ひる間までもわかるぐらい、不ふ自し然ぜんにぼんやりと光ひかる。

「特とく殊しゅな蛍けい光こう塗と料りょうです。このライトを当あてると、光ひかります。これをぼくが使つかったのは、ここでは地ち下かで襲おそわれたときだけです。それがなぜ、村そん長ちょうさんの手て首くびについているんでしょうか？」

　響ひびきは、ライトをしまうと、するどい視し線せんで村そん長ちょうさんを見みる。

「そ、それは……」

　村そん長ちょうさんは、口くちごもる。

　えっ!?

　ということは、村そん長ちょうさんも、あの覆ふく面めんの男おとこたちの中なかにいたってこと？

「言いっておくけど、ここにくるまでに、調しらべはついていたの。この村むらが、村むらぐるみで窃せっ盗とうをしていたってことはね」

　七な音おが言いう。

「そ、そんな言いいがかりを……！」

「窃せっ盗とう団だんが活かつ動どうしていたのは、６年ねんほど前まえまで。犯はん行こうが止やんだあとも、警けい察さつは捜そう査さを続つづけていました。そのうちに、疑うたがわしい人じん物ぶつが出でてきました。それがこの村むらの出しゅっ身しんの男おとこで、窃せっ盗とう団だんの主しゅ導どう的てきな立たち場ばだったと思おもわれます。しかし、疑うたがわしいだけでは捕つかまえられない」

「出でて行いった人にん間げんは、村むらとは関かん係けいありません！」

　響ひびきの言こと葉ばに、村そん長ちょうさんは声こえを荒あららげる。

「本ほん当とうに出でて行いったのなら、そうでしょう。しかし、窃せっ盗とう団だんを構こう成せいしていたのは、村むらの人ひとたちでした。つまり、村むら自じ体たいが窃せっ盗とう団だんと関かかわっていた可か能のう性せいが高たかい。そこまで大おおがかりになると、警けい察さつでも決けっ定てい的てきな証しょう拠こはつかめなかった」

「そんなときに、村むらの窃せっ盗とう団だんの主しゅ導どう的てきな立たち場ばだった人にん間げんが病びょう死しして、６年ねん前まえに窃せっ盗とう団だんは解かい散さん。この村むらに残のこされたのは、盗ぬすんだはいいけど処しょ分ぶんできなくなった美び術じゅつ品ひんと、罪つみを犯おかしたという秘ひ密みつ。警けい察さつは、盗ぬすまれた品しなが、なかなか裏うらの市し場じょうにも出でまわらないから、動うごけなかった。まさか、あんな地ち下かに隠かくされているとは予よ想そうもしていなかったしね……。そこで、時じ効こうが近ちかい７年ねんが経たとうというこの時じ期きに、あたしと響ひびきで、盗とう品ひんの在あり処かを捜さがすことになったのよ。理り央おに誘さそわれたのも、グッドタイミングだったしね」

　響ひびきと七な音おが、続つづけざまに推すい理りを披ひ露ろうする。

　そっか。

　それで、地ち下かにあんなに美び術じゅつ品ひんがあったんだ！

　そして、あの覆ふく面めんの男おとこたちは、この村むらの人ひとたちだった……!?

「ただ、ぼくたちのせいで、村むらの人ひとたちを過か剰じょう反はん応のうさせてしまったのは失しっ敗ぱいでした。あなたたちは、ぼくたちの姿すがたを見みて、長なが年ねん、みなが隠かくしてきた罪つみを暴あばきにきたのだと思おもった。……まあ、その通とおりだったわけですが、その対たい抗こう策さくが、ぼくたちを脅おどすための誘ゆう拐かいだったのは、逆ぎゃく効こう果かでした。地ち下かと館やかたがつながっているのをいいことに、そこから村むら人びとが侵しん入にゅうし、折おり原はらさんと緋ひ笠がささんを誘ゆう拐かいした」

「そして、あたしたちに地ち下かに潜せん入にゅうされたところで、さらに理り央おまで誘ゆう拐かいした。その上うえ、追おいつめられたら、地ち下かに火ひを放はなって、証しょう拠こ品ひんである盗とう品ひんをすべて燃もやそうとまでした。まったくもって、行いき当あたりばったりもいいところよ。罪つみを暴あばかれまいと、みんなで罪つみに罪つみを重かさねて、結けっ局きょくは身み動うごきをとれなくしているんだもの。最さい初しょからみんなで名な乗のり出でていれば、それほど重おもい罪つみには問とわれなかったはずなのに」

　七な音おが、あきれたような表ひょう情じょうで、村そん長ちょうさんを見みている。

「そこまでわかっているなんて……」

　村そん長ちょうさんは、その場ばでがっくりとひざをつく。

　もともとは、そこまでの悪あく人にんではないのかもしれない。

　窃せっ盗とう団だんをひきいていた主しゅ犯はんの人ひとは、すでに病びょう死ししちゃってたみたいだし。

　そのあとは、窃せっ盗とうをしていたわけじゃないようだし。

「館やかたが民みん宿しゅくをやっている間あいだも、地ち下か空くう間かんについて気きづかれたりしないか、ずっと気きにし続つづけてきたんでしょうね。罪つみを抱かかえてきた６年ねん間かんの恐きょう怖ふ心しんが、あなたがたの人ひととしての感かん覚かくを狂くるわせたのかもしれないわ……」

　七な音おは、村そん長ちょうさんと燃もえさかる館やかたを交こう互ごに見みて言いう。

「そういうことなんだろうな。その前まえに、止とめられればよかったんだが」

　響ひびきは、複ふく雑ざつそうな表ひょう情じょうで、小ちいさくため息いきをついていた。

　響ひびきと七な音おは、警けい察さつがくるまで、村むらの人ひとたちから事じ情じょうをきくらしい。

　事じ件けんがおおごとになり、もうすっかり反はん抗こうする意い思しのある村むら人びとはいないようだ。

　これなら、響ひびきたちの２人ふたりだけでも問もん題だいなさそう。

　……これが、ケイの言いっていた〝適てき役やく〟ってことか。

　たしかに、事じ件けんの謎なぞを解とき明あかすなら、探たん偵ていが専せん門もん家かだもんね。

　これで、どういうわけだかも、わかったよ。

　そのケイはといえば、有あり栖すちゃんとならんで、燃もえ落おちる館やかたを見みつめている。

　近ちかづいていくと、有あり栖すちゃんのなげく声こえがきこえてくる。

「ああもう！　この建たて物ものに、どれだけの価か値ちがあるのか、わかってないのかしら！　これじゃあ、修しゅう復ふくなんて、とても不ふ可か能のうじゃない！」

「……もっと見みていたかったな」

　ケイが、ぽつりと言いう。

「本ほん当とうよ……」

　有あり栖すちゃんも、めずらしくしょんぼりとしている。

　あの地ち下か空くう間かんのしかけにさんざん苦く労ろうさせられたから、とても「もったいない」という気き分ぶんにはならないけど……この２人ふたりはどうやらちがうらしい。

　ケイと有あり栖すちゃんって、意い外がいと似にたところがあるんだよね。

「ケイ。地ち下かを作つくったのは、志し波ば覚かく蔵ぞうだと思おもっている？」

　有あり栖すちゃんが、ケイにきく。

「ああ。そうでなかったら、あそこまで正せい確かくなナビは、できなかった。ぼくがシミュレーションしたのは、志し波ば覚かく蔵ぞうがあの地ち下か空くう間かんを設せっ計けいしたなら、という仮か定ていだったから」

「でも、志し波ば覚かく蔵ぞうは、堅けん実じつな建けん築ちくを手てがけたことで有ゆう名めいよ。あんなものを作つくりたがるかしら？　もしかして、村むらの窃せっ盗とう団だんにおどされて、とか？」

　有あり栖すちゃんの言こと葉ばに、ケイは首くびを横よこにふる。

「ちがうだろう。あの地ち下か空くう間かんが作つくられたのは、館やかたと同おなじころで、もっと古ふるいものだ。……清きよ瀬せ理り央おが話はなした、大おお昔むかしのお金かね持もちの話はなしは覚おぼえているか？」

「お金かね持もちの夫ふう婦ふが、姿すがたを消けしてしまった、だったかしら？　あれは、地ち下か空くう間かんへのヒントではないの？」

「そうかとも思おもったが、それなら１つの話はなしで十じゅう分ぶんだ。２つあるのは、もしかしたら最さい初しょのものは実じつ話わなのかもしれない。そう考かんがえると、辻つじ褄つまがあう」

「つまり、最さい初しょのお金かね持もちの夫ふう婦ふが、地ち下か空くう間かんをふくめて館やかたの建けん築ちくを、志し波ば覚かく蔵ぞうに依い頼らいしたってことかしら？」

　有あり栖すちゃんが、あごに手てをあてて、考かんがえる顔かおをする。

「そうだ。志し波ば覚かく蔵ぞうがなぜ、地ち下か空くう間かんをつくることを引ひき受うけたかはわからない。それこそ、桧ひ崎ざき修しゅう介すけのように、しかけのある館やかたを作つくってみたい、と密ひそかに願ねがっていたのかもしれない」

「それは、本ほん人にんにきいてみなければわからないわね。でも、どうしてお金かね持もち夫ふう婦ふは、そんな地ち下か空くう間かんをつくるように依い頼らいしたのかしら？」

「姿すがたを消けすため、だろう」

　ケイが、迷まよわず答こたえる。

「どういうことかしら？」

「お金かね持もち夫ふう婦ふは、なにものかに追おわれていた。そこで、いつでも逃にげられるように地ち下か空くう間かんをつくった。ヨーロッパの城しろに、王おう族ぞくが逃にげ出だす脱だっ出しゅつ路ろがあるのと同おなじようなものだ」

「なるほどね。お金かね持もち夫ふう婦ふとはきいたけど、どんな人にん間げんなのかはわからないものね。善ぜん人にんか悪あく人にんか。国くにに追おわれるか、悪あく党とうに追おわれているか」

「そういうことだ」

　ケイと有あり栖すちゃんは、すごく納なっ得とくした様よう子すで話はなしてるけど、わたしには２人ふたりの話はなしが濃こすぎて、ついていくのがやっとだよ。

　というか、ついていけてる気きがしない。

「あああっ!!」

　そんなことを思おもっていると、後うしろから叫さけび声ごえがきこえて、びっくりしてふり返かえる。

　そこには、目めが覚さめた理り央お先せん輩ぱいが、燃もえ落おちる館やかたを見み上あげて、ぼうぜんとしている。

　詩し織おり先せん輩ぱいが、理り央お先せん輩ぱいになにがあったかを説せつ明めいしているらしい。

　驚おどろいた顔かおをしていたけど、どうにか理り解かいしたらしい。

「みんなが無ぶ事じでよかったけど……それは、なによりなんだけど……お、お父とう様さまに絶ぜっ対たい怒おこられる……」

　理り央お先せん輩ぱいが、頭あたまを抱かかえている。

　そういえば、この館やかたって県けんの文ぶん化か遺い産さんになることが決きまってたんだっけ。

　すごく価か値ちがある建たて物ものだったってことだよね。

　なのに……ああ、完かん全ぜんに燃もえ落おちちゃってるもんなぁ。

　……ごめんなさい、理り央お先せん輩ぱい。

　こればっかりは、助たすけられそうにありません。

　わたしは、心こころの中なかで両りょう手てをあわせて、あやまった。







　　　　34　旅たびの終おわりに







「そんなことがあったんだ……」

　実み咲さきが、目めを丸まるくしている。

「アスカって、事じ件けんによく巻まきこまれるわよね。巻まきこまれ体たい質しつなの？」

　水み夏なつが、あきれた顔かおをしてる。

「でも、みんなが無ぶ事じでよかったよぉ」

　優ゆ月づきが、ほっとした、やわらかい笑えみをうかべる。

　あとから合ごう流りゅうする予よ定ていだった、実み咲さき、水み夏なつ、優ゆ月づきの３人にんは、館やかたが焼やけ落おちたことで、予よ定ていを変へん更こう。

　残のこりの日にっ程ていが残のこっていた、わたしやケイや有あり栖すちゃんやアリー先せん輩ぱいに詩し織おり先せん輩ぱいは、山やまを下おりたあと、清きよ瀬せ家けが用よう意いしてくれた、海うみの見みえる超ちょう高こう級きゅうホテルに宿しゅく泊はくしていた。

　最さい初しょは、みんな遠えん慮りょしていたんだけど、

「こうでもしないと気きがすまない。じつはお父とう様さまは、白しら里さと探たん偵ていたちが捜そう査さで旅りょ行こうに参さん加かすることを知しっていたらしいんだ。だから、企き画かくしておいてあんな結けつ末まつになってしまったお詫わびを、父ちちに代かわってさせてほしい」

　と理り央お先せん輩ぱいに言いわれて、遠えん慮りょなく泊とまることにした。

　今いまはみんなで海かい岸がんに出でて、水みず着ぎ姿すがたで、のんびりしている。

　この海かい岸がんは、ホテルの宿しゅく泊はく客きゃく専せん用ようのプライベートビーチらしく、夏なつの混こみあう時じ期きなのに、すいている。

　あと、事じ件けんのあとから１つ、びっくりしたことがあったんだよね。

　アリー先せん輩ぱいが、詩し織おり先せん輩ぱいと、話はなしをするようになってたんだ。

　誘ゆう拐かいされた間あいだに、２人ふたりの間あいだになにかあったんだろうか？

　むむむぅ……なんか、ちょっとくやしい。

　でも、あのとき。

　牢ろうに囚とらわれていたアリー先せん輩ぱいに、覆ふく面めんの男おとこが手てを伸のばしたとき、その手ての甲こうに刺ささったナイフ。

　あのナイフのことを、あとから思おもいだしたけど……。

　あれって、以い前ぜんレッドをしているときに戦たたかった、エメラが使つかっていたのと、同おなじものだった。

　でも、どうしてあの場ばにエメラが？

　しかも、アリー先せん輩ぱいを助たすけるような……。

　もちろん、同おなじ種しゅ類るいのナイフっていうだけで、エメラがあの場ばにいたことの証しょう拠こには、ならないんだけど。

　でも、わたしに気け配はいも感かんじさせずにナイフを投なげられる人にん間げんが、そんなにたくさんいるとも思おもえないんだよね……。

「アスカ」

　考かんがえていると、ケイが声こえをかけてくる。

「疑うたがうのはケイの仕し事ごと、っていうんでしょ」

　どうせ、わたしの考かんがえは、ケイにはお見み通とおしだ。

「そうだ。アスカに緋ひ笠がさアリーを疑うたがわせるために、エメラが仕し込こんだことかもしれない。そのことだけで理り由ゆうを考かんがえても、答こたえは出でない」

「わかってる。わたしはアリー先せん輩ぱいを信しんじる」

　そう決きめたんだから。

「それにしてもさ、ケイ。今こん回かいの事じ件けんのこと、ケイも気きづいていたの？」

「当とう然ぜんだ。レッドのターゲットの候こう補ほには入はいっていた。まさかこんな形かたちでその場ばに行いくことになるとは、思おもわなかったが」

　やっぱり。

　事じ件けんが起おきたとき、いくらケイだからって、対たい応おうに迷まよいがなさすぎるって、思おもったんだよね。

「それじゃあ、ケイが旅りょ行こうについてきたのって、レッドの仕し事ごとのため？」

「……いや。志し波ば覚かく蔵ぞうの館やかたが見みたかったからだ」

　ケイは、あっさりと、わたしの言こと葉ばを否ひ定ていする。

「だよね。ケイなら、そう言いうと思おもった」

　わたしは、笑わらう。

　ケイが、この旅りょ行こうを楽たのしんでなかったら、ちょっと嫌いやだなと思おもったんだよね。

　だって、中ちゅう学がく２年ねんの夏なつ休やすみは、１回かいしかないんだから。

「それじゃあ、わたしはひと泳およぎしてこようかな！　理り央お先せん輩ぱい、水み夏なつ！　あのブイまで遠えん泳えいで勝しょう負ぶしよう！」

「受うけて立たとうじゃないか」

　理り央お先せん輩ぱいが、立たちあがる。

「あの清きよ瀬せ先せん輩ぱいとアスカと遠えん泳えい……おもしろそうね、もちろんやる！」

　水み夏なつも、やる気き十じゅう分ぶんだ。

　ケイが、やれやれという感かんじで、パラソルの下したにもどっていく。

　わたしと理り央お先せん輩ぱいと水み夏なつは、砂すな浜はまに横よこにならぶ。

　わたしは、かけ声ごえをかける。

「それじゃあ、いちについて、ヨーイ………ドン！」





──『怪かい盗とうレッド』20巻かんにつづく







































怪かい盗とうレッド⑲




夏なつの旅りょ行こうはキケンの香かおり☆の巻まき








作さく　秋あき木ぎ 真しん

絵え　しゅー





角川つばさ文庫





2021年6月9日　発行





ver.002





©Shin Akigi 2021

©Shū 2021





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『怪盗レッド⑲　夏の旅行はキケンの香り☆の巻』

2021年6月9日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only












秋木 真／作

静岡県生まれ、埼玉県育ち。AB型。友人からは二重人格とよく言われる。『ゴールライン』（岩崎書店）でデビュー。主な作品に「少年探偵 響」シリーズ、「黒猫さんとメガネくん」シリーズ（共に角川つばさ文庫）、「リオとユウの霊探事件ファイル」シリーズ（集英社みらい文庫）、「悪魔召喚！」シリーズ（講談社青い鳥文庫）。最近は、エアレース（飛行機レース）を観るのにはまっている。




しゅー／絵

神奈川県下在住のマンガ家・イラストレーター。イラストを担当した作品に「少年探偵 響」シリーズ（角川つばさ文庫）、「超自宅警備少女ちのり」シリーズ（ＧＡ文庫）などがある。すごく辛いカレーが好き。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















cover1.jpeg





nav.xhtml

    
  
    		もくじ


    		キャラクター紹介


    		０ プロローグ


    		１ 夏休みの学校で


    		２ 会いたかった人


    		３ 旅のメンバー


    		４ 新幹線がむすぶ友情


    		５ 「はじめまして」のフリ


    		６ 最後のスペシャルゲスト!?


    		７ あなたをもっと知りたくて


    		８ 探偵と、探検へ！


    		９ やってきた村長


    		10 響と有栖にはさまれて


    		11 神隠しの館？


    		12 天才画家の皿洗い


    		13 豪華メンバーのゲーム大会！


    		14 鬼才の建築家の、祖父？


    		15 有栖の、本当の怖さ？


    		16 超高級サンドイッチ!?


    		17 絵になる湖で


    		18 すがたを消したメンバー


    		19 手を出すな、とは？


    		20 月に隠されたヒント


    		21 地下空間を行く！


    		22 幕間


    		23 なぜこの迷路が作られたのか？


    		24 旅行を思いたった理由


    		25 冷静な炎


    		26 怪盗レッド、出動！


    		27 設計者の〝くせ〟


    		28 犯人たちに突入！


    		29 強力な護衛


    		30 炎につつまれた迷路


    		31 ２つの可能性


    		32 全員の力を合わせて


    		33 すべての謎が解けるとき


    		34 旅の終わりに


    		あとがき


    		奥付


  





images/00020.jpeg
rEWHiK  FAERSLD &

AFOMARZICATDATULET1E,

TSTSBLTAERSLY 25T

BREFAEOWT. zo2AnfEnCaSOAR- 1?7 _
[FHSniz] B3 T! |
Ay E—IEBIFE ST ANETYFH,

Hicb Ep5LBD

2ADHHICVWES—I?

&5 L&S

BOARIVEDIIT-UEIR (T

u
b V:lllelFesd 7 4





images/00022.jpeg
©
12
Z
U
v
K
®

rEasdic,

oT. BRk#icRbNIAR.
HEBRTABID L, TEI. IXBET

FU—RRIREDIES (81T Bl o TS E L.

T w K1 L5eLES?
BeBsLES ST, RULBRO2EIA,
WokWES BB SDI?






images/00021.jpeg
hEHE
CAICBIRL BELY FOSMRC £ BRETT,
E%ﬁk@%%%ﬁb\Mh FOEZI =T 2 ht=5,
fRTICIZ Y T 54 2 2 MBS N TOT, Z2HEV 2K UTB AL N—
T 0FUNDORGET S EICEUET,
ERBEAUN—1E%E BT ECI =D BFOBTEUAS T & Vi,
B55h, Bl RURIUET &,

ST BUHETY,

20204 (2ihf=, B&EL v FOOBTA ALY K THE FIRST Z2H'5.
FACIEE>7=] OFICH7=5. [REL v K THE FIRST =i, ¥
507] DA nE L=

BIAN YU — XS0t SEOHESANIBELT T >1=B8hTT
T, BUNEITIOET,

IBBOVY—Kld, FAhETA DR, ¥ L CEETO3 O [4)
ft- LN PR E S OMREICEUET,

FURBOBMY, ALY FERTEEICEOLTO, REOEZHO
BOBE, WBLBLEENRSNET,

*LCHBOEE .

HEBOEKMC, Lp—3ADISAMBIITT, 0, FrysLTHTL
a0,

2584

RIZBBAKIE, 2021 EOR S, (DR B s¥orEcd.
ENTE FBAOLELES !
Hoké

BAREEAOGFHIE, BIIDEEXHEREBETESZ.

T102-8177 WR#MBTHRERELR 2-13-3
HRARHKADOKAWA AIDIFEXERER BAREE





images/00023.jpeg
AT

BOOUKY~WALKER





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg





images/00002.jpeg
BLU

0

1

17161514 13121110 9 8 7 6 5 4 3 2

D2B2P2 ains4n

REERPPARIEE
[BO8#o] SN

BRSO AF KL
BB O UB DUV
HaN5 H2b2

Ky K& —

£ 0 UL B
Sulmeu ey
asav Lal

EBock~

M5 R R F0i80
KiekeSEio

i & H385
N =Y o vy
# 15 bliov a L]

TSRS BX~

waun _ uQ






images/00001.jpeg
BZELwv R®

BOlTIEET Y DED L DB

(_
>

!)lﬂll’r
S

WA DIEI VG





images/00004.jpeg
L

RAERE.
BS54 ULELTVS.

ANZUDM

fanosy

BROUIJURS
82

b

ED<AT, HBL
EBLDIFTND.

276 - BEEo

o E A ,...\.\wﬁ
.................. & N R
AN S
~~~ —;—
S 9
~\~ ;)





images/00003.jpeg
3234333231 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18
h s I 2F &% 305 PR RSB BO RS B B s BR Fo I
T ONBLD IC ASIARSEHIOSE BRTrIC & B
BT O O D1 lo Bl B & C 225 f32 e 7z
DO hEurD HH O Y KEBED BrE 9 %
U #%E B F A "1(" N L X & n e
0 &sMihn £ N 1= B> ffwfls M U

ep = AR g S < E &£
SR T | TR S - IR S
5 T B i s 5 k7S
& s h I\
& 7= |
D
b\






images/00006.jpeg





images/00005.jpeg
2 Riemai

REOIIRE.
OISO AICDERINEL,

c3/ o8 pu

G %)

oREEEL Y koL,

FRAEFVETEL, KFBE,

5

- ERLYP
ot B e-e-
9;§}%.50r)x;::h§t 1 ,.",‘ uacxé
Ly KOXT 7, g
-

B 13

D

P

, TRAE NPT L TR EEER.
BENFTVD5%E. Ul RuEE

BE  BEOES B L & HLiBad . nA S UED

It - RESERRR. S RODHEOD 1 A






images/00008.jpeg





images/00007.jpeg





images/00009.jpeg





